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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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封ふう仙せん娘にやん娘にやん仙せん界かい編へん

　　『龍りゆう華か陶とう芸げいに凝こり、またしても護ご玄げん心しん労ろうす』







　　　　一




「はっはっは！　この大おお間ま抜ぬけめ！　誰だれが貴き様さまなんぞに服ふく従じゆうするか！

　私は自由に生きるんだ！

　この広い仙せん界かいの隅すみから隅まで旅してやるんだよう！

　誰も私を止められはしないんだ！

　お前だって例外じゃない、お前のちんけな仙せん術じゆつなんざ、この私に通用しないんだ。

　判わかったらさっさと道をあけるんだね」

　女は楽しそうに怒ど鳴なりつけた。

　ゴツゴツとした体ではあるが、男の筋肉の付き方とは明らかに違ちがっている。

　鍛きたえられた筋肉というよりは、野生の動物が持つしなやかな筋肉に近い。

　頭には赤あか茶ちやけた髪かみの毛が、バサバサに生はえていたが見苦しさはなかった。炭よりも黒い瞳ひとみは、恐おそれを知らずに輝かがやき続けていた。

　嗄かれてはいるがよく響ひびく声で女は吠ほえる。

「さあどけ、誰も私を止められないんだよ、私を湯ゆ吞のみだと思ってなめてかかると、痛い目にあうよ！」




　　　　二




　男は、道どう服ふくと呼よばれる袖そでの長い服を着ていた。いわゆる仙人がその身に纏まとう服である。

　白い道服には幾いくつかの飾かざりがあしらわれていたが、いたって質しつ素そなものだった。

　歳としの頃ころは二十代の半なかばに見えたが、その外見にはさほど意味はない。

　何な故ぜなら、男は正しよう真しん正しよう銘めいの仙人だったからだ。

　その仙人は普ふ段だんは温おん和わな顔をしているせいか、今、眉み間けんに寄よっている皺しわが全まつたく似に合あっていない。

　眉間の皺の下には、糸のように細い目があった。

　仙人の名は護ご玄げん。

　護玄は言った。

「で、それがこの状じよう況きようとどう関係があるんだい？

　赤ん坊ぼうがうっかり小こ皿ざらを割わったからといって、普通はこんな大おお騒さわぎにはならないだろ？

　普通は」

『普通は』という言葉を、護玄は嚙かみしめるように言った。

　どうせ、普通じゃないのだろう。

　護玄は半ば呆あきれながら、腕うでを体の前で組んでいた。

　目の前の代しろ物ものにどこから手をつけようかと思し案あんしているようでもある。

　護玄の細い目は、目の前の岩の塊かたまりを見つめていた。

　岩の塊、大きさは立ち上がった人間ぐらいある。

　岩とはいえ、自然にある岩石の類たぐいとは少しばかり様子が違う。

　赤く燃もえ盛さかる溶よう岩がんが時間と共に冷えて、固まればこんな感じになるだろうか。

　その岩の塊からは、まるで人間の腕のような細長い、でっぱりが突つき出ていた。

「護玄様。和かず穂ほ様が小皿を割られたのは、事件の発ほつ端たんでございまして」

　一人の女が護玄の質問に答えた。

　部屋の中には、護玄以外に二人の娘が居いる。

　部屋の大きさはそれ程ほど広くはない。

　ボロボロの大きな机が部屋の中心に置かれているが、これはどう見ても家具というよりは、作業用に使われているものだった。

　机の上や床ゆかには槌つちなどの工具が散らばっているし、引き出しが妙みように多い棚たなもある。

　散らかり具合を別にすれば、典てん型けい的な工こう房ぼうだ。

　北東と南の壁かべに景気よく風かざ穴あながあいているが、工房の散らかり具合から見てそれほど不自然でもない。

　壁の間からは遠くの山の景けい観かんがよく見えている。

　女の言葉を遮さえぎり、護玄は言った。

「その前に確かく認にんしておくが、この工房の散らかりっぷりは事件と関係あるのかね」

「いえ、特に関係はございません。

　あ、一応奥おくの壁が吹ふき飛んでいるのは、事件の影えい響きようでございますが」

　奥ではない手前の壁が吹き飛んでいるのは関係ないのかと、護玄は考えた。

　いまいち、女の言葉は要よう領りようをえない。

　遠えん慮りよは無用とばかりに、護玄は言った。

「気を遣つかう必要はない、理り渦か記きよ。

　どうせ、この岩の塊の中に封ふうじ込められているのが、龍りゆう華かなんだろう？」

「ははあ！　ご明めい察さつ、恐おそれ入ります！」

「ご明察もへったくれもあるまい。

　龍華の工房で、肝かん心じんの龍華の姿が見えない。

　わざわざ私を呼んできて、岩の封ふう印いんを解といてくれとなりゃ、答えは一つだ」

　理渦記と呼ばれた女は、心しん底そこ平へい伏ふくしたように頭を下げた。

「いやはや、まっこと恐れ入ります」

　理渦記の年ねん齢れいは二は十た歳ち前後に見えた。

　だが、その外見も護玄と同じようにさほどの意味はない。

　護玄は仙人であるが、理渦記は仙人ではない。

　理渦記の正体は宝ぱお貝ぺいであった。

　宝貝。仙人の造つくり出す神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。仙人が己おのれの仙術をもって造り上げた宝貝は当然、尋じん常じようならざる能のう力りよくを持つ。

　理渦記の本ほん性しようは一冊さつの本であったが、人間の姿をとる事が出来た。

　切れ長の目の上には長い睫まつ毛げ、理り知ち的な空気が漂ただようのは、己の本性が滲にじみ出ているせいであった。

　柔やわらかな長い髪をかきあげ、理渦記は言う。

「そんな次し第だいで、どうか封印解かい除じよのほどを」

「いいから放ほうっておけ。

　見たところ、どうせまた、自じ業ごう自じ得とくの馬鹿な事をしでかしたんだろ？

　相手に封印術を仕し掛かけたはいいが、弾はじき返されて逆に自分が封印されたってとこか。

　たまにはいい薬だ。

　龍華だって、一人前の仙人だ、そのうち自力で封印は破やぶるだろうよ」

　部屋に居るもう一人の娘は、つづらの上に座すわっていた。

　壁かべ際ぎわに置かれた大きなつづらだった。つづらの周まわりには複雑な文字が記された無数の符ふが無む節せつ操そうに張りつけてある。そのつづらの上でぐんにゃりと座る娘は等身大の操あやつり人形を思わせた。

　異常なまでに整ととのった顔だちに、長い髪、焦しよう点てんをどこで結んでいるか判わからない瞳を持っている。

　その娘がゆっくりと口を開いた。

「……いいの？」

　理渦記と護玄が同時に言葉に詰つまる。娘の言葉が誰に向けられたものか、理解出来なかったからである。

　護玄が言葉を受ける。

「いいって、なにがだい？　流りゆう麗れい絡らく？」

　流麗絡。彼女もまた理渦記と同じく宝貝であった。流麗絡の本性は織おり機きである。

「……龍華だけじゃない。一緒に四し海かい獄ごくらも封印されてるのよ」

　四海獄。瓢ひよう簞たんの宝貝だ。

「四海獄らって？」

　相手を苛いら立だたせる独どく特とくの間を空あけて、流麗絡は言った。

「……四海獄とね……。龍華が背せ負おっていた和穂も一緒に岩の中」

「なんだって！」

　吞のん気きに構えていた護玄だったが、その一言で慌あわてふためく。龍華は仙人、四海獄は宝貝だ。どちらも頑がん丈じように出来ている。

　が、和穂は普通の赤ん坊なのだ、万が一の可能性もある。

　護玄の指が、次から次へと複雑な印いんを結むすび続けた。素早く動く指先が空気を切る音は蜂はちの羽は音おとを思わせる。

「どうしてそれを先に言わぬ！」

　恐きよう縮しゆくしながら、理渦記は頭を搔かく。

「事情を説明するからには、やはり最初から順を追っての方がよろしいかと」

「ともかく、こっちが先だ！」

　護玄の術に反応し、まるで、目に見えない石せつ工こうが丹たん念ねんに鑿のみをふるっているかのように、岩から小さな石のかけらがこそげ落ちていく。

　たった今まで岩の塊かたまりにしか見えなかったものが途と端たんに人の形に近づき、片腕を正面に突き出した石像めいた雰ふん囲い気きを帯びだした。

　その腕に亀き裂れつが入る。




　パリン。




　ゆで卵の殻からが割れるように、石像の中から人間の腕が現あらわれ、次の瞬間には石像そのものが爆ばく煙えんを上げて木こっ端ぱみじんになる。

　もうもうと立ち込める煙の中から現れたのは、背中に赤ん坊を背負った一人の女だった。

　女は叫ぶ。

「湯ゆ吞のみ風ふ情ぜいが、この私にたてつくとは笑しよう止し千せん万ばん！」

　調子っぱずれの声を上げて流麗絡は笑った。

「……あはははは。本当に笑止千万ね」

　女、すなわち龍華は流麗絡を怒ど鳴なりつけた。

「何がおかしい！……あれ、奴やつはどこに消えた？」

　護玄の眉間に深々と皺が刻み込まれていた。

　先せん刻こくよりも、刻み込まれっぷりが少しばかり堂どうに入っている。

「事情は全然知らないが、これだけは言わせてもらうぞ！




『いい加か減げんにしろ！』




　まったく、今度は何をしでかした！」

「？　あれ、護玄じゃないか。しばらく無ぶ沙さ汰ただったが、こんなところで何をしてるんだ？」

「無ぶ様ざまに岩石漬づけになってるお前を、理渦記に呼ばれて助けに来たんだよ！」

「相変わらずお節せつ介かいだな。

　あの程度の封印術、私一人の手でも破れたのに」

「お前は平気でも和穂が心配だったんだよ」

「なに言ってるんだか。私がおぶってるんだよ。和穂には傷一つついてない」

　調子っぱずれの流麗絡の笑い声が響く中、今度は場ば違ちがいなまでに感動にうち震ふるえる声が理渦記の口から吐はき出される。

「ああ、よくぞ御ご無ぶ事じでございました龍華様。

　理渦記は心配で心配で、命が削けずられる思いでございました」

　龍華は舌した打うちした。

「黙だまりやがれ！　お前の世せ辞じなど聞ききたくもない！」

「またまたぁ、龍華様ったらお照れになられなくても」

「かっ！　そういう媚こびた態度が気に入らんと言ってるんだよ！」

　龍華の腰こし帯おびにくくり着つけられた、瓢ひよう簞たん、四海獄が老人を思わせる声で言った。

「護玄様。差し出がましいようですが、よろしければ、頭痛のお薬でもお出ししましょうか？」

　こくりこくりこくりと、護玄は首を縦たてに振ふった。




　　　　三




　ここまでくればある種、混こん沌とんの海を思わせる荘そう厳ごんさがあると勘違いさせるほどに散らかった工房の中で、護玄は茶をすすった。

　卓たくの向かい側の背もたれのない椅い子すに座すわった龍華は、ばつが悪そうに天てん井じようを見つめている。

　護玄は言った。

「えらく清せい楚そな恰かつ好こうをしてるじゃないか、龍華よ」

　事件の本ほん質しつにいきなり触ふれて意地になられるのもかなわないので、護玄はさり気ない話題を振った。

　確たしかに今の龍華は護玄の知るいつもの姿とは違っていた。

　普段の龍華はきらびやかな装そう飾しよくが絡からんだ深しん紅くの道服を身に着け、その髪にもかんざし、櫛くしなどの髪飾りが絡みついている。

　が、今の龍華は髪の毛を短く切り、かんざしの類たぐいは一いつ切さい着けていない。

　道服には複雑に燃え盛る炎をあしらった、派は手でな刺し繡しゆうが施ほどこされてはいるが、装飾品は着いていない。

　道服の鮮あざやかさが目立っているだけに、和穂を背負うその姿は見事なまでに似に合あっていない。

　工房の壁かべ沿ぞいに盆ぼんを持ったまま立っている理渦記が言った。

「いやはや、龍華様におきましてはいかような恰好をなされてもお似合いで」

　怒るのが面倒なのか、理渦記を相手にせず、龍華は簡単に護玄に答えた。

「こうやっておぶってるとだな、和穂がとりあえず何でも口に入れちまうから、宝石の類いは着けられないんだよ。

　髪の毛も口に入れるから、髪型もこうなっている」

「そういう恰好をしていると、修行中の道士だった頃の姿を思い出すな」

「くだらない昔話にゃ興きよう味みはないな。

　手て間ま賃ちん代がわりに、茶の一いつ杯ぱいぐらい飲ませてやるから、飲み終わったらさっさと帰りな」

　護玄は茶をすする。

「茶と言えば、さっき湯吞みがどうのこうのと言っていたが？」

　龍華は軽く舌打ちした。

「相変わらず物好きだな、護玄。

　護玄先生の食指が動くような、面おも白しろい事件じゃないよ。

　ほんのささいな、つまらない手て違ちがいさ」

　護玄は軽く笑う。

「言ってみな。話ぐらいなら聞いてやるぞ」

　誰が、一言でも話を聞いてくれと頼たのんだものか。だが、追い返してすんなり退たい散さんするような男ではないと、龍華は知っていた。

　軽く咳せき払ばらいをして、龍華は言った。

「最近、陶とう芸げいに凝こりはじめたんだ」

「誰が？」

　護玄の頭の中では、龍華と『陶芸』という言葉が結びつかなかった。

「私がだよ！　私が陶芸をやっちゃおかしいのかい？」

　意外といえば、意外な言葉だった。強気を装よそおってはいるが、やはり『将軍の事件』を気に病やんでいたのだろう。

「いや、お前が宝ぱお貝ぺい作製以外に興味を持つとはな」

「ともかくだ、予想してたよりは面白くて幾いくつか皿さらや壺つぼなんぞを焼いたんだ。

　やってるうちに、気に入った代しろ物ものも出来てくる。

　そんな気に入った小皿を、ある時、和穂が割わってしまったんだよ」

　そういえば、理渦記がそんな話をしていたと護玄は思い出した。

　やはりそれが事件の始まりなのか。

「龍華よ。それで和穂を叱しかったりしたんじゃあるまいな」

「生あい憎にくそこまで直ちよく情じよう型がたじゃないんでね」

「そいつは失礼。形ある物はいつかは壊こわれる、なんて事は言うまでもなかったな」

　龍華の声が少しばかり居い心地ごこちが悪そうになる。

「いや、まあ、その、なんだ。

　壊れるのは仕方がないと心じゃ判っているんだが、ちょいと腹が立ってな」

　和穂を叱ったんじゃないのでは、何に腹を立てたのか？

　訝いぶかしがる護玄をよそに龍華は言葉を続けた。

「そこで、ちょっとばかり壊れにくい陶芸をやってみようかなあ、なんて思ったりしちゃったのよ」

　護玄の鋭するどい嗅きゆう覚かくは、龍華の話に僅わずかに含ふくまれたきな臭くささを嗅かぎ当てた。

「どうせ陶とう器きの強度を上げたんだろ？」

　ぶんぶんと龍華は首を縦たてに振ふった。

「そう。当然の発想だろ？」

　芸術云うん々ぬんより、実用性を重んじるならそれもまたよかろう。

「落としても壊れない陶器なんざ、別に……ん？」

　居心地の悪さを振り切るように、龍華の顔が真しん剣けんになる。

「うむ。ちょっと工く夫ふうをしてみた」

　きな臭すぎる言葉が護玄の耳に刺ささった。

　ちょっとした工夫。

　龍華の口からこの言葉が出た場合、ろくな事にはならないと、護玄は経けい験けんでいやという程知っていた。

「なんと不ふ吉きつな言葉を……」

「まず対たい衝しよう撃げき能のう力りよくを増大させたんだ」

「『たいしょうげきのうりょく』だと？」

「単純な慣かん性せい制せい御ぎよ能力を応用したんだ、極きよく小しよう結けつ界かいを」

「待て！　何の話をしている？　それじゃ陶器というより鎧よろいの宝貝の話じゃないか」

　誇ほこらしげに理渦記が言った。

「そこは素す晴ばらしき龍華様。今までの鎧の宝貝の常識を覆くつがえすような新しい技術を開発なされまして」

　龍華は、自分の顎あごには存在しない鬚ひげを撫なでる仕し草ぐさをした。

「鎧の宝貝とは発想が違う。鎧の場合には鎧の実体と仙せん術じゆつ的てきな仕し掛かけが別々に必要だからどうしても、信しん頼らい性に欠ける部分が出てくる。まあ、信頼性を向上させる仕掛けもつけるから問題はないんだが、陶器が相手じゃそれは無ぶ粋すいというものだろう」

　無粋だ。頑がん丈じような陶器はありだろうが、そのために鎧の宝貝を造る技術、いやその技術を超ちよう越えつする技術を応用するのは無粋だ。

「無粋だからやめたのか？……そんなわけはないな」

「あれは、素材そのものに工夫が施ほどこされている。有ゆう巣そう氏し系けい仙術で使われる『女じよ媧か泥でい』を使って陶器でありながらも鎧の宝貝に匹ひつ敵てきする防御能力を乗せる事に成功して」

　護玄が言葉を遮さえぎる。

「陶器じゃない！　どう考えてもそれは宝貝じゃないか！」

　龍華は一息つき、軽く背中の和穂をあやした。

「ま、結果的には、湯吞みの宝貝と言ってもよい代しろ物ものが出来た。

　結けつ果か論ろんだがな」

　護玄は軽く咳せき払ばらいをした。今まで飲んでいた茶が無む性しように不ま味ずくなった気分がした。

「まあよい。非常識に硬かたい湯吞みぐらいならば、驚くには値あたいしない……驚くけども実害はないじゃないか」

　龍華は不ふ敵てきにニヤリと笑った。不敵に笑う意味が護玄には理解出来なかった。どうせ恐おそらく事態は笑い事ですまないようになっているのだろう。

「その湯吞みは試し作さくに過ぎない。物ぶつ理り攻こう撃げきには強くても、仙術的な攻撃の前には何の意味もない」

「どこの馬鹿が、湯吞み相手に仙術をぶっ放ぱなすんだよ」

「それもそうだったな。言われてみればその通りだ。

　でも、私はまたちょっと工夫してみて、対仙術能力を付け加える事にした」

　理渦記が言った。

「そこでまた龍華様は、あっと驚く着ちやく想そうを得えられたのです」

「いや、そうでもない。

　鎧よろいの宝ぱお貝ぺいは、一応着ちやく用よう者しやを守るという前ぜん提ていがあるから、それほど無茶は出来ない。

　でも、湯吞みの場合はその心配がないわけで」

　護玄の全身を脂あぶら汗あせが流れた。

「心しん臓ぞうに悪い。結論を言ってくれ」

「簡単に言えば学習能力だよ。

　ある程てい度ど、破壊されても食くらった攻撃に対する防御機構を自分で構こう築ちく出来るようにした。

　つまり、いかなる攻撃にも対応出来る防御能力を持つに至いたったんだ。同じ攻撃は二度効きかないって寸すん法ぽうさ」

「対物理、対仙術能力を持った湯吞みを造つくったんだな。いや、湯吞みの宝貝を」

「正確にはちょっと違うな。そういう能力を持った泥どろを造ったんだ」

「一いつ緒しよだ！」

「事の顚てん末まつはそんな感じだ」

　肺が潰つぶれんばかりに護玄は息を吐はいたが、理渦記はさらに護玄を追い込む。

「龍華様。謙けん遜そんが過ぎますよ。あの湯吞みは龍華様の予想を裏切るぐらいの学習能力を発はつ揮きしたじゃありませんか。

　設計段階じゃ、対仙術能力しか見込んでいなかったのに、逃とう亡ぼうの際に龍華様の封ふう印いん術じゆつを見事に撥はね飛とばしています。

　理渦記が思いますに、奴の学習能力は防御機構にとどまらないのではと。

　すなわち『術』そのものを学習し、自みずからその術を会え得とくしているかと」

　和穂に髪の毛を引っ張られる痛みを堪こらえて龍華はうなずく。

「ありうるか。となると、奴を止めようと私が使った火か炎えん術じゆつや雷らい撃げき法ほうも会え得とくされたか」

　呆あきれ続けるのにも気力が必要なのだと護玄は知った。

「龍華。同じ過ちをくり返すのは愚ぐの骨こつ頂ちようだぞ」

「？　湯吞みを取り逃がしたのは、今回が初めてだぞ」

「そうじゃない！　以前にも狐きつねに宝貝を盗まれたじゃないか」

「そういや、そうだったな。

　が、待てよ。失敗の性質が違うから、同じ失敗とは言うまい」

　厄やつ介かいな事件の説明の間、流麗絡は行き倒れのようにつづらの上に突っ伏ぷしていた。

　その体勢のまま、死にそうな声で囁ささやく。死にそうな声を出す理由は護玄にも、龍華にも理渦記にもよく判わからない。

「……龍華に説教しても無む駄だだって、まだ判らないの？　馬鹿に説教するのは時間の無駄よ」

　流麗絡の無礼な口くち利ききに理渦記が慌あわてふためく。

「り、流麗絡！　言葉を慎つつしみなさいよ！」

　流麗絡は優やさしく、つづらの蓋ふたを指先で撫なでながら優しく微笑ほほえむ。

「……文句があるなら、このつづらの中に私を封ふう印いんして欲しいものね。

　欠けつ陥かん宝ぱお貝ぺいの烙らく印いんを押されて、つづらに封印される方が、間抜けたちの相手をするより遥はるかにまし」

　龍華の怒いかりを予想し理渦記は青ざめたが、意外にも龍華は笑っていた。

「はっはっは。正直でいいじゃないか、流麗絡。でも私は、正直者を封印する程の馬鹿じゃないぞ」

「……くやしい。どう足あ搔がいても、間抜けな理渦記のせいで、私が利り口こうに見えてしまうのね」

「誰が間抜けだ！」

　怒る理渦記を護玄は抑おさえた。

「ともかく、その湯吞みの宝貝を放置しておくのはまずいぞ。

　どうにかしなければ」

　耳の後ろを搔かいて龍華は言った。

「面めん倒どうだな。学習能力のせいで、下へ手たに仙術は使えんときた」

　ここぞとばかりに、理渦記が手を上げた。

「龍華様！　私めに秘ひ策さくがございます！」

「言ってみな」

「毒どくを制せいするには、毒もてあたるのが良りよう策さくかと存じ上げます。

　すなわち、残りの女媧泥を使いまして、刺し客かくを造つくり上げるのでございます」

「刺客か」

　理渦記は続けた。

「有ゆう巣そう氏し系けい仙せん術じゆつでよく使われる泥の人形、いわゆる『化か修しゆう』を造られてはいかがでしょうか？

　同じ泥を素材にしておりますので、湯吞みと能力は互ご角かく、刺客の役には充じゆう分ぶんかと」

　いまいち、気乗りしない顔で龍華は答えた。

「やだ。化修を造るのは簡単だけど、作業がしち面倒なんだよ。同じ作業を陰いん陽よう五行ごとに五回もやるなんて、まっぴらごめんだね」

「確かに、龍華様のお手を煩わずらわせるのは考えものですが……そうですな、ここは利口な流麗絡に作製を御命令なされるのが、得とく策さくかと」

　もとより、宝貝作製の助手代わりの仕事をさせられている流麗絡であった。

　充分な器具の揃そろった、工房の中であればその程てい度どの作業は可能なはずだ。

　面倒な仕事を流麗絡に押しつけ、理渦記はしたり顔であった。

　龍華は大きく欠伸あくびをした。

「よし、それでいこう。流麗絡、判わかったな。刺客用の化修を造って、送り出せ。

　どうせ、互ご角かくの能力のせいで千せん日にち手てになって互たがいに動けなくなると予想出来るけど、それでいい。

　動けなくなったところを回かい収しゆうするからな。

　一いつ刻こく（約二時間）で造れるな？」

「……その間、あなたたちは何をしているつもりなの？」

「そうさな、母屋おもやに戻って護玄と碁ごでも打つか」

「……それでしたら喜んで引き受けます、龍華様」

「必要なら、理渦記にも手伝わせるが？」

「……間抜けな連中の面つらを見なくて済すむから、喜んで引き受けるのにそれじゃ意味がないでしょ？」
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　そして、一刻のときが流れた。

　最初のうちは、護玄の碁の相手をしていた龍華だったが、護玄の弱さにほとほと手を焼かされた。

　とっくに勝負は決まっているのだが、護玄にはそれが実感出来ていないのだった。

「これで、どうして私の負けになるんだい？

　もしかしたら逆転勝ちが出来るかもしれないじゃないか？」

「判らん男だね。この状態で護玄が勝つためには三手以上、そっちが連続で打つ必要があるだろ。つまり、負けって事だ」

「どうして？」

　説明が面めん倒どうになった龍華は、碁盤の上の碁石をグチャグチャにかき混まぜた。

「理渦記。お前が相手をしてやれ」

　椅い子すから立ち上がり、龍華は背中の和穂をあやそうとしたが、とうの和穂は熟じゆく睡すいの真まっ只ただ中なかだった。

　理渦記が龍華に代わり、椅子に座すわろうとしたその時、部屋の扉とびらは開かれた。

　相変わらず無表情な顔で、流麗絡が部屋の中へしずしずと入ってくる。

　龍華は言った。

「化修は出来たか？」

　首を縦にも横にも振らず、流麗絡は龍華を見つめた。

「……龍華様。一応、擬ぎ戦せん盤ばんを使って、湯ゆ吞のみと化修の戦いがどうなるか調べてみました。

　……少し気になる結果が出たので報告致いたしたほうがよいかと」

　龍華様。流麗絡が、様なんていう敬けい称しようをつける時にはろくな事がないなと、知りつつも龍華は言葉を促うながす。

「どうなった？」

　擬戦盤。名前のとおり、実戦を行う前に簡単な模も擬ぎ戦せんを行う能力を持つ宝ぱお貝ぺいであった。

「……かなりの高確率で、化修が裏切る結果が出ました。

　……つまり、湯吞みと化修が手を組むという危険性があります。

　当然ですよね。二人の境きよう遇ぐうはとても似にているんですもの。意い気き投とう合ごうするのが当たり前」

「！」

　龍華は驚き、理渦記は飛とび跳はねた。自分の策には問題点があったのだ。

　理渦記の動揺を見てゆっくりと、とてつもなくゆっくりと流麗絡の口くち許もとが綻ほころぶ。

「……どうしましょう？」

「判ったよ。他の手を考えるしかない。

　刺客を放つ前に判っただけよしとする」

「……化修はもう、放ちましたよ。化修を送り出すのが龍華様の命令でした」

「なんだと！」

　流麗絡は擬戦盤を使い、結果を承しよう知ちの上で化修を送り出したのだ。

　裏切るのが確実ならば、厄やつ介かいな怪かい物ぶつが二つに増える事になる。

　理渦記はここぞとばかりに手を上げた。

「龍華様！　理渦記に良策がございます！」

「却きやつ下かだ、この馬鹿者が！」

　流麗絡はすかさず言った。

「……馬鹿者の意見を取り入れるのは、馬鹿者のする事じゃないの？」

　いちいち怒っている余裕が、龍華にはない。

「化修そのものの寿じゆ命みようは三日程だから、問題はないとして、化修を使わずに湯吞みを仕し留とめるにはどうすればいい？　やはり、力押ししかないか？」

　護玄も立ち上がる。

「落ち着け龍華。力押しで押し切れればいいが、堪こらえられたらどうする？」

　当然、湯吞みは龍華を仙術的に超ちよう越えつした存そん在ざいになる。

　そして、さらに成長する可能性もあるのだ。

「うるせい、それでも力押しだ！」

　大声で怒鳴り散らす龍華の顔がだんだんと真しん剣けんみを帯びていく。

「もし、力押しが通用せず、あの湯吞みが私を凌りよう駕がする力を手に入れたら……護玄お願いがある。その時は……」

「龍華……」

　冗談ではなく、龍華は本気で言った。

「その時は護玄、お前のお得意の小こ細ざい工くで上う手まい具ぐ合あいにやってくれ」

　護玄は龍華の言い草にムッとした。

「お得意の小細工ってなんだよ」

「いいではないか、何かいかにも『私は仙人でございますよ』って感じの、ひねった解かい決けつ策さくをだな、こう、ちょちょいっと」

「勝手な事を言うなよ！　そう都つ合ごうよく手が打てるもんか」

　もとより、龍華は作戦会議の類たぐいは好きではない。

「ともかく、湯吞みの所に行ってみるぞ、全すべてはその場で考えよう！」

　理渦記が軽く手を振る。

「龍華様、御ご武ぶ運うんを」

「お前も来い、少しは何かの足しになるかもしれん！」

　素す早ばやく理渦記の襟えり首くびを摑つかみ、龍華は部屋の扉を蹴け破やぶる。

　護玄は叫さけんだが、叫びが届くよりも早く龍華は走り出していた。

「待て龍華！　和穂は置いていけ！　あぁ、行っちまいやがった！」

　流麗絡は人形のような表情を浮かべ、立ち尽くしている。流麗絡の虚うつろな瞳ひとみが護玄には気にかかっていた。

「流麗絡。どうして、裏切ると知りつつ化修を送ったんだい？　お前は龍華を嫌きらっているかもしれないが、そんな嫌いやがらせをしなくても」

「……嫌がらせなんかじゃない。私はもう、こんな間抜けな騒そう動どうに煩わずらわされるのが嫌になったの。さっさと終わらせたかった」

「しかし、お前の行動は騒動を大きくしているだけじゃないか」

「……本当はね、普通の化修なら裏切るかどうかは、五分と五分だった。

　でも、あの化修は確実に裏切るように私が細工したの」

「なんだって！」

「……龍華が好きな『ちょっとした工夫』ってやつ。感かん情じよう耐たい性せいを弱めて……」

　流麗絡の行動が護玄には理解出来ない。

「どうして、そんな事を？」

　流麗絡の虚うつろな瞳が護玄を射い抜ぬく。

「……さっさとこの事件を終わらせて欲しいのよ。

　共とも倒だおれ狙ねらいなんて吞のん気きな方法じゃ、時間が掛かかりすぎる」

　流麗絡の言葉の意味が護玄には判らない。

　化修と湯ゆ吞のみが戦い、共倒れになるよりも、化修が裏切った方が早く解決出来るという意味にしかとれない。

「そりゃ、早く解決出来るように、やるだけやってみるが……、流麗絡、お前も来てくれるな？」

「……いいわよ」
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「飼い犬に手を咬かまれるとはいうが、二匹の飼い犬に同じように牙きばを剝むかれるとは、間ま抜ぬけもいいところだな、龍華大仙人よ！」

　赤茶色の髪を振り乱し、湯吞みは笑っていた。

　さも当然のごとく宙に浮かび上がり、地面に立つ龍華を見下ろしている。

　地面に立つ龍華は湯吞みを見上げつつ、砕くだけんばかりに奥おく歯ばを嚙かんでいる。

　龍華の足元には、理渦記が腰こしを抜かして座すわっているが、これは、湯吞みを追いかけていたときの龍華の飛ひ行こう術じゆつの影響であった。いかな宝ぱお貝ぺいといえど、平気でいられないような高速度で移い動どうした結末だ。

　悔くやしげにギリギリと歯を嚙む龍華の視線の先には、湯吞み以外にもう一人の人影があった。

　化修だ。見た目には人間と変わりはないがその全身は赤茶色だった。

　全身を覆おおう、鱗うろこのような鎧よろいと皮ひ膚ふも同じ赤茶色をしている。

　龍華は自分が何に対して、一番怒おこっているかがよく判らない。

　湯吞みや化修に対する怒いかりもあった。が、それに負けず劣らず、流麗絡への怒りも感じていた。

　何故なら、化修は男の姿をしていたからだ。通常の化修ならば性別はない。

　わざわざ、男の姿をしているのは、女である湯吞みと意気投合するように、わざと仕向けているとしか考えられなかった。

　仲むつまじく、化修は湯吞みの肩に手を置いていた。

「我らは同どう族ぞくなのだ。同じ土より生まれし、同じ種しゆ族ぞくなのだ。

　龍華よ。こいつとの激げき闘とうの中で、お前の言いなりになる理由のなさに俺おれは気がついたのだ！」

　湯吞みは笑った。

「どうする龍華？　私一人すら封印しそこねたのだぞ！　二人を相手にどうやって戦うというのか」

　苛いら立だたしい。流麗絡め、なんて事をしてくれやがったのか。

　ギリギリと歯を嚙む音が、地じ鳴なりのように周しゆう囲いに響ひびく。歯ぎしりの音が湯吞みと化修にとっては、心地ここちよくて仕方がない。

　と、その時。一いち陣じんの風が吹ふき、護玄と流麗絡が姿を現した。

　龍華ほど手て荒あらな移動仙術ではなかったのか、流麗絡はいつもと同じ様子であった。

　化修の目が鋭するどくなる。

「そっちも二人がかりか。まあ、作戦としては無ぶ難なんなところだな！」

　どんな毒どく蛇へびでも殺せそうなほどの鋭い視線で、龍華は流麗絡をにらみつけた。

　だが、流麗絡の顔には何の表情も浮かんではいない。

「流麗絡。何て事をしでかした」

　答えは返らない。護玄は湯吞みと化修に目をやり、気き難むずかしそうに顎あごを撫なでる。

「こいつは、いかんな」

「そっちの仙人は利り口こうだな！　我らの行く手を遮さえぎるのが無理だと承しよう知ちしているようだ！」

　勝かち誇ほこっている。楽しそうに笑っている。湯吞みと化修、互たがいに互いを気に入っているのだろう。

　力押しで押さえ込めればどんなに良かったか。それをあの、流麗絡め。

　流麗絡に対する怒いかりが、龍華の中で燃もえ上がっていく。

　龍華の歯ぎしりが、ふと止まった。

　流麗絡から外れ、湯吞みたちに向けられた表情には気まずさがあった。

「化修。お前は化修だ」

「何が言いたい！　化修の本ほん分ぶんを全まつとうし、命令に従したがえとでもほざくか！」

「化修よ。お前の素材は特とく殊しゆだが、お前は化修としてそれほど手を加えてはいない」

「だからどうした！」

「手を加えれば加えるほど、化修の寿じゆ命みようは短くなる。だから、お前は化修としては長生きするだろう。

　三日は生きられる」

「！」

「三日しか生きられないと言ったんだ」

　化修には普ふ通つう、感情を与あたえない。与えるのは高度に知性的な本ほん能のうだけだ。

　与えられた本能により化修は作戦を遂すい行こうする存在なのだ。そんな化修に、流麗絡はまっとうな感情を与えたのだ。

　蜉蝣かげろうは寿命を恐おそれない。寿命と本能が相あいいれているからだ。だが、感情と寿命は簡単には相いれない。

　湯ゆ吞のみの顔が青ざめる。

「三日だと？」

「湯吞みよ。お前は破壊されない限りは生き続ける。が、化修は化修なんだ。化修には寿命がある」

　壮そう絶ぜつな沈ちん黙もくが周囲を包む。誰も声を上げはしない。

　化修が呟つぶやく。

「俺は死ぬのか？」

　懐ふところから取り出した煙管キセルを龍華は口にくわえた。途と端たんに火がつく。

　気まずそうに龍華は煙管をくゆらせる。

「助ける方法がないってわけじゃない」

　パッと湯吞みの顔が明るくなる。

「どうすれば助かる！」

　湯吞みに射さし込んだ希望の明かりは、同時に謀ぼう略りやくを明らかにした。

「まさか！　それが貴様らの魂こん胆たんだな！　化修を助けてやる代わりに、私に捕つかまれというのだな！」

　溜ため息と共に、龍華は口から煙を吐はいた。

「それが一番の得とく策さくなんだろうが、そういうのは私の流りゆう儀ぎじゃないんでね」

「ならば」

　判った判ったと龍華は首を横に振った。

「仕方があるまい。一時休戦といこうじゃないか。化修を一時的に女じよ嫡か泥でいに還かん元げんして、新たに湯吞みに造つくりなおしてやる。

　心配するな、人格はそのままで魂たましいはちゃんと継けい続ぞくする。

　まあ、流石さすがにお前のような無敵の湯吞みにするわけにゃいかんがな」

　疑わしげに化修は龍華に言った。化修からすれば、龍華の行動は不自然なものにしか見えない。自分で組んだ策を自分で放ほう棄きしているのだ。

「信じていいんだな？」

　後味が悪そうに、龍華は答えた。

「いいから信じろ。お前を湯吞みに造りなおして、休戦は終わりだ。

　それでかまわないだろ？」

　不安げに湯吞みは言った。

「化修の体は……」

「人間並みに頑がん丈じようには造ってやる。だが、それ以上は望のぞむな。お前みたいな化ばけ物には出来ないからな」

　湯吞みの顔に浮かぶ、一瞬の恐きよう怖ふを護玄は見み逃のがさなかった。

　自分が壊れる恐怖ではなく、自分の愛するものが消えてなくなる恐怖だ。

　どんな事じ態たいになろうと、湯吞みはこの仙界で生き抜く自信があった。だが、化修を守って生き続ける事が出来るのか。
















「龍華。捕まるよ。逃とう亡ぼうはやめた」

　化修が湯吞みの体を揺ゆさぶる。

「どうした！　お前は仙界を自由に旅するんじゃなかったのか」

　がくりと湯吞みはうなだれ、化修の胸に顔を埋うずめる。

「お前がいない旅など、面おも白しろくもない。それならばお前と共に居た方がいい。

　龍華。化修と共に居させてくれるな？」

「かまわん」

　間の抜けた大声で理渦記は言う。

「おお、これぞまさしく夫婦めおと湯ゆ吞のみ！」

　龍華は理渦記の後こう頭とう部ぶをどつき、そのまま襟えり首くびを摑つかむ。

　そして、ゆるりと宙に浮かぶ。

「さて、帰るか」

　浮かび上がりながら、流麗絡に言った。

「流麗絡。覚かく悟ごは出来てるだろうな。腹を決めたら帰ってこいよ」

　ヒュンと音を立て、龍華と理渦記は一ひと筋すじの光となり姿を消した。

　続いて化修と湯吞みの姿も消える。そして、護玄の姿も消えた。

　ただ一人となり、流麗絡はニヤリと笑う。

　途端、護玄が姿を現した。流石さすがの流麗絡もアッとなる。護玄の顔には笑え顔がおが浮かんでいた。

「流麗絡。お前は利り口こうな宝ぱお貝ぺいだな」

「……何を言っているか判らない」

「全部、お前の計算通りだったんだ。最初から龍華を怒おこらせて、つづらの中に封ふう印いんされるつもりだったんだろ？」

「…………」

「化修の命を人ひと質じち代がわりにつかい、湯吞みを捕まえる。そんな作戦を龍華がよしとするはずはない。

　だからこそ『湯吞みと化修にとって酷ひどい事にはならない』ような手を龍華は打つ。

　二人が問題なく、幸しあわせに暮くらせるようになるのは確実だ。

　それに龍華の逆げき鱗りんに触ふれれば『間抜けな連中』と付き合う必要のない、つづらの中に封印される。全てが丸く収おさまるんだ」

　流麗絡は恨うらめしげに護玄に言った。

「……油ゆ断だんしていた。得とく意い技わざが小細工の仙せん人にんなら、見み抜ぬかれてしかるべきだった。

　……馬鹿な龍華の厄やつ介かい事ごとに、いちいち首を突っ込むお節せつ介かいな仙人が、このまま私を放っておいてはくれないんでしょ」

　護玄の笑顔がさらに大きくなる。

「ああ。お前は利口な宝貝だよ。封印されるには惜おしいからね」

　護玄に負けないような笑顔で流麗絡は言った。

「……諦あきらめないわよ。いつの日にかきっと、私は封印されてみせる」

「今回の湯吞みや化修のように、誰も傷つけずにだろ？」

「……龍華より気に食わない仙人がいるなんて驚いたわ」
















封仙娘娘追つい宝ほう録ろく外がい伝でん

　　『秋しゆう雷らい鬼き憚たん』
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「参さん零りよう！　あの女には逆さからうな！　命が惜おしければ素す直なおに宝ぱお貝ぺいを返すんだ！　忠ちゆう告こくしてやる、あいつに逆らえば命がいくつあっても足たりんぞ！」

　久しぶりに聞く凶きよう悪あくな怒ど鳴なり声、いや以前よりもさらに気合いの入った叔お父じの怒鳴り声に参零は見み舞まいの無む駄ださを知った。

「叔父上！　しばらく見ぬ間に耄もう碌ろくなされたか！　に、してもその酷ひどい怪け我がは私をからかおうとしておいでか？　叔父上、私もそろそろいい歳としです、そんな冗じよう談だんじゃ驚おどろきはしませんぞ」

　参零は三十前の男だった。娘むすめが一人とはいえ一応家庭を持つ身なので、あまりうわついた感じもない。浅あさ黒ぐろく焼けた肌はだをしていた。

　ゴツゴツとしたタコだらけの手を持つが、それは農民や職人のタコとは形が違ちがっていた。左手の薬指と小指の歪ゆがんだタコが特に目立つのは彼が剣けん士しである証あかしであった。

　可愛かわいい甥おいに忠告を与あたえている叔父は、寝しん台だいの上に横たわり息も絶たえ絶だえだった。が、それは怪我のせいではなく、渾こん身しんの怒鳴り声で息が切れているだけだった。

　しかし、何かの冗談のように叔父の体が包ほう帯たいでぐるぐる巻きにされているのは事実だった。

「叔父上。どれだけ裁さい縫ほう下べ手たが作った人形でも、もう少しましな恰かつ好こうをしていると思いますが」

　だが怒いかりやら後こう悔かいやらの炎ほのおが複雑に絡からみあう叔父の眼がん光こうに冗談の気け配はいは微み塵じんもない。

「こんな間抜けな恰好が洒落しやれで出来るか！　この怪我は全すべて和かず穂ほに負わされた傷だ！」

　この世の中にはやってはいけない事が幾いくつかある。

　怪我人の怪我を疑う事もその範はん疇ちゆうに入るのかもしれない。噓うその怪我ならまだしも、本当の怪我なら怪我人は嬉き々きとして己おのれの傷口の凄すごさを自じ慢まんしにかかるからだと、参零が思い至いたったときには既すでに叔父は包帯を解ときにかかっていた。

「怪我に障さわります！　叔父上！」

　当然、本当に怪我に対する心配がないわけではなかったが、それよりも生々しい傷口を見せつけられるのが参零には堪たまらなかった。

「ほおれ見ろ見ろこの斬きり傷きず。え、どうだ参零これが作り物か？」

　叔父は視線を逸そらそうとする参零の頭を鷲わし摑づかみにし、もう片方の手で咄とつ嗟さに閉じた瞼まぶたを無む理り矢や理り広げる。

「わ、判わかりました叔父上！　傷を拝はい見けんさせていただきますってば！」

　寝台の上に座り何な故ぜか叔父は勝ち誇ほこった顔をして、傷口を見せびらかしていた。

　いやいやながらも参零は叔父の傷を見た。

　ある程度予想していたが奇き妙みような傷だった。

　紅べに色いろ単体で彫ほられた刺青いれずみのような傷口が上半身を覆おおっていた。繊せん細さいな傷、繊細過ぎる傷だ。尋じん常じようの刃やいばでは到とう底てい叶かなわぬような鋭えい利りな傷口だ。

　間違いはなかった。宝ぱお貝ぺいの武器による怪我だ。それもなぶり殺しを狙ねらっていたのは明めい白はくだ。これだけの傷を負わせられるのなら急所を一ひと突つきするぐらい造ぞう作さもないだろう。

「これはさすがに酷い傷ですな。残ざん虐ぎやくというか悪あく趣しゆ味みというか」

　参零の感想に叔父は一瞬だが眉み間けんに皺しわを寄せた。さっきまで喜んで傷自慢をしていたのに、今の叔父の態度が参零には不思議だった。

「どうかしましたか？」

「うるさい。ともかくあの女と関かかわり合いになるな。と、言っても頼たのみもしないのに奴やつの方から勝手にやってくるんだがな。

　もし、あの女がお前の前に現れたらすぐに宝貝を渡して、さっさと逃げろ。さもなくば、お前も俺の二の舞まいだ。

　もしかして、この傷が和穂に付けられたのを疑っているのか？」

「いえいえ、滅めつ相そうもない」

　叔父上は鋭い。隠かくすつもりはなかったが表ひよう情じように出たのだろうか。自分でも理解出来ないが、釈しやく然ぜんとしないものが参零の心の中にあったのは確かだ。

「そうか信用できないか。ならば、お前の宝貝で、俺の言葉が噓か真まことか探さぐってみるが良かろう」

　そういうことかと参零は納なつ得とくした。叔父上は私が苦労の果てに手に入れた宝貝を見てみたいのだ。

「さすが叔父上、情報が速いですな。鷹たかでも使いましたか」

「け。自慢の鷹も今はただの鷹だ。

　お前があんな眉まゆ唾つば物ものの宝貝を探しに行くと言い出したときは呆あきれて物も言えんかったが、まさか本当に実在したとはな」

「四年。四年かかりました」

「生まれたばかりのガキを背せ負おって噂うわさだけを頼りに荒こう野やをうろつくとはご苦労だったな。

　まあそんな事はどうでもいい。

　見せてもらおうじゃないか、死者を蘇よみがえらせる宝貝、ついでに人の噓をも見抜く戻れい心しん珠しゆとやらを」
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　どこまでも優やさしい冷たさに女は包つつまれていた。月の光に似にた心地ここちよさがそのまま人の形をとっているような女だ。

　華きや奢しやで小こ柄がらな体はしなやかで、どことなく秋の植物を思わせる風ふ情ぜいがあった。細い銀髪が肩にまで伸のびている。

　優しく微笑ほほえみながら、女は抱きかかえた子供をあやしていた。どこにでもいる母親のようにも見えた。だが、そうではなかった。彼女は人間ではなかったのだ。

　彼女の名は戻心珠。その正体は宝ほう珠じゆの宝ぱお貝ぺいである。

　秋の日の柔やわらかな明かりが射さし込む廊ろう下かで、戻心は子供をあやしながら主あるじの用事が済すむのを待っていた。

　扉が開き、参零がひょこっと顔を出したので用件が終わったかと思ったが、そうではなかった。参零は戻心を手て招まねきした。

「戻心、ちょっと来てくれ」

　呼ばれて戻心は子供と一緒に部屋の中に入る。部屋の中に置かれた寝台の上には傷だらけの初しよ老ろうの男が座っていた。

　男は、値ね踏ぶみするように戻心の姿を見ている。そして、彼女が抱っこしている子供に視線を落とす。

「ほお。あのときの赤ん坊ぼうがこんなにでかくなったか。名前はなんだっけ？」

　参零が答えた。

「信しん星せいですよ」

「男か女か？」

「女の子です！　ちゃんと生まれたときに挨あい拶さつに参りましたでしょ」

「うるせえな。葬そう式しきでごたごたしてたから忘れたんだよ」

「叔父上！」

「判ってる。これでも余よ計けいな口を叩たたく趣しゆ味みはない」

　人見知りしない性格なのか信星は戻心の胸の中で、父親とその叔父の会話を面おも白しろそうに見つめていた。

　さすがの叔父も、いかに年とし端はのいかぬ信星がまだ理解できなくとも、お前の母親はお前を産んだ後、産後の肥ひ立だちが悪くて死んでしまったという事実を喋しやべる気はなかった。

「そんな話はどうでもいい。おい、戻心珠。俺が今から言うことが本当かどうかを参零に教えてやれ」

　叔父は手を振り回し全身の傷を指さし示しめす。

「俺のこの傷は和穂に付けられた。俺の言葉は真実だな？」

　戻心は叔父の体をゆっくりと視みた。穏おだやかな眼がん光こうの中に一瞬、尋じん常じようならざる光を宿やどしその首を縦たてに振った。

　叔父は再ふたたび勝ち誇る。

「ほれみろ、やっぱり本当だったろうが！」

「はあ、そのようですね」

　叔父は上うわ着ぎを羽は織おりながら甥にしつこく忠告を出す。

「ここいらに戻ってきたって事は、やはり蘇よみがえりには遺い体たいが要いるんだな？」

　参零と戻心はうなずく。

「死んだ女によう房ぼうを生き返らせるのも結けつ構こうだが、和穂がお前らの前に立ちふさがったら、すっぱりと諦あきらめろ。

　あの女に勝てる奴なんていない。命が惜しければ宝貝を全部返すしかないぞ」

　参零は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「和穂の足取りについて何か判りますか？」

「俺おれがこんな酷い目に遭あわされたのは、二週間前だ。それからあの女は北に消えていった。

　そう、お前の女房の墓はかも具ぐ合あいの悪いことにここから見て北にある。知ってるだろうが、馬を飛ばせば我わが血けつ族ぞくの墓ぼ所しよまでは一週間だ。

　あの女の考えなんぞ知りたくもないが、俺の次に狙いを定さだめられた哀あわれな宝貝使いを倒たおしたら、次はお前が和穂に一番近い宝貝所持者になると覚かく悟ごしておけ。

　ま、和穂が現れる前に墓所に着けるか正直言って運次し第だいだな。

　くどいのは百も承知で言うぞ。参零よ。お前も幾いくつか宝貝を持っている。それを使えば和穂を倒せると考えているかもしれんが絶対に無理だ。あの女にだけは逆らうな」

　叔父の言葉に同意せず参零は言葉を返した。

「ともかく時間が勝負ですな。私と戻心だけなら五日で墓所まで辿たどり着けると思いますので、申し訳ないですがその間だけ信星を預かっていただけないでしょうか？」

「断ことわる。一週間や二週間ガキを預かるぐらいならば承知してやる。

　だがな、もしもお前が和穂に殺された場合はどうなる？　お前に代わってガキを育てるなんざまっぴら御ご免めんだ」

「判りました。では急ぎますのでこれにて失礼」

　部屋を後にしようとする参零に叔父は声をかけた。

「待て。和穂に関する情報で面白いものがあったのを思い出したぞ。いざとなったらこの手を使ってみろ」
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　渦うず巻まいていた。

　黒と白とが大きな渦を作っていた。大きな渦の端はしでは別の小さな渦がクルクルと流れ続けていた。渦うず巻まきの意味が参零には理解出来た。理解出来たのだが把は握あく出来ない。渦巻の形には意味があり、刻こく一いつ刻こくと姿を変えることにより、喋られた言葉のようにその意味を参零に伝つたえるが、彼はそれを把握できない。母ぼ国こく語ごよりも聞きき慣なれた意味も知らぬ異い国こくの言葉のようであった。

　渦が回まわる。それは空なのか、それとも壁かべなのか。

　世界にはただゆっくりと回る無数の渦巻と一人の女の姿があった。

　渦巻を背にした女をやはり参零は把握できない。見えているが把握できない。

　女は言った。

「脅おびえなくてもいいわよ。今のところはね」

　張りのあるよく通る声だが抑よく揚ようの乏とぼしさが凄すご味みを出していた。女の言葉は続く。

「名前は確か参零だったわね。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわよ、参零さん。

　宝貝を返してもらう。抵てい抗こうしたけりゃしてもいい。逃げたければ逃げてもいい。でも、足あ搔がけば足搔くほど苦しむのはあなたよ」

「和穂！　なのか？」

　女は渦巻たちを見つめ舌した打うちした。

「こういうのは結構あるんだけど、腹が立つわ。本当ならあなたの記憶を漁あさるぐらい簡単なはずなのに誰かが邪じや魔まをしている。そのせいで読み取れたのはあなたの名前ぐらい。

　でも勘かん違ちがいしないでね。記憶が手た繰ぐれないからといって、そっちに勝ち目はない。こっちの手間が増えるだけの話だから」

「これは夢ゆめだ！」

「次の獲え物ものは参零、あなたよ。そのうち直接お会いできるから楽しみにしておいて」

　言葉の終わりと共に、全すべての輪りん郭かくがぼやけだした。そして全ての形が消え去る瞬間、参零は和穂の笑えみを見た。

「！」

　参零は目を見開いた。

　瞳ひとみの中に夜空の星と戻心の心配そうな顔が飛び込んできた。

　戻心に丁ちよう度ど、膝ひざ枕まくらをされるような形になり、彼女の細い指が参零のこめかみに添そえられていた。

　たき火を囲かこみ野の宿じゆくをしていたのを思い出し参零は上体を起こした。

「和穂だ。和穂の夢を見た！」

　ただの悪夢にしては夢の記憶が異常にはっきりしている。和穂の言葉の一つ一つが乾かわいた血のように心にこびりついていた。

　参零は薪たきぎの爆はぜる音と信星の寝息を聴きながら汗をぬぐった。

「夢には違いないけど、ただの夢ではなさそうだ。そういえば、記憶を読み取るのを邪魔してどうのこうのと言っていたが、もしかして戻心が助けてくれていたのか？」

　女はこくりとうなずく。

「助かったぞ戻心。こっちの手の内が向こうに筒つつ抜ぬけになっちゃ打つ手がないからな」

　参零の無事を確かめ一度は心配そうな表情を崩くずした戻心だったが、今の参零の言葉で再び顔が曇くもる。

「和穂との戦いはもはや避さけられまい。あの女は俺に標ひよう的てきを定さだめたようだしな。だが、ここで諦めるわけにはいかないんだ。

　せっかくお前を手に入れ、妻の復ふつ活かつが叶かなうんだ。和穂に邪魔はさせない。心配してくれるのは嬉うれしいが信星のためにも負けられない」

　指の背で、参零は眠る信星の頰ほおを撫なでた。

「ただの一度、ただの一度だけでもいい。妻に信星を抱かせてやりたい、信星に母親のぬくもりを教えてやりたいんだ。そのためにはいかに和穂といえども倒たおす」

　娘をあやす父親の背中を見て、戻心の表情にさらに悲しみが増していった。
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　薄うすい雨雲が辛かろうじて陽ひの光を遮さえぎっていた。

　そして煙けむりのように細かい秋あき雨さめが女を濡ぬらしていた。

　女はゆっくりと荒こう涼りようとした大地を踏ふみしめ歩き続けている。彼女の膝ひざから足首までを包み込む暗い銀色をした具ぐ足そくは奇き妙みような形をしていた。本来は膝よりも上の部分も、足首より先もあったのだろう。

　だが、膝の部分は引き千ち切ぎられたように歪ゆがみ、古い火傷やけどを思わせる肉の盛り上がりが破は壊かいされた断面を覆っていた。具足そのものが生き物じみた気け配はいを放はなっている。人間とは違う理ことわりに従したがった筋肉や腱けんを持つ生物の足。それが具足として女の足を覆っている。

　具足の異常さに比くらべれば目立たないが、彼女の履はく靴くつも尋じん常じような代しろ物ものではなかった。

　外見上は革かわ靴ぐつの類たぐいにしか見えない。

　だが足首より先に侵しん蝕しよくしようとする具足を革靴は押し止とどめていた。何の動きもないようだがそこには確たしかに攻こう防ぼうの気配があった。たとえ人の目には止まっているように見えても、別べつ種しゆのツタとツタが寄き生せい先さきの樹木を争うような緊きん迫ぱく感かんがそこにはあったのだ。

　具足と同じように暗い銀色をした籠こ手てが女の左腕を包み込んでいた。やはり同じように怪かい物ぶつじみた奇き妙みような造りの籠手で具足と揃そろいの代物であるのは間違いはなかった。

　ごつごつとした造りの中で、指先だけは絹きぬの手て袋ぶくろに包まれたように細い指の形が見て取れた。

　籠手が彼女の腕をどこまで守っているかは定かではなかった。肘ひじまでなのか、あるいは肩のつけ根までなのか？　何故なら籠手は彼女の着ている服の袖そでの中に消えていたからだ。

　彼女が着ているのは、袖が大きい俗ぞくに言う道どう服ふくである。白い道服の赤い帯には瓢ひよう簞たんが一つ結びつけられていた。

　女の歳ごろは二十五、六であろうか。スラリとした背中、肩にかかるぐらいで切り揃そろえられた短い髪が雨のせいでしっとりと濡れている。

　ほっそりとした顎あごに薄うすい唇くちびる、意い志しの強さを思わせる太い眉まゆ毛げの下には、氷のように冷たい瞳が輝いていた。

　女の名は和穂。

　和穂は左耳の耳飾りに指を伸ばし目を閉じた。そしてゆっくりと目を開き、笑う。

「どうやら素す直なおに返す気は毛もう頭とうないってわけね、参零さん」

　道もない荒野の中には唐とう突とつに一軒の家が建っていた。あの中に標ひよう的てきが居る。

　露ろ骨こつな罠わなだ。

　だが、和穂は何の躊ちゆう躇ちよもなく家に向かい歩いていった。
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「髪を切ってみたのよね。だから今日の私は機き嫌げんがいいの」

「来やがったな疫やく病びよう神がみめ！」

「ふふ。やる気満々ね」

　部屋の中では、参零がひとり、椅い子すに座っていた。生活感も何もないガランとした空間だけの部屋だ。

　気き迫はくと気迫のぶつかりあいなら参零も負ける気はしなかったが、和穂には何の気き負おいも感じられない。

　濡れた髪をもてあそび和穂は言った。

「別に髪かみ型がたが似に合あっているかどうかなんて訊きいちゃいないのよ。機嫌がいいと言いたいだけで。どうせ罠を仕掛けてるんでしょ？　練ねりに練ったこの策さくならば、いかに凶悪な回収者といえど恐おそれるに足りぬ！　みたいな自信満々の策なんでしょうね。

　でも無む駄だよ。

　今謝あやまって宝ぱお貝ぺいを返してくれたならそれでよしとしてあげる。そうね。謝る必要はないかもね。私が勝手にばらまいた宝貝をあなたは拾ひろっただけだもの」

「宝貝は渡さんぞ！」

「まあ大変。宝貝をおとなしく返してくれたなら少しぐらい感かん謝しやの念を覚えてあげたってよかったのに。実際に少しは居るのよ。悪名に恐れおののいたのかなんだか知らないけど、私に素直に宝貝を返してくれた人って。そのときは、ちゃんとお礼ぐらい言ってるわ。ありがとうの一言を口にするのに抵抗を感じる程ほど、嫌な女じゃないの」

　場ば違ちがいなまでの和穂の余よ裕ゆうの根こん拠きよを考えるだけで、参零は空そら恐おそろしいものを感じた。

「返せと言われて素直に返せるものか！　宝貝を手に入れるのにどれだけ苦く労ろうしたと思ってるんだ！」

　和穂は参零の姿をじっくりと見た。

　武器らしい武器は片手に持った剣けんぐらいのものだろうか。しかし、その武器もまだ鞘さやから抜かれていない。

　僅わずかだが懐が膨ふくらんでいるのは何らかの小型宝貝を隠し持っているからだろう。

　どっちにしろ雑ざ魚こだと和穂は結論付けた。

「宝貝の所持者って、幾つかの類るい型けいがあってね。

　一つは本当に偶然宝貝を手に入れた人。宝貝には道具の業ごうって奴があって自分を本当に必要としている人の前に現れる。

　こういう人たち相手に回収を仕し掛かけるのは少しばかり心が痛いの。心しん底そこ困っているときに、宝貝という解決策が手に入って喜んでたのに私が現れて『宝貝を返しなさい』でしょ。

　そりゃ普通、怒るよね。

　そういう人たちが抵抗しても、流石さすがに本気で戦いにくい。正直手て加か減げんしてあげる。

　もう一つはね、宝貝を手に入れて味を占しめて、それで欲の皮をつっぱらかして、他ほかの宝貝まで欲しがる連中ね。

　参零さん。多分あなたもその類たぐいね。幾つの宝貝をお持ちかしら？」

　自分の張った罠の中で、何故罠に落ちた敵に尋じん問もんされなければならないのか。理り不ふ尽じんながらも参零は必死に言い訳をした。

「誤ご解かいだ！　この宝貝は俺の宝貝を狙ってきた奴を返り討うちにして手に入れた物ばかりなんだ」

「私は『幾つ宝貝を持っているか』と質問したのよ。言い逃のがれするぐらいならさっさと返しなさい。

　今ならまだ機嫌がいいから」

「手の内を明かせるか！　宝貝の数など教えてたまるか！」

　和穂は大きく溜ため息いきを吐ついた。

　そして眼光がさらに鋭するどくなる。機嫌がいいかどうかは、相手を追い詰めるための脅おどしの手段ではなかったのだ。どうやら本当に今までの和穂は機嫌が良かったらしい。しかし、その機嫌もゆっくりと壊れていっていると参零は知った。

　和穂は言った。

「参零さん。あなたの今までの行動はある程てい度ど把は握あくしてるのよ。宝貝を探して長い旅に出てたそうじゃない。小こ細ざい工くとかは嫌いじゃないけど、噓うそつきは嫌いよ」

「！　違う戻心は例外だ。あいつだけは確かにこっちから手に入れようと必死になった。

　和穂、頼む、俺の話を聞いてくれ！」

「生あい憎にく、この世界には呆あきれ返るほど宝貝が溢あふれてるのよ。あなた相手に割さける時間はもうない！」

　来る！

　参零は和穂の殺気が炸さく裂れつしたのを見た。素す早ばやく腰につけた瓢簞を外し中から何かを出そうとしている。

　本能的に参零はあの瓢簞も宝貝だと判断した。瓢簞そのものが武器なのか瓢簞から何か出るのかは定さだかではないが、今仕掛けねば敗北する。

　剣を鞘さやから引き抜きながら参零は和穂との間合いを計った。

　互いの攻撃はまだ衝しよう突とつしない間合いだと和穂は判断しているのだろう。和穂の表情にはまだ軽い笑えみが残っている。

　和穂の判断は間違いない。攻撃はまだ衝突しない。攻撃はだ。

　和穂の目には参零の構えは、突進する和穂を迎むかえ撃うとうとしている体勢に見えた。

　足を必死にふん張り、剣を中段に構えているからだ。

　だが、それは間違いだった。

　いかなる攻撃動作、さらに現時点での第三者による不意打ちにも和穂は対応出来ただろう。

　が、参零の採とった行動は攻撃ではなく、封ふう印いんのためのものであった。

　ひゅっひゅっひゅっ、下へ手たな口笛にも似た奇き妙みような言葉が参零の口から放はなたれ、途と端たんに剣の刃が細かな細さざ波なみのように揺ゆれはじめた。

　それと同時に参零の筋肉が軋きしみを上げながら強こわばっていく。本人の意志ではどうしようもない強ばりに、参零の体は身動きが取れなくなっていった。

「参零さん。それでどうしようというの？」

　和穂の言葉が終わるか終わらないかのうちに和穂の動きも鈍にぶくなっていった。

「何？」

　網あみをかけられたように体の動きがぎこちなくなっていく。

　いかに宝貝とはいえ、言葉一つで相手の動きを封じるような代しろ物ものに和穂は出会ったことがない。

　言葉は所しよ詮せん、きっかけにすぎない。

　言葉により何かが動き、その動いた何かによって結果がもたらされる。

　言葉は弓ではあるが、矢ではない。

　和穂は余裕を見せながらも、その何かに対しては細心の注意を払はらっていたのだ。

　参零は恐怖を踏み越えて笑う。

「油断したか？　それとも慢まん心しんしたか？　どっちにしろ噂ほどではなかったな！」

　自分を束そく縛ばくしようとしているものの正体に気づくのが遅おそすぎた。和穂は舌した打うちした。

「水か！」

　参零が動きを封じているのは和穂ではなく、和穂の体を濡らしていた雨水だった。

　部屋に入る以前に和穂は罠に落ちていたのだ。

　もしも和穂が水の中に居たのなら完全に動きを封じられていただろう。いかに雨水に濡れた程度とはいえ和穂の動きは極度に遅くなっていた。

「雨を呼ぶ宝貝を持っていたの？　あの天気が既すでに罠だったのね。不覚だった。だけどね参零さん。あなたも動けないんじゃないの？」

　水を封印すると同時に参零も剣を構えたままピクリとも動いていなかった。いかに遅いとはいえ和穂は動きを止めていない。

　ジリジリと間合いを詰める和穂に対して、参零は何の恐怖も覚えていなかった。

「和穂。当然手は打ってある！」

「そりゃそうでしょうよ」

　途端、天てん井じようが開きもう一人の参零が舞まい降りた。その手には参零と同じように剣を持っていた。

　参零の剣とはよく似ているが、別の剣だと和穂は見み抜ぬく。

「ややこしい。どっちが本物の参零なの」

　二人の参零は同時に答えた。

「正直、俺にもよく判らない。姿形どころか記憶や心まで全く同じように化ばけてるんでな。片方は俺の娘むすめが化けている」

「子持ちだったの？　そんなに大きい娘が居るようには見えなかったけど」

「大きい娘じゃない。四歳の娘だ。名前は信星」

「子供までこんな危険に巻き込んで。正気の沙さ汰たじゃない」

　二人の参零は同時にムッとした。

「危険じゃないさ。ちょっとしたお父様のお手伝いってところだろ」

　そして、天井から降り立った参零は鞘から剣を抜き放った。

　和穂の読み通り、この剣は最初の参零が持っていたのとは別の剣だ。和穂を封じている参零が持つ剣の刃やいばが水を思わせる冷たい輝かがやきを持つのに対して、天井から下りてきた方の剣はどことなく赤みを帯おびている。

　滑こつ稽けいな程遅い動きで和穂は剣を避よけようとした。

　逃げられる要素は全くなかった。

　軽く剣が翻ひるがえり、刃は和穂の腹に沈しずみそのまま引き抜かれる。具足と籠こ手ての防ぼう御ぎよ能力か、刃に不自然な抵てい抗こうがあったが剣の宝貝の前ではそれは防御の足しにもならなかった。

　ゆっくりとゆっくりと和穂は床ゆかに倒たおれ、血が床に広がっていく。

　呆あつ気けなく和穂は致ち命めい傷しようを食くらった。

　刃に着いた血を払はらい、参零は和穂の手に握にぎられていた瓢簞を蹴ける。

　瓢簞はもう一人の参零の足元に転がった。

　封印動作を解き、参零は瓢簞を拾った。

　たとえ封印を解かれても和穂は傷のせいで地面にうずくまったままだった。

　それでもどうにか口を開く。哀あわれなまでに脅おびえた声で和穂は言った。

「油断していた。慢心していた。こんな奴やつに倒されるはずがないと思っていた」

　二人の参零は静かに和穂の言葉に耳を傾けていた。

「お願い、助けて。私の持っている宝貝は全すべてあなたにあげる。だから医者に連れていって。死にたくはないの！」

　すっと片方の参零は後ずさり、瓢簞を持つ参零は椅い子すに座って言った。

「身内の悪口を言うのは嫌なんだが。僕の叔父おじ上うえは残ざん酷こくな人なんだ。いや、残ざん虐ぎやくな人なんだ。身内にはまあ普ふ通つうに接するけど、赤の他人にゃ無む茶ちやをする。勝てる相手でもネチネチと怪け我がを負わせて楽しむ種類の人間だ」

「でもあなたはそうじゃないでしょ？」

「そうだよ。なぶり殺しは趣しゆ味みじゃない」

　和穂の口元から血が滴したたった。

「そう、判わかったわ。あたしを生かしちゃおけないのね。生かしておいて万が一復ふく讐しゆうされたら堪たまらないもの。

　だったら、とどめを刺さして。痛いのよ。苦しいのよ。一思いに楽にさせて」

　参零は静かに言った。

「身内として謝るよ、和穂。経けい緯いは知らないが叔父上には大分痛めつけられたんだろ」

　和穂はよろよろと口元の血をぬぐった。血の気が引くと共に和穂の瞳ひとみがギラギラと研とぎ澄すまされていく。

　そして今までの懇こん願がんする空気が和穂の声から消えた。

「奴の親族だったか。奴から話を聞いたの？」

「いや。和穂には逆さからうな！　という忠告はしてくれたけど。後になって気がついたんだ。叔父上が食らった傷は残虐な傷だ。まるで叔父上が敵てきに刻きざみつけて喜びそうな傷だ。

　あれは叔父上が和穂につけた傷だ。その傷を叔父上に返したな？　宝ぱお貝ぺいの力で」

　和穂は咳せき込こみながら笑った。

「意外と利り口こうじゃないの。推すい理りだけで転てん業ごう珠しゆの存そん在ざいを予想するなんて。

　大正解よ。怪我をそのまま相手に付け替かえる宝貝、転業珠。間ま抜ぬけ面づらして近づいてくれればこの傷をお返ししたのに。

　でも、ばれてたんじゃ仕方がない」
















「和穂。お前の負けだ」

「残虐であろうとなかろうと叔父さんの忠告に従うべきだったの。あなたのことを心配してくれていたのだけは確かなんだから。

　でも、もう今さら遅いけどね」

　参零たちは身構えた。まだ奥おくの手があるのか？　怪我のせいで和穂は立ち上がる事も出来そうにはない。よく観察すれば和穂の右手は懐ふところに差し込まれている。懐の中で傷を移す宝貝を握っているのだろう。それ以外の宝貝が懐にあるのかもしれない。が、参零はうかつに和穂に近づけない。

「はったりでおびき寄せるつもりか？　それとも転業珠は人間以外にも使えるのか！」

　自や棄けなのか、本当に楽しいのか和穂は笑った。

「懐に鼠ねずみでも隠し持っていて、鼠に傷を押しつけるとでも思った？　いい発想だけど生憎、私は人間だから私の傷は人間にしか移せない。

　あぁぁ、やばい。死に掛けなのにべらべら喋しやべったから意識が遠くなってきた。もうすぐ私は死ぬんでしょうね。

　でもね、『もうすぐ』なんて永遠に来ないのよ！」

　途と端たん、和穂の輪りん郭かくはぼやけ赤い光の粒りゆう子しへと姿を変えていった。

　危険を承知で参零は踏ふみ込む。

　が、光の粒子は虚こ空くうへと消えていった。

　光速を超こえる光の中、和穂は過去に向かい逆流していった。
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　荒あれ狂くるう光の中で和穂の傷は瞬またたく間に消えていった。さらに逆行を続けながら和穂は右手の指に嵌はめられた指輪に言った。

「あいつらの魂たましいは覚えたな？　『次』は逐ちく一いち私に奴やつらの魂の居場所を報告しろ」

　沈ちん黙もくの中で指輪は肯こう定ていの意思を示す。

　そんな指輪の態度が和穂には可お笑かしかった。

「いいかい？　この間のように二度と逆らうなよ。以前の所持者に義理立てして、私を陥おとしいれようと妙な復ふく讐しゆう心しんを出したら、即そく座ざに破は壊かいするからね」

　氾はん濫らんする光の中で和穂の髪かみがゆっくりと伸びていった。
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　霧きりのような秋雨が降りしきる荒野を和穂は歩いていた。

　荒野の中には一軒けんの家が唐とう突とつに建っていた。

　参零の仕し掛かけた露骨な罠だ。だがよくできた罠だと和穂は思った。

　和穂は右手に見えない槍やりを持っていた。

　和穂はその槍を頭上でクルリと回し、そのまま地面に突き刺した。

　途端、奇妙な地じ響ひびきが巻き起こり、続いて大きな爆ばく発はつが起きた。

　炎ほのおも何もない純じゆん粋すいな爆ばく煙えんが巻き起こり、周囲の視界を遮さえぎる。

　煙けむりが消えた後、和穂の足元には壊れた小さな板が転がっていた。幾き何か学がく的てきな八角形か六角形をしていたのだろうが、割われてしまった今では定さだかではない。

　和穂は板を拾ひろい、腰につけた瓢ひよう簞たんの中に回収した。瓢簞の入り口より遥はるかに大きい破は片へんは、何の苦もなく瓢簞の中に吸い込まれる。

　周囲の景色は一変していた。

　そこは荒野ではなくありふれた森の中だった。鬱うつ蒼そうとした森ではなく、木と木の間もかなり離れているが、大木に寄って雨宿りを決め込むことぐらいは出来そうだった。そして太陽の角度が先せん刻こくとは微び妙みように違っている。

　偽いつわりの荒野は森の上に存在したのだと和穂は知った。落下の衝しよう撃げきがなかったのは、荒野の偽物を作り出した宝貝の最後の意地だったのか。

　偽物の荒野の中を歩いていたのだ。荒野を操あやつっていた宝貝は逐一こちらの行動を参零に伝えていたのだろう。だが、和穂は小細工を仕掛けていたのでもない。行動を把は握あくされてなんの問題もない。

　激げき変へんする景色の中で、しかし、一軒けんの家は先刻と同じ距離に建ち続けていた。

　和穂は家に向かい歩いた。秋雨が体を濡らしたが彼女は気にもしなかった。

　霧のような秋雨が和穂の持つ槍の影かげを僅わずかに浮き上がらせている。
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「せっかく髪を切ったばかりなのに。腹が立って仕方がないわ。最近じゃ三倍返しどころじゃ済すまなくなってるのよ！　最低移動時間も意外と長いし」

「来やがったな疫やく病びよう神がみ！　三倍返しって？」

　剣を片手に椅い子すに座り、和穂を待ち受ける参零よりも、和穂は自分の髪の毛の方が気になっているようだった。襟えり首くびの濡れた髪を押さえて和穂は言った。

「これだけ髪が伸びるのにどれぐらいかかる？　もしかして一年近く使ってしまったか」

「何の話だ？」

「今の私は機嫌が悪いって事よ」

　参零は立ち上がり剣を鞘さやから抜きはじめた。

　和穂は左手の籠こ手てを自分の顔の前に移動させる。和穂の行動の意味を探さぐろうとして、参零の動きが鈍にぶった。籠手に包まれた和穂の細い指が握にぎり締しめられ拳こぶしを形作る。

　その途端、和穂を濡らしていた水すい滴てきが、熱した鉄板の上に落とされた水滴のように一気に吹ふき飛んだ。

　和穂の髪がその衝撃で小さくなびく。

　和穂は水滴を敵の攻こう撃げきだと鎧よろいに認にん識しきさせたのだ。当然、鎧は水を排はい除じよした。

　呆気にとられる参零がどうにか剣を鞘から抜いたときには、和穂は次の動作に出ていた。

　右手に握られている透明な槍を天てん井じように向け投げつけたのだ。

　破片の動きでしか推測出来ないが、確実に槍は天井をぶちぬく。

　同時に部屋全体が爆風に包まれた。先刻、和穂が偽りの荒野を破壊したときと同じ爆煙だった。周囲の視界が煙に遮られる。

「信星！」

　参零の叫びをあざ笑うかのように視界はなかなか戻もどらない。しかし、それでも煙は確実にひいていった。

　参零の背中を嫌いやな汗が流れる。

　視界の先に娘むすめの影を見るまでその汗は止まらなかった。家は消え去り、柱を思わせる細長い石の塊かたまりが無残に折れていた。信星は驚おどろき過ぎて泣く事すら出来ないようだった。ただ、キョトンとしながら地面にへたり込んでいた。

　信星の頰ほおの下についた傷きずからは血が流れていた。間ま違ちがいなく刃の傷だ。天井を刺し貫つらぬいた武器が信星の頰に傷をつけたのだ。

　擦すり傷なんてやわなものじゃない、参零はどうにか怒いかりを抑おさえ込む。逆上して当然の状じよう況きようだが、それでは信星を守りきる事は出来ない。

「和穂！　娘になんてことをしてくれた！」

　怒ど声せいを上げたがそれでも自分を抑え込んでいる。

　和穂は事もなげに言った。

「下げ衆すなのは、あなたよ。参零お父さん。娘を巻き込んだのはあなたでしょうに。それにどっちが本物かまでは判らなかった」

　参零の頰を雨水が流れた。

　咄とつ嗟さに参零は剣を構え、封印の動作に入ろうとした。

　和穂は首を横に振ふる。

「無む駄だ。よく見て」

　雨は和穂に触ふれていない。和穂を中心とした球形の場が雨を拒きよ絶ぜつしていた。ならば、球形の場ごと封印を仕掛けようとする参零の考えを和穂は見み透すかしていた。

「体が自由に動くんだから、この剣で水自体を破壊して動ける。それ以前に封印そのものもこいつの刃で砕くだけるかもね」

　爆煙の中で引き抜いたのか、和穂の右手には巨きよ大だいな剣が握られていた。

　なんのてらいもない剣だ。参零の剣のような質素な装そう飾しよくもない。ただの剣だったが、見る者を威い圧あつせずにはおかないのはその刃のせいだった。鋭するどさや繊せん細さいさとは次元の違う刃だった。その刃はただ破壊だけを望んでいる。形をある物からその意味をなくし残ざん骸がいにする欲求だけで光り輝いてる。

　その剣を和穂は軽々と持ち上げた。剣自体が宙に浮き、和穂は手を添そえているだけのように無駄な力が抜けていた。

　荒れ狂くるう猟りよう犬けんの首輪を引っ張り獲え物ものを覚えさせるのと同じ素振りで和穂は剣の刃を参零に向けた。
















「この剣はおっかないわよ。一応押さえつけるように努力はするけど」

「意外と優やさしいじゃねえか」

「ちょっと違う。斬きるつもりのないものを斬られると腹が立つだけ。宝ぱお貝ぺいごときに命令を無視されるのが嫌なのよ。

　で、どうする。口を酸すっぱくして言ってるんだけど、宝貝を返してくれない」

「なにをほざく。その台詞せりふは夢の中で一度聞いただけだぞ！」

「そうだったかしら？　じゃ、きっちり最後通告してあげる。宝貝を返しなさい。

　そうすれば手て荒あらな真ま似ねはしない」

　和穂の言葉に異議があるのか、剣が低い唸うなり声を上げた。

　参零は答えた。

「断る」

　剣と和穂は笑う。

「酷ひどいお父さんね」

　次の瞬間、参零は自分が和穂の剣の間合いに居ることを知った。和穂は尋じん常じようならざる速度で間合いを詰つめたのだ。踏ふみ込みが速いとかそういう次元の話ではなかった。具足とせめぎ合いながらも和穂の靴くつが奇き妙みような軋きしみ音を立てていた。

　軋む音に混ざり鏡かがみが砕くだける音がし、参零の左ひだり腕うでの感覚がなくなる。

「！」

　参零の剣は粉ふん砕さいされていた。キラキラと剣の破片が宙を舞まう。

　言いようのない恐怖と危機を覚え参零は左腕を目の前に動かしてみた。腕ごと吹き飛ばされていても不思議はない。

　感覚はやはりないが、確かに左腕は存在していた。ただし、手首の骨が砕けている。

　激痛があればまだましだった。激痛の代わりに参零は軽い吐はき気を覚えた。

　自分の剣が砕かれその衝撃で手首の骨が折れたのだと把は握あくしたとき、和穂は信星の前に立っていた。

　一いつ閃せんし和穂の剣は信星の横に転がっていた剣を鞘ごと粉砕した。そのまま、なんの抵抗もなく信星に向かい刃が走るが、その動きは和穂の左腕の籠こ手てが遮る。籠手は刃を握り締め、剣は腹立たしげに唸る。

「どうする？　このまま娘を見殺しにして私を後ろから攻撃する？　ま、武器があればだけど。それとも、素す直なおに宝貝を返す？　抵てい抗こうされていちいち宝貝をぶっ壊こわしていくのも能のう率りつが悪いのよ」

「わ、判った和穂。俺の話を聞いてくれ」

　和穂は剣を地面に突き刺し、信星を抱だきかかえた。

「話し合いの余地はない。いいから返せ」

「あぁ、返す。だがあと、ほんの少しだけ待ってくれないか。お願いだ」

「借しやつ金きん取りじゃないよ、私は。待って利り息そくが増えるでもなし」

「頼む。妻を生き返らせるまで待ってくれ」

　参零は懐ふところから白色に輝く宝ほう珠じゆを取り出し、そのまま放ほうり投げる。

　途端、軽い爆発が起き戻心が姿を現す。

「こいつは戻心珠。死者をも蘇らせる能力を持った宝貝だ。復活には一部でいいから亡なき骸がらが必要で」

　参零の説明に耳を傾かたむけつつ和穂は戻心の値ね踏ぶみをした。

　和穂の眼がん光こうに戻心は目を逸そらす。それでも恐おそる恐る和穂の目を見ようと努力している。

「妻の墓所はすぐそばだ。四日、いや三日でいいから待ってくれ。そうすればおとなしく宝貝を返す！」

　どうにか戻心は和穂の瞳ひとみを見た。怒りやら憎にくしみやら恐れをぶつけようとしているのなら、和穂は戻心を無視しただろう。が、少しばかり何かが違う。少なくとも怒りは微み塵じんも感じられない。

　和穂は参零に言った。

「知ったことじゃない。死者の復活なんざできるわけないでしょ。そんな世よ迷まい言ごとに付き合う義理はない」

「取り引きだ和穂」

「なにを？　どう？」

「殷いん雷らいを復活させてやる」

「！」

「叔父おじ上うえから事情は聞いている。

　砕くだかれた殷雷刀を戻心なら元に戻もどせる。もしこの取り引きに乗らないなら、戻心を破壊する！」

　もはや参零の手には宝貝の武器はない。あるのは護ご身しん用ようの小刀一つだ。

　通常ならこんな物で宝貝は破壊出来ない。だが、戻心は破壊されるのを承しよう諾だくしてくれていたのだ。破壊を受け入れてくれるのならば人を殺せるような攻撃でも宝貝を破壊できる。

　今の言葉で和穂の瞳に迷いが出た。参零は微かすかな希望を見いだした。戻心を殺さずにすむからだった。妻の復活への希望が見えたからだ。和穂は信星を地面に置き、腰に着けた瓢ひよう簞たんを外した。

「面おも白しろい。余よ興きようにしちゃ上等」

　瓢簞の中からたちたまち一ひと振ふりの折れた刀が姿すがたを現あらわした。柄つかから拳こぶし二つ分ぐらいまで刃はあるが、そこから先は折れていた。

　ずしりとした重みを感じながら、折れた刀を参零の足元に投げつけた。

　そして、地面に突き刺した剣を再び手に取る。

「ふざけた真似をしたら、判わかっているでしょうね」

　参零は戻心に向かい首を縦に振った。

　一度大きく目を瞑つむり、戻心は地面に転がる刀に近寄る。

　戻心は和穂の瞳を見た。和穂も戻心の瞳を見つめ返す。さっきからのこの態たい度ど、戻心の目は何かを訴うつたえようとしている。だが、何を訴えようとしているのか和穂には判らない。

　膝を折り戻心は折れた刀に向かい、手を翳かざした。ホタルを思わせる青白い光の塊かたまりが幾いくつも戻心の腕から放はなたれた。

　光が殷雷刀の周りを舞まう。光に照らされて本来ならば折れて存在しない刃やいばの、影が浮かび上がる。欠けつ損そんした刃が影の中から浮ふ上じようし一つの完全な刀を造つくりあげた。

　光たちの動きはさらに速くなる。

　光に導かれ殷雷刀は持ち上がる。柄を上、刃が下になっていた。

　青白い光はさらに強くなり殷雷刀の姿を識別する事が困難になっていく。

　和穂は光の中の殷雷刀を見み極きわめようとしたが叶かなわない。

　と、その光は消しよう滅めつし、代わりに完全なる球形の闇やみが出現した。闇はドロリと溶とけ、最後には宙に浮かぶ殷雷刀だけが残った。

　先刻までの刃とは明らかに違う。刃に力が漲みなぎっていた。

　次の瞬間、刀を中心とした爆発が起き爆煙が周囲の視界をはばむ。宝貝を破壊したときの爆発とは明らかに違う、雷鳴を思わせる爆発音だ。戻心珠が宝珠の形から人間の形になったときの爆発音と同種の音だった。

　和穂はかつてこの音を何度も聞いていた。殷雷刀が人の姿を取るときの音に間違いはない。

　霧雨が爆煙を静かに散らしたとき、そこには一人の青年がたたずんでいた。小こ柄がらだが引き締しまった体は青年が一いつ端ぱしの武ぶ人じんであると物語っている。

　武道の練習着のような服をまとい、長い髪が後頭部の辺あたりで束たばねられていた。

　猛もう禽きん類るいを思わせる鋭い瞳が周囲を見回している。その姿を見て剣を握る和穂の指の力が抜けた。だが、剣の柄はぴたりと和穂の指にまつわりつき、地面に落ちるのを拒きよ絶ぜつした。

「殷雷」

　殷雷は和穂の姿を見た。

「えらく凶きよう悪あくな面つら構がまえになったな」

　一歩、また一歩、殷雷は和穂に近づく。

　そして、和穂に言った。

「すまなかった」

　殷雷は和穂を抱だき寄せ、後こう悔かいに塗まみれ悔くやしさに軋きしむような小声で言った。

「俺おれが不ふ甲が斐いないせいでお前にこんなに苦労をかけてしまった。だが、もう大丈夫だ。お前は俺が守る」

　和穂の右手の指輪が慌あわてて、和穂に報告した。和穂の心を通じ音のない会話であった。

『和穂！　そいつは本当に殷雷だ！　魂たましいの形が殷雷と同一だ！』

　殷雷に身を寄せ、殷雷の肩かた越ごしに和穂は参零の顔を見た。

　事の成り行きがどうなるのか必死に見み極きわめようとしていた。策さくやら小こ細ざい工くを仕し掛かけている人間の顔じゃない。殷雷と私の姿に、復活した妻と自分の姿を重ねているのだろうかと和穂は思った。

　和穂は瞼まぶたを閉じた。瞳の奥おくから涙が溢あふれるのを待つ。半なかば祈いのるような気持ちで涙が零こぼれ落ちるのを待つ。

　だが、涙は流れない。

　瞳を開けた和穂は戻心の姿を見た。

　戻心は涙を流していた。雨水なんかではないれっきとした涙だ。哀かなしげな涙だ。涙を流しながらこっちを見ている。戻心の涙が妙みように癪しやくに障さわった。

　私は泣けないのに、何な故ぜお前は軽々と涙を流せる？

　和穂の視線に気がついた戻心は大きく首を縦に振ふった。和穂は言った。

「涙の一ひと粒つぶも流れやしない」

　和穂は殷雷との間合いを外し一気に剣を振りぬいた。

「！」

　斬ざん撃げきは殷雷を打ち砕くだく。参零は自分の目が見たものが信じられなかった。

「何故だ和穂！」

　答えず和穂は剣を泳がせる。剣は次の標ひよう的てき戻心に向かい走り出す。

「やめてくれ和穂、戻心だけは！」

　くどいのは嫌きらいだったが和穂はもう一度だけ戻心を見た。走り寄る刃に恐怖を覚えたようでもなく、意を決めている。ならば刃を走らせるまでだ。

　喜びの唸うなりを上げる刃は戻心を粉ふん砕さいした。

　参零は放心状態になった。深く息を吐はき、和穂は言った。

「痛みすら感じやしない」

　割われた宝珠と折れた刀が地面に散らばっていた。和穂は左手で瓢ひよう簞たんを外し宝ぱお貝ぺいの残骸たちの回かい収しゆうにかかる。気が滅め入いる程ほど、周りには宝貝の残骸だらけだ。

　うわごとのように参零は言った。

「何な故ぜだ、何故、何故」

　和穂は参零の懐ふところから二本の筆を奪うばい取った。無傷で済んだのはこの二本の宝貝だけだった。参零には抵てい抗こうする気力はない。

「私は取り引きなんてしないのよ」

　回収は終わった。

　参零たちを背に和穂は森の中を進んでいった。信星の泣き声が森の中に響ひびいた。




　　　　＊




　森の中を歩きつつ和穂は頰ほおの下の傷に手をやった。血は既すでに乾かわき瘡かさ蓋ぶたになろうとしていた。だが、質たちの悪い傷だ。頰骨は切れている。これなら素す直なおに骨折してくれていた方がましだ。宝貝の刃は斬れすぎる。

　怪我だけでも腹が立つのに右腕の剣がさらに疎うとましかった。使える剣だが瓢簞の中に仕し舞まうのにいつも大騒ぎだ。今は疲つかれていた。剣相手に騒ぐ気にはなれなかった。

　さらに今日は指輪までがやかましい。

「和穂！　そこまで非情な女だったか！　あの殷雷は確かに本物だったのに！」

「偽物じゃなかったね。あんたが言うんだから魂も同じだったんでしょ。でも、あれは殷雷じゃない。殷雷と同じだけど殷雷じゃないのよ。戻心珠の能力は死者を蘇よみがえらせるなんてものじゃなかった。恐おそらく、人やら物の記き憶おくを読み取ったり再さい現げんする能力なんだと思う。殷雷の残ざん骸がいから殷雷の記憶を引き出し記憶を元にして形作るもの、あれは調ちよう査さや探たん査さ系の宝貝だと思う」

「しかし記憶も魂も再現出来るのならそれはもう本物と変わらないのでは？」

「違う。あれは殷雷の影に過ぎない。殷雷が言いそうな事や、やりそうな事を再現してたんでしょうけど、あんなの殷雷じゃない」

「何故、そうだと判わかったんです？」

　籠手に包まれた指先を胸の前で握り締め、和穂は哀しげに目を瞑つぶった。

「私の涙が流れなかったから。もし、あれが本当の殷雷だったら私は取り乱して泣なき崩くずれてたと思う。だけど何も魂に触ふれるものがなかった。一粒の涙も流れなかった。だから、偽物じゃなくても本物でもないと判った。本物の殷雷は私の心の中に生きているのよ」

　途端、剣が笑いだす。眠ねむ気けを誘うような静かで、それでいてどこまでも低い声だ。

「とんだ冗じよう談だんだな和穂。お前は戻心の素そ振ぶりを見て戻心の能力を読んだ。あの女は確かに破壊されたがっていた。何な故ぜだ？　それは奴やつに死者を復活させる能力なんざないからだ。情を移したガキに母親のまがいものをあてがうはめになるのを恐おそれていたのだ。本物の殷雷は心の中で生きているだと？　笑わせるな」

　剣の言葉を聞き終え、和穂は目を開いた。開かれた瞼まぶたの下にあるのは氷の瞳だった。氷の瞳は意地悪く剣を見つめた。

「たまには感かん傷しように浸ひたるふりぐらいしてもいいでしょ。それにしても戻心の感情を理解出来るなんて、意外とあんたも甘あまいのね。見み損そこなったわよ」

　怒り狂う剣を手に、和穂は次の獲え物ものに向かい歩きはじめた。
















封仙娘娘仙界編

　　『仙せん客きやく万ばん来らい』
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「まさか護ご玄げん君のように優ゆう秀しゆうな仙せん人にんが、かように大だい胆たんかつ不ふ敵てきな盗ぬすみを働はたらくとは、この商しよう隠いんいまだに信じられぬ。

　龍りゆう華か君においては護玄君と同門ではないとはいえ、日ひ頃ごろから親したしくしておられるのだから吾わが輩はいより信じられぬ気持ちはさらに強かろう」

　龍華は答えて言った。

「いやいや、だいたいああいう風に普ふ段だんから真ま面じ目めぶっている奴やつに限かぎって、とち狂くるうと何をしでかすか判わかったもんじゃないからね」

　龍華の工こう房ぼうの中には、商隠仙人以外には工房の主あるじである龍華仙人と一人の赤ん坊ぼうの姿が見えた。

　工房を構かまえる仙人は珍めずらしくない。

　仙人は山の中の洞どう窟くつに屋や敷しきを構え、屋敷の中に研究用の工房を構えるのが一いつ般ぱん的であった。ただ、工房が何を目的にして造られるかの違ちがいはある。

　ある者は仙せん丹たん作製用の工房を造り、龍華のように宝ぱお貝ぺい製作用に工房を使う者もいる。

　宝貝。仙せん術じゆつによって造られる神しん秘ぴの道具を宝貝と呼よぶ。龍華は宝貝の製作では、色々な意味で仙界に名の知られた仙人であった。

　彼女は九きゆう遥よう山と呼ばれる深しん山ざんに九遥洞どうという洞どう府ふを構えている。

　仙人の住まいが洞窟の中に造られているとはいえ、仙術的な調ちよう整せいが施ほどこされているので、明かりは充じゆう分ぶんにあり極きよく度どの湿しつ気けとも無む縁えんの世界である。

　工房そのものは珍しくもなんともなかったが、龍華の工房の佇たたずまいは少しばかり尋じん常じようではなかった。

　何か爆ばく発はつの一つや二つが巻まき起こったかのように、部屋の中は散らかっている。

　爆発が起きたにしては、部屋の中に焦こげはなく、また工房の主である龍華の落ち着いた態たい度どからして、この様子が普段の姿なのであろう。

　あちらこちらに槌つちやら機械の部品のような物が転ころがり、筆ふでで描かきなぐった設計図と思わしきものが散乱している。

　工房の壁かべ際ぎわには炉ろと厳げん重じゆうな封ふう印いんが施されたつづらが置いてあった。噂うわさではその封印の中には龍華が製作した欠けつ陥かん宝貝が山のように閉とじ込こめられているらしかった。

　部屋の中央には作業用の大きな卓たくが置かれていたが、その卓の上も例外ではなく散らかっていた。

　龍華は卓に向かい、商隠と会話をしながらも手を止めずに宝貝の設計図を描いている。客の相手をしているのに無ぶ作さ法ほうといえば無作法ではあったが、商隠も急な来らい訪ほうであったために咎とがめる気は毛もう頭とうない。

　赤ん坊は、卓の上に積つみ重かさねられた本を椅い子す代がわりにして、ちょこんと座すわり、龍華の描く設計図を興味深そうに覗のぞきこんでいた。

　龍華の正面に座る商隠の姿は中年の男性のものだった。鉄製の重じゆう量りよう感かん溢あふれる実用的な鎧よろいを身に着け、あまり仙人の様よう相そうには見えない。

　ぴんと伸のびた口ひげも厳いかつかったが、その口調からは温おん厚こうさが滲にじみ出ていた。

　商隠と比くらべれば仙人らしいとはいえ、龍華の姿も普通の仙人とは大だい分ぶかけ離はなれている。

　外見は若い女で、眼がん光こうだけは異い様ように鋭するどい。伸びた髪に色々と派手なかんざしを刺さしてはいるが、その身につけた派手な紅べに色いろの道どう服ふくの前ではそれほど違い和わ感かんもない。

　流石さすがに工房で本格的な作業をする時には、もう少しましな作業着を身にまとうが、今は設計図の作成をしているためにこの恰かつ好こうであった。

　護玄仙人は龍華の友人であった。護玄が事件を巻まき起おこしたことについての、龍華の突つき放はなすような言い草ぐさに、商隠は深く頷うなずく。

「うむうむ。友人であればこそ、罪を犯おかした護玄君に辛つらく当たるのであろうな」
















「いや、別にそういうわけじゃないんですがね。

　あ、応おう接せつ間まにお通しもせずに大変無作法なのは承しよう知ちしてますが、恐おそらく、応接間にお通しした方が余計に無作法になると思うんで。

　ここ数百年、扉とびらも開けてないんで恐らく応接間はちょっとした秘ひ境きように」

　洒落しやれや冗じよう談だんである口ぶりではなかった。

「かまわんかまわん。突とつ然ぜんの来訪で無ぶ礼れいを働いているのは吾わが輩はいの方だからな」

　友人である護玄が事件を巻き起こしたのだ。龍華の心しん中ちゆうを察さつして、商隠は少しばかり話題を外した。

「その赤ん坊が和かず穂ほなのか？」

「ええ、そうです」

「なかなか利り発はつそうな顔をしているじゃないか」

　商隠は風の噂で龍華が子供を拾ひろったことを聞き及およんでいた。仙人の住む仙界と人間界は異なる世界であったが、時たま二つの世界の一部が重なることがある。

　人間界の九遥山と仙界の九遥山が重なり合ったとき、たまたま龍華が人間界の九遥山に捨てられていた和穂を拾ったのだ。

　こんな赤ん坊を育てているのに、あの派手な装そう飾しよく品ひんの数々はいかがなものかと商隠は思わないではなかった。和穂が間違えて飲み込んだりしたら一大事ではないか。

　が、余計な口出しをしている場合でもなかった。

　龍華は設計図から顔を上げた。

「で、護玄の行方ゆくえはいまだ判わからないってわけですか？」

「左さ様よう。現在調ちよう査さ中なので時が経たてばもう少し逃走経路もはっきりするだろうが、現在の時点では足取りは摑つかめておらん」

　龍華は少しばかり考えて言った。商隠も仙人ではあるが、龍華とは少し立場が違っていた。

　仙人に弟で子し入りした時点で道士扱あつかいされ、そこから一人前の仙人を目め指ざして師匠の下もとで修行を積つむ。仙人の資格試験に合格すれば晴れて一人前の仙人となり洞府を構えるのが、一般的な流れであった。仙人となった時点で、かなりの自由が与あたえられる。

　が、商隠の場合、大仙と呼ばれる通常の仙人より少しばかり格かく上うえの仙人の弟子であったため、仙人資格を習しゆう得とくした後でも、色々な公こう務むをこなす必要があったのだ。

　それもまた大仙へと至いたる修行の一部であった。龍華たちのような仙人でも、勅ちよく命めいという形で仕事を命じられる事もあったが、商隠のように頻ひん繁ぱんではない。

　護玄の事件で商隠が動いているのも、その公務の一いつ環かんであると龍華は気がついたのだ。

　吞のん気きに世間話をしに来ているのではない。

「こいつは気がつきませんでした。私は護玄を匿かくまったりしてませんよ」

「うむ。気を悪くしたらすまぬ。護玄君の行方が判わからないのでこうやって、彼の立ち寄りそうな場所を回まわっているという寸すん法ぽうだ」

「お勤つとめご苦労様ですな。どうぞ、この九遥山をお調べになりたいならお好きなように」

　龍華は指をパチリと鳴らした。途と端たん、周囲に漂ただよう気け配はいが微び妙みように変わった。全体の空気が軽くなり、音の伝でん達たつ、光の伝でん播ぱの加か減げんが確かに変わった。

　商隠は目を閉じ、耳を澄すますように精神を集中する。

　再び彼の目が開くと共に龍華はもう一度、指を鳴らし全ての気け配はいは元に戻った。

　龍華は指を鳴らす事により、この九遥山に張はり巡めぐらされている防ぼう御ぎよ結けつ界かいを一時的に解といたのだ。

　物理的な防ぼう衛えいのための結界というより、探たん索さくを阻そ止しするための結界である。

　商隠が調べた限り、護玄らしき者の気配は全く感じられなかった。

　龍華はつけ加えた。

「ですが、そこはそれ『優秀』な護玄仙人の事ですから、必死になって符ふ術じゆつの一つや二つを展開していれば気配ぐらいは誤ご魔ま化かせますがね。なんなら本格的に捜そう索さくします？」

「いや、それには及ぶまい。

　長々と邪じや魔ましてすまなかった。護玄君の居場所について何か思い当たる節ふしがあれば、連れん絡らくしてくれ。

　ではこれにて失礼」

　言葉が消えるよりも先に、商隠は光の塊かたまりとなり、光の塊は一いち陣じんの風を残して消しよう滅めつした。

　飛び散りそうになる数枚の設計図を龍華は押おさえ込んだ。

「あれ、設計図にどこまで描き込んでたっけ？　ま、いいか」
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「龍華！　貴き様さまが護玄の事件の真しん犯はん人にんだ！」

「違うよ」

「え！　そうなの！」

　男は手に持つ宝ほう珠じゆを慌あわてて覗のぞきこむ。宝珠から零こぼれる清すんだ白色は、龍華の言葉に噓うそがないことを示しめしていた。

　噓を吐ついた証あかしである赤黒い光はいつまでたっても現れない。それどころか白い光も消え去り、宝珠には光の屈くつ折せつで引ひっ繰くり返った男自身の顔が映うつるのみだった。ざっくりと切られた髪に端たん整せいな顔だちをしてはいるが、鉤かぎ鼻ばなのせいかあまり色男という風ふう体ていではない。それでももう少し寡か黙もくならばまだ見られたかもしれないが、九きゆう官かん鳥ちようのごとく甲かん高だかい声で、さらに早口でまくしたてる癖くせがある。

　袖そでの細い種類の黒い道服を身にまとい、道服には燻いぶした銀色の糸で簡単な装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　若い男の額ひたいに冷ひや汗あせが流れる。

「じゃ、龍華がこの事件の黒くろ幕まくだ！」

「違う」

「げ、本当に違う！」

　やはり宝珠は白い光を撒まき散らすばかりだった。宝珠を顔から離はなしたり近づけたりしたが、結果は変わらない。宝珠には自分の顔と龍華の散らかった工房が、やはり引っ繰り返って映るのみだった。

　男にしても、もう少し駆かけ引きがあると想そう定ていしていたのだ。まさかこう、一問一答で簡かん潔けつなやりとりになるとは思っていなかった。

「……もっとこう、含ふくみをもたせた答えにしてくれないと、盛り上がるものも盛り上がらないじゃないか。それに俺の立場もないじゃないか」

「言いたいことはそれだけか、孫そん歳さい？　お前のせいで、どこまで計算してたか判らなくなっちまったじゃないか」

　設計図を描くために握にぎっていた筆を置き、龍華は指の骨をポキポキと鳴らしはじめた。

「設計の邪じや魔まどころか偉えらく面おも白しろい事をやってくれたじゃないか。

　尋じん問もん用の宝珠を許可なく犯人でもない仙人に使うとは、いい度ど胸きようだ。

　無む理り矢や理りにでも尻尾しつぽを摑つかもうとしたんだろうけど、生あい憎にく、私は護玄じゃないから尻尾は生えていないんでね。さあ、その鼻をへし折おってやる」

　凄すご味みのある龍華の声に、孫歳と呼ばれた男は恐きよう怖ふを隠かくそうともしない。

「落ち着け、龍華！　これでも俺はお前の先せん輩ぱいなんだから、ここは一つ穏おん便びんに！」

「何なん遍べん言ったら気がすむ？　あんたは私の先輩じゃない。時刻的にはほぼ同時らしいが、仙人資し格かくを受けるための試験は私の方が先に受けている。その試験で合格してるんだから、私の方が先輩だろ」

　余よ程ほど嫌いな相手以外では、先輩後輩の礼れい儀ぎをある程度はわきまえている龍華ではあったが、同じ時期に仙人になったのに先輩後輩の関係を持ちだされて、いい気がするわけでもなかった。

「そりゃ、俺の方が試験に入ったのは後だけども、龍華が長々と試験をやっている間に俺は合格したんだから、やはり俺が先輩の仙人になるだろう？　いや、別に後輩でもいいから、手て荒あらな真ま似ねはよそう！　先輩や後輩なんかどうだっていいじゃないか。同じときに試験を受けた同どう輩はいって事でここは一つ。

　正直、今日は一戦を交まじえるための準じゆん備びを何もしてないんだ！　自じ慢まんじゃないが、防ぼう御ぎよ符ふの一枚も用意してないんだぞ！」

　納なつ得とくした振りをして龍華はふんふんと首を縦たてに振った。

「ふむふむ。争あらそう気は毛もう頭とうなかったんだな？」

「そうそう」

「それはつまり、私が護玄の事件の黒幕に違いなくて、尻尾さえ押さえれば戦うまでもないはずだと考えたって意味だな？」

　証しよう拠こさえ摑めば長なが居いは無用で、さっさと孫歳は逃げ出すつもりだった。

　龍華の言葉に図ず星ぼしを指され、孫歳は言葉を失う。しかも落ち度は完かん璧ぺきにこちらにある。

　あまりに完璧にこちらにしか落ち度がないのが不公平のような気もしたが、それを口にするのは流石の孫歳でも躊ちゆう躇ちよした。

　孫歳は卓の上に座る赤ん坊ぼうに目をやる。このさい手段は選んでいられない。赤ん坊を利用してでも窮きゆう地ちを逃のがれるしかない。

「やあ、龍華。この子が和穂だね。ほら、こんな可愛かわいい赤ん坊の前で、物ぶつ騒そうな事はやめようじゃないか。ここは和穂に免めんじて丸く収めよう」

　呆あきれて物が言えないのか、龍華は黙だまって再び筆を手に取る。

　やはりこの作戦はてき面に効きく。育てている赤ん坊を誉ほめられて嫌な顔をする奴やつなどいるはずがない。孫歳は自分の策の素す晴ばらしさに舌を巻いた。

「ほらほら。いや本当に利口そうな赤ん坊だね。顔も整ととのってるし、ほら、特にこの太い眉まゆ毛げなんか凜り々りしいじゃないか。こんな太い眉毛をした赤ん坊なんか、そうそう見られるもんじゃないぞ。将来は男前になるよ」

　龍華は嬉うれしそうな微笑ほほえみを孫歳に向けた。龍華の屈くつ託たくのない笑え顔がおを孫歳は初めて見た。

　釣つられて笑う孫歳の笑顔は龍華の言葉で凍こおりついた。

「和穂は女の子だよ。だいたい、名前で判わかるだろ？」

　孫歳は無む駄だに恰好をつけてみた。

「腐くさってもこの孫歳、女の子の名前だから、この子は女の子に違いない、などという固こ定てい観かん念ねんに凝こり固まった判断などしてたまるか！」

　固定観念の呪じゆ縛ばくを超ちよう越えつして、わざわざ間ま違ちがった答えを導みちびき出すのも、そう簡単に出来る話でないとは龍華も思うが、納なつ得とくするのは馬鹿らしかった。

「赤ん坊の性別が判らなけりゃとりあえず女の子として話を進めりゃ無ぶ難なんだろ？」

　恰好をつけるのが意外に面白かったので、孫歳はさらに続けた。

「違う！　性別が判らないのに適当に話をするなど、この孫歳の美学に反する。俺はこの赤ん坊が、男の子だと確かく信しんして喋しやべっていたのだ！」

「たわ言ごとを力りき説せつするのもいいけど、怒おこってるぞ」

　ハッとして孫歳が和穂の顔を覗きこむと、赤ん坊にしては信じられない鋭するどい眼光で睨にらまれているような気がした。
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　さっさと帰って欲しい客に限って長居するものだと、龍華は溜め息を吐ついたが、孫歳はまだ工房の中に居る。ご機き嫌げん取りのつもりかベラベラと情報を提供しているのだ。

「つまり事件の顚てん末まつはこうだ。

　護玄は仙せん首しゆであらせられる柳りゆう剛ごう様の宝物庫の番人を仰おおせつかった。普通、よほど信しん頼らいがないと番人なんて仕事は割わり当てられん」

　柳剛は大仙の一人で、あまたの仙人を束たばねる地位に居る仙人であった。仙術には各種の流派があり、その流派の中には仙首と呼ばれる柳剛のような仙人が居る。

　孫歳は説明を続けた。

「まあ、柳剛様の勅ちよく命めいじゃなくて、柳剛様の所の弟で子しの頼たのみで引き受けたみたいだから、雑ざつ用ようといえば雑用だ。第一、ある程度の仙人を束ねる仙首の宝物庫に忍しのび込こんで盗みを働こうと考えるような仙人が、そうそう居るとは考えられん。俺が知っている仙人の中でもそんな事をやりかねないのは一人しか居ない。

　いや当然、龍華先輩の事じゃないので、今の言葉は訂てい正せいして、一人もいない。

　訂正したんだから、そんな恐い顔で睨にらまないように。

　でだ。起こってはいけない事件が起きてしまった。事もあろうに秘宝は盗まれ、護玄の姿は消えてしまったって寸法だ。

　どうだい、有ゆう意い義ぎな情報だろ？」

　孫歳のキンキン声に頭痛を覚おぼえながらも龍華は答えた。

「何が有意義なもんか。商隠のおっさんが、この間、丁てい寧ねいに説明してくれた」

「まあまあ、そう遠えん慮りよせずに情報提供ならば喜んでしてやるぞ」

　たいして興味もなかったが、龍華は質問した。孫歳のような手合いは、ある一定以上の分ぶん量りようだけ喋しやべれば、喋ることに飽あきてくれるだろうという、あまり確信のない希き望ぼうのためだった。

「で、結局、何が盗まれた？」

「仙界にも二つとない宝石らしいぞ」

「下くだらない。仙界に二つとない至し宝ほうなんか、仙界には幾いくらでもあるじゃないか。どうせたいした代しろ物ものじゃないんだろ」

　龍華の反応に孫歳は驚おどろきもしない。

「そりゃ龍華が興味をひかれるような代物じゃないのは確かだね。宝貝でも、宝貝の材料になるような物でもない」

　だったら、何故私が犯人だと勘かん繰ぐったのか！

　と龍華は口にしようとしたが、やめた。

　こと、言い訳になれば今以上の饒じよう舌ぜつさでまくしたてられるような気がしたのだ。

「かといって美を理解する心のある者ならば、誰が欲しがっても不思議はない代物だ。

　実用的かどうか？　だけで物の価値を判断する、荒すさんだ心の持ち主には到とう底てい理解出来ない世界の話ってわけだ」

「面めん倒どうだから、いちいち食って掛かからないからな。

　孫歳。今度の一件、『騒そう動どう』としては何ど処こまででかくなると思う？」

「仙首側がそれほど騒いでないから、護玄討とう伐ばつの勅命が下るなんて大事にはならないだろうね。

　だいいち、仙首側にしても、護玄に警けい護ごを頼たのんだ手前、半なかば自じ業ごう自じ得とくのような考えなんだろう。

　問題は護玄の身内の方だ」

　龍華は腕を組む。

「そうかな？　護玄の身内も、門もん派ぱの威い信しんにかけて草くさの根ね分わけても捜し出す！　とまではやらんだろう。一応、護玄も道士じゃなくて一人前の仙人なんだから、護玄の不ふ祥しよう事じを一門の不祥事とまで考えまい」

　甘い甘いと孫歳は首を振った。

「護玄と我らは一いつ切さい無関係でござい、なんて無責任な事が、あの律りち義ぎな師匠に出来るもんかよ。

　大事にしたがってない仙首の手前、表だって護玄の師匠様や兄弟子連中が動くなんて事はやらないだろうが、護玄を捕つかまえて連れていけば、それなりの手て間ま賃ちんは払はらってくれるだろ。

　それを目当てにした有う象ぞう無む象ぞうの下したっ端ぱの仙人が、護玄を捕まえようと躍やつ起きになるのは目に見えてるね。なんせ俺がそうだ。

　あ！　龍華もそれを目当てにして何かを企たくらんでるんだな！」

「興味ないな。ご褒ほう美びなんざ、たかが知れてる」

「何をほざくか。

　護玄の師匠といえば、仙界屈くつ指しの巨きよ大だい書しよ庫この運営を司つかさどってるじゃないか。ちょっとやそっとじゃお目にかかれない書物の閲えつ覧らん許可が確実に下りるぞ」

　仙人といえ、ある意味学がつ究きゆうの徒とには違いはなかった。その意味では孫歳の反応の方が普通であった。

「私ゃ宝貝の材料にでも使える、真しん鋼こうの塊の方が、食しよく指しが動くけどね」

「そんな露ろ骨こつな謝しや礼れいはないだろうよ。賞しよう金きん首くびじゃないんだから」

　筆を置き、龍華は虚こ空くうから煙管キセルを取り出した。紫煙が煙管から立ち上る。

「どっちにしろ、護玄の破は門もんは確定的だな」

　孫歳は答えた。

「破門だけで済むってのが、人じん徳とくといえば人徳なんだけどな。俺や龍華が、仙首の所から盗みを働けば、確実に討とう伐ばつの勅命が下るんだろうけど」

　龍華に異論はなかったが、護玄について討伐の勅命が下らないだろうというのも、憶おく測そくに過ぎない。

「ま、お前が何を読みたがっているかは知らないが、ここに居たって護玄は捕まえられないぞ。

　競争相手が多いんだったら、さっさと他ほかの所に当たってみたらどうだい？」

　言われるまで気がつかなかったのか、孫歳は慌あわてて席を立つ。

「それもそうだ！　護玄の行方ゆくえについて何か手がかりを思い出したら、すぐに連れん絡らくしてくれよ！」

「嫌だね」

「ふん。なんだかんだ言って、護玄を庇かばうつもりか？」

「違う。お前に教えるぐらいなら、商隠に連絡する」

　龍華の心こころ得え違いを孫歳は正したかったが、事じ態たいは一いつ刻こくを争うのかもしれなかった。こうしている間にも、誰かが護玄を捕まえてしまうかもしれない。

「ええい。とんだ無駄足だった！」

　捨て台詞を残し、孫歳の姿は搔かき消え、後には一いち陣じんの風が残るのみだった。




　　　　三




「きゃあきゃあ可愛かわいい可愛い！」

　それが愛情表現なのか、娘むすめは和穂を振り回していた。流石さすがの龍華も、そのまま手を滑すべらせて和穂が工房の床ゆかに放ほうり投げられるんじゃないかとヒヤヒヤした。

　娘の名は燕えん寿じゆ。彼女もまた仙人であった。

　どう見ても十七、八だがその年ねん齢れいは数百を超こえているのは龍華とて一いつ緒しよであった。

　ひっつめた髪のせいで、少しばかり吊つって見える目は、和穂を珍めずらしそうに見つめていた。

　桜色の道服が派手といえば派手であったが、龍華の道服の前で目立ちもしない。

「燕寿。頼たのむから落とすなよ。工房だから色々と危あぶない代しろ物ものも多いんだから」

　小さめの耳は、あまり龍華の言葉に注意を向けているようではなかった。

「きゃあ可愛い。これだけ振り回しても泣かないなんて偉い偉い。

　目元なんか、龍華姉さんそっくり！　口元は護玄兄さん似にかな？」

「さりげなく、不ふ穏おん当とうな事を言ってんじゃないぞ。だいたい、お前は護玄の妹弟子かもしれないが、私とはなんの関係もないだろうが。なにが龍華姉さんだ」

「可愛い、可愛い。ねえ龍華姉さん、この子ちょうだいよ」

「犬の子じゃないんだから、そう簡単に渡すか」

　不ふ服ふくそうな声を出しながらも、燕寿は和穂を卓の上に置いた。

　が、それでも珍しいのか、赤ん坊の小さい手を離はなそうとはしない。

「そういや、龍華姉さんと会うのは久しぶりね。何十年ぶりかしら？　会わないときって本当に会わないね。九遥洞に遊びに来てもいつも龍華姉さんは留る守すだし。ほんと、いつもどこをほっつき歩いてるの？」

　今日に限って、九遥洞の入り口にある門は大きく開き放たれていた。わざわざ呼び出すのも逆に手間をかけさせて悪かろうと、仙人たちは龍華の居そうな工房に勝手に来訪していた。

「お前とは出来るだけ顔を突つき合わさないように、居留守を使ってたんだよ」

　正直な告こく白はくだったが、燕寿は冗じよう談だんと受け取り大笑いした。ある意味、孫歳より扱いにくいと龍華は考えた。孫歳ならば、一応理り詰づめで追い払うことは出来る。

「で、用事はなんだ？　まあ、どうせ護玄の件に決まってるんだろうが」

　燕寿と護玄の師匠は同じで、燕寿は護玄の妹弟子にあたる。律りち義ぎな師匠が護玄を一門の恥はじとして、本格的な討伐に乗り出したのだろうか？　が、それで燕寿が出てくるとは龍華には考えにくい。燕寿より格段に凄すご腕うでの弟子が何人もいるはずだ。

　燕寿は再び和穂を抱きかかえた。

「和穂を見てたらどうでもよくなっちゃった」

「だったら帰れよ。工房の卓に座って設計図を前にして筆を握ってる私の姿を見ても、お前には理解出来なかったようだが、私は今、設計図を描かいてるんだ」

　燕寿が和穂を振り回したせいで、龍華は微び妙みように設計の計算を間違えてしまったような気がしていた。検けん算ざんをする手間を考えるとゾッとしたが、しないわけにもいかない。

　商隠や孫歳と話をしているときにも、微かすかな書き間違いがあったような気もする。

　そこも含ふくめて検算する必要があるのは当然であったが、狂くるおしいまでに面倒だ。

　このまま突っ走って設計を続けようという誘ゆう惑わくが龍華を襲おそう。

　いらいらする龍華の顔を見て本当に追い出されるのを恐おそれた燕寿は、護玄の事件について語り出した。護玄の事件云うん々ぬんより、龍華の反応を確かめるような、ゆっくりとした口ぶりであった

「龍華姉さんならともかく、あの優秀な護玄兄さんが、あんなだいそれた盗みを働くなんて」

　あえて龍華は異いを唱となえない。

　優秀かどうかを別にしてさえ、護玄はその手の問題を引き起こす種類の仙人には全まつたく見えない。

　優秀かどうかを考こう慮りよにいれてさえ、龍華の方がその手の問題を引き起こす種類の仙人に見えただろう。

　龍華の周りにある、きな臭くさい噂うわさは珍しくもない。龍華はさりげなく宝貝の設計を再開していた。

「言っておくが、私は今回の件に関しては一いつ切さい関かかわってないからな」

　和穂の両手を摑つかみ、簡単な拍はく手しゆをさせつつ燕寿は和穂に言った。

「『今回の件に関しては』だって、和穂。今回以外の件に関しては、どれだけ愉ゆ快かいな事をやってらっしゃるのかしらねえ。

　今は吞のん気きに工房で宝貝設計なんかしてるけど、昔の龍華姉さんは凄すごかったのよう」

「お願いするから、あまり馬鹿な事は口にするなよ」

「龍華姉さんは邪じや仙せん討とう伐ばつの勅命を受けては、悪い仙人をばっさばっさと打ち倒してね。その腕うで前まえはそれは見事なものだった。

　でも和穂は騙だまされちゃいけませんよお。邪仙討伐の勅命なんて、それ自体が罰ばつの一種なんだからねえ。一体、どれだけきな臭い不ふ祥しよう事じを起こせば、邪仙討伐の勅命なんか承うけたまわれるのかなあ」

「勘かん弁べんしてくれ。聞きたいことがあるなら、教えてやるから」

　燕寿は踊おどりのように、和穂の両腕を動かした。

「護玄兄さんがここに来たでしょ？」

「はて？　何のことやら？」

　惚とぼけているのか、本当に気がついてないのか燕寿には判断がつかなかった。

「護玄兄さんは、普段の恰好をしてなかったはずだけどね」

「どういう意味だ？」

　和穂に腕組みをさせ、考える恰好をさせて燕寿は説明した。

「護玄兄さんは『変へん容ようの呪のろい』をかけられてるはず。宝石を保ほ管かんしていた箱には罠わなが仕し掛かけてあったの。それが変容の呪い。

　現場の反応から見て、護玄兄さんが呪いにかかってるのは確実みたい」

「変容の呪い？」

「命に別べつ状じようはないけど、異い形ぎようの物に変容させられる呪いよ」

「そんな呪いにかけられてるのに、護玄は逃にげたのかい？　さすが優ゆう秀しゆうな仙人様は異形になっても優秀だ」

「異形になってもある程度の仙せん術じゆつは自由に使えるらしいからね」

「だったら、罠の意味がないではないか。仙術が使えるなら逃げられる」

　燕寿は首を横に振った。

「そのかわり、変容の呪いはちょっとやそっとじゃ防御出来ない。それに異形化してると意思の疎そ通つうもほぼ不ふ可か能のうになる。だから、他の仙人に解かい呪じゆの助けを求めようとしてもそうはいかない。もっとも、そう簡単に解ける呪いじゃないと思うけど」

　龍華は遠くを見つめ、記き憶おくの中を探さぐる仕し草ぐさをした。

「あ、そういえば、わけのわからない獣けものがこの間、九遥山にまぎれ込んできた。白しら鷺さぎと象と鮒ふなと鎧よろいが交まざりあったような珍ちん獣じゆうなんだが、今から思えば、あれが護玄の変わり果てた姿だったのか？

　言われてみれば、やけにつきまとうくせに頭を撫なでてやろうとすれば嫌いやがるし、奇き妙みようといえば奇妙だったな。

　あ、思い出してきたぞ。あの虎とら縞しまの尻尾しつぽはまんま護玄の尻尾じゃないか。

　そうか、それで餌えさ代がわりに腐くさりかけた桃をやっちゃったのに怒って、どこかに飛んでいったんだな」

　やはり燕寿には龍華の真意が摑みきれない。知ってて惚けているのか？　それとも今、あれが護玄だったと本当に気がついたのか？　何を企んでいるのかは判らない。

「恐らく、それが護玄兄さんよ。色々と調査して、護玄兄さんの逃走経路がだんだんと判明してきたからね」

「その逃走経路に、この九遥山も含ふくまれてたってわけか」

「そう。九遥山から出て、しばらくして護玄兄さんの痕こん跡せきは消しよう滅めつしてるの。事件が起きて、護玄兄さんに会ったのは、恐らく龍華姉さんだけ」

　巫ふ山ざ戯けているのか、鎌かまをかけているのか、龍華は燕寿の顔色を見ながら言った。

「もしかして、可哀かわい想そうな護玄はそのまま野の垂たれ死じんでしまったんじゃないか？　珍獣のままじゃ、妖よう怪かいにでも食われてしまったかもしれん」

　あっさりと燕寿は否ひ定ていした。

「死ねば死んだで、冥めい府ふから連れん絡らくが来るでしょうよ。どうしてこんな事件を巻き起こしたのか、宝石は今、どこにあるのかも冥府経由の情報ではっきりする。

　でも、現時点で死んでいないのは確実ね。でも行方がとんと判らない。

　これはもう、誰だれかさんが匿かくまってるとしか考えられない」

「誰かさんが匿っているのかもしれないが、それは私じゃない。本当に護玄の居場所を私は知らない」

　護玄を匿っていないという、龍華の言葉の意味を燕寿は考えた。私が匿っているのだ、そう簡単に見つけられはしないという自信の表れた言葉なのか、もしかして、本当に知らないのか？

　燕寿にしても褒ほう美び目当てに護玄を見つけようという魂こん胆たんはなかったし、誰かに命じられて護玄を捜さがしているのでもない。

　純じゆん粋すいに行方ゆくえ不明になった兄あに弟で子しを心配しているだけなのだ。

　龍華の下に潜せん伏ぷくしているのならば、それはそれで良い。居場所さえはっきりしているのならば、わざわざ大騒ぎして誰かに知らせるつもりは毛もう頭とうない。

　それで、それとなく様子を見に龍華のところにやって来たのだ。問題は龍華が素す直なおに真実を話してくれるような仙人ではない事だった。

　噓うそか真まことか判断つきかねる燕寿の表情を龍華は楽しんでいる様子だった。

「さあ、真実はどうなんだろうね？　気の利きいた宝貝の中にでも匿えば、護玄の気配を隠かくすことはそれほど難しくもない。

　でも、それは私の流りゆう儀ぎじゃないってのは判るよな燕寿？　私が無駄な時間稼かせぎをするような性格をしてない事ぐらい知っているだろう。護玄を匿う事によって、事態が好こう転てんするような理由は全くない。

　その一点だけで、私が護玄を匿っていない証しよう拠こになると思うがな」

　読み違えたか。燕寿は己おのれの考えの甘さを知った。護玄の窮地なのだ、龍華が何らかの形で力を貸そうとするのは当然のことだと燕寿は読んでいた。

　一見、非協力を装よそおいながら行える協力とは、護玄を匿うことだと燕寿は決めつけていた。

　だが、それは甘かったのだ。

　自分が考えていた程、龍華は護玄の事を親しん身みになって考えてはいなかったのだ。護玄の心配をするよりも宝貝の設計をする方が大事らしい。

「見み損そこなったよ、龍華姉さん。護玄兄さんは仙首様の所で事件が起きて真っ直すぐに九遥山に来たんだよ。それだけ龍華姉さんの事を頼りにしてたんだと思う。それなのに」

　その一言を待っていたのか、龍華は嬉うれしそうに笑った。

「見損なっただと？　お前に人を見る目がないだけの話だろ。それを私のせいにされてもねえ。

　私に説教している暇ひまがあるんだったら、さっさと護玄を捜しに行った方がいいんじゃないのか」

　答えず燕寿は席を立つ。

　心配そうに自分を見る和穂の頭を撫で、燕寿は泡あわのような光の塊かたまりに変わり、次の瞬間には消え去っていた。




　　　　四




「勝手に上がらせてもらったぞ」

　少しばかり建たて付つけの悪い扉を開け、一人の女が龍華の工房の中に姿を現した。

　すらりとした背の高い体に、道どう服ふくではなく赤い武道着を着ているが、彼女もやはり仙人であった。左の腰には剣が差されていて、辛かろうじて仙人らしいと言えるのは、右の腰に着けられた瓢ひよう簞たんぐらいのものだった。

　かつて長い髪かみを持っていたときの習慣か、束たばねるには少しばかり短い髪の毛を、半ば無む理り矢や理り後頭部で束ねている。歳としの頃は龍華に近く、その佇たたずまいもどことなく龍華に似にているものがある。

　ある種の職業に就つく人間同士が、似た雰ふん囲い気きを持つのと同じような感覚だった。

　同じ源みなもとから流れる二つの要よう素その一つ一つをそれぞれ女と龍華は持っていた。女が持つのは冷れい酷こくさで龍華が持つのは不ふ敵てきさだった。

　龍華と互ご角かくに渡わたり合える程ほどの鋭するどい瞳ひとみは碧へき眼がんだった。

　龍華は眉み間けんに皺しわを寄せ、笑う。

「偉えらく珍しいお客じゃないか。『剣けん仙せん様さま』が何の御用だ？　まさか、宝貝の剣を造ってくれなんてほざくんじゃないだろうね。あんたには、その何の変へん哲てつもない剣で充じゆう分ぶんさ」

　いくら超ちよう絶ぜつ的てきな能力を持つ宝貝とて道具に過ぎない。そして、道具の優ゆう劣れつが意味をなくす境きよう地ちというものが、武道にはあった。

　女はその境地に居る。

　龍華の言う、『剣仙様』は当然、女の名前ではなく、その境地に至いたっていることを半ば皮ひ肉にくめいて指し摘てきしているに過ぎない。

　剣仙は腰につけた剣を外し、工房の壁かべに立てかけた。形だけでも敵てき意いのない事を示してはいる。

　龍華の正面に座りながら、剣仙は言った。

「しばらく見ないあいだに、仙人らしい風ふう体ていになったもんじゃないか」

　工房の卓に座り宝貝を設計しているのだ。仙人らしいと言えば仙人らしいと言えただろう。

　意外な来客で、その設計にまた少しばかり計算間違いが起きていたとしてもだ。

「古い友人相手に昔話でもしに来たのかい？　たいして、いい思い出はないけどな」

「無駄話をする気はない。もう知っているだろうが、護玄の事件についての話だ。何か情報を摑つかんでいるんじゃないか？」

　龍華は心底驚いた顔をした。

「まさかとは思ったが、あんたまで護玄を捕つかまえようってのかい？　おいおい、まさか書庫閲覧につられたのか？　あんたが、書庫でお勉強か」

「そんなに意外か？　仙界屈くつ指しの書庫なんだ、面おも白しろい剣けん譜ふもあるだろうさ」

　卓たくの上の和穂は二人のやりとりを不ふ思し議ぎそうに見ていた。剣仙は和穂の姿を一いち瞥べつしたが、特に何も言わない。

　龍華は顎あごを摩さすり、記憶を探る仕草をした。あまりに芝しば居いじみた仕草に、全すべてが冗じよう談だんのように見える。

「別にあんただから情報を教えてやらない。なんて、せまい了りよう見けんじゃないんだけどね。生あい憎にくたいした情報はないよ。

　そりゃ護玄には会ったけど、変容の呪いか何かで、護玄先生は哀あわれな珍ちん獣じゆう姿すがたで何言っているか判わかりもしなかった。なんせ、意思の疎通も出来ないらしいじゃないか」

　碧眼は静かに龍華を見つめた。

「そうか。護玄は何も言っていなかったのか？」

「喋しやべられる状態じゃなかったね。……でも、何か言ってたのかもしれない。ぼうぼうという鳴き声だったが。

　あれが何か、意味のある言葉だったのかもしれない。意味はあってもそれは判らない。なんせ変容の呪いだ」

「それじゃ、ここに話を聞きに来たのは無駄足だったな」

「いや、待てよ。あの鳴き声を未み知ちの言語と想定すればどうだ？　未知の言語だから、私には意味が理解出来ずに意思の疎通は出来ない。

　でも、鳴き声そのものに情報は含まれているんじゃないか。解かい析せきは可か能のうかもね」

「ほう」

　とてつもなく面めん倒どうそうな表情で龍華は言った。

「ある程度の鳴き声の情報があれば解析そのものは可能だな。

　でも面倒だねえ。護玄が喋っていた音声を完かん璧ぺきに思い出して、それを手て間ま暇ひまかけて解析するのかい。悪いが、私ゃごめんだね。

　それにそこまでして解析する必要があるのか。必死になって解析した結果が『龍華助けてくれ、とんだへまを踏んじまった……』なんて泣き言が関せきの山だろ」

　剣仙は低い声で喋った。

「つまり、龍華は護玄の言葉を解析していないんだな？」

「当たり前だ。そんな大仕事をやるには、九遥山じゃ設せつ備びが不ふ足そくだ。まがりなりにも『意思の疎通がほとんど不可能』ってのが売りの変容の呪いなんだぞ」

　興味深そうな剣仙に向かい、龍華は吐き捨てるように言った。

「解析したけりゃあんたがやりな。別に商隠や燕寿と協力してやってもいいし。

　私はせいぜい、護玄の鳴き声を思い出してやるぐらいしかやらないぞ」

　剣仙は腕を組んだ。

「ふううん、そうか。そうなのか」

　次の瞬間、剣仙の碧眼は工房の中を完全に『視みた』。
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　その挙きよ動どうは誰にも勘かんづかれる事はない。

　碧眼はゆっくりと工房の中を見回したが、それは瞬しゆん間かんの時間にすら満みたない間に行われた事だった。

　存在しない程ほどの僅わずかな時間で、剣仙は考えを巡めぐらす。己おのれの碧眼が伝える情報を吟ぎん味みし次の一手を探すのだ。

　龍華の企たくらみは剣仙にはお見通しだった。

　護玄を突き放し、たいして興味のなさそうな素そ振ぶりを見せてはいるが、それは噓うそだ。

　龍華は護玄の無実を信じている。信じている上で、本当の犯人に罠わなを仕掛けているのだ。

　なんだかんだ言って、昔と変わっていない龍華の性格が剣仙には面おも白しろかった。

　誤ご解かいしている仙人が多いが、龍華は決して場当たり的な行動だけに頼たよる女ではない。

　力に頼り、力で問題をねじ伏ふせているかのように見え、実際にその通りであるが、そうそう単純なたまではないと、剣仙は熟じゆく知ちしていた。

　龍華は力ちから業わざに持ちこむために、周しゆう到とうな罠を張り巡めぐらすときがある。今回もそうだ。

　罠の張り方も、相変わらず、なかなか巧こう妙みようだ。

　あえて自分は目立つ行動をしない。あくまで自然に振る舞まおうとしている。

　自然な振る舞いの中で、自分が重じゆう要ような情報を摑つかんでいる事を広めさせて、真犯人を誘おびき寄よせようとしている。

　護玄の鳴き声。

　これが真犯人を誘き寄せるための餌えさだ。

　護玄の鳴き声、それすなわち真犯人が誰であるかの証言に他ほかならない。

　真犯人が誰か、自分が罠にはまり変容の呪いを受けてしまった顚てん末まつの証言だ。

　真犯人は解析を阻止するために、龍華の始末にやって来るはずだ。

　この広い仙界、逃とう亡ぼうを決め込めばたとえ真犯人が誰か判明しても、逃げられる可能性が高い。

　龍華はそれを避さけるために賭かけに出た。

　自分を始末さえすれば、逃亡者として仙界を逃げ回るまでもなく、護玄に濡ぬれ衣ぎぬを着せたまま、悠ゆう々ゆうと今まで通りの生活が続けられるという誘さそいだ。

　護玄は龍華の下もとに辿たどり着いたまでは良かったが、和穂の事を失しつ念ねんしていたのだ。仙人同士の戦せん闘とうに和穂が巻き込まれる危き険けんを考えて、すぐに逃亡し、次の手を考えようとして真犯人に捕まった。

　つまり私にだ。




　剣仙はゆっくりと隙すきを作らないように綿めん密みつに考える。宝石を無事手に入れ、護玄を仕留め、腰の瓢簞に封ふう印いんすることにまで成功したのだ。後は龍華を始末すれば全すべては上う手まくいく。追っ手に脅おびえ、仙界を流る浪ろうするなど御ご免めんこうむりたい。

　邪仙の心理を知しり尽つくしているのか、龍華の罠はとても美お味いしそうだと剣仙は感心した。

　まず大事なのは、龍華の口を封じようとした行動を証しよう拠ことして、誰かに通知するような仕し掛かけが一いつ切さい施ほどこされていないことだった。

　九遥山から外部に向けて、一切の情報は流れていない。窮きゆう地ちの龍華を助けに来る者も居ない。

　みえみえの囮おとりとはいえ、囮に釣つられたところで、敵は囮だけなのだ。獲え物ものにとってこれ程魅力的な罠があろうか。

　とはいえ、それは龍華が己おのれの腕うで前まえに自信を持っている証明であった。

　自分を始末しに来た者を返り討うちにする自信がなければ、こんな罠は罠として成立しなかった。全てを力でねじ伏せるための巧こう妙みような仕掛けだ。

　剣仙とて龍華の腕前は熟知していたし認めてもいた。だから、碧へき眼がんの『視た』情報をじっくりと吟味する。力で来るのならば、その戦力を見み極きわめる必要がある。

　まず、工房の中に何らかの符ふ術じゆつが施されているかどうかを確かく認にんする。

　部屋の片かた隅すみに、欠けつ陥かん宝ぱお貝ぺいを封印していると噂うわさされているつづらから符術の反応があった。

　が、とりたてて問題はない。符術は符術でも封印の符術でそれ以外の何ものでもない。

　一時的に解かい除じよするにもかなり手間がかかるような厳重な封印だ。たとえ中に何が入っていようが、龍華との戦闘には関係すまい。

　どちらにしろ勝負は一瞬でつけるつもりだった。

　つづら以外に符術の反応は全まつたくない。気配消しの符術も存そん在ざいしないと剣仙は踏ふんだ。

　警けい戒かいしている仙人の至し近きん距きよ離りで、気配を消しとおせる符術はまずありえない。僅わずかな違和感を感じ取られ、真犯人が尻尾しつぽを出さずに逃げ出す危険を龍華は冒おかすまいと、剣仙は判断した。

　次に宝貝の反応だ。

　ごちゃごちゃと宝貝の部品が散乱してはいるが、まともな宝貝は一つしか見当たらない。

　無む造ぞう作さに壁にかけられた楯たては紛まぎれもない宝貝だ。それ以外に宝貝は存在しない。

　未完成と呼べるような宝貝すらない。

　後は、仙術的な仕掛けの有う無むだ。

　龍華そのものが偽にせ物ものである可能性もある。符術ではないとしても、別の何かが化けているかもしれない。龍華だけでなく、卓たくの上の和穂も偽物であるかもしれない。特に和穂は、罠という性質上、危険を冒させないために何らかの仕掛けが施されている可能性が高い。

　碧眼は『視た』。

　龍華からは龍華の気配しか感じ取れない。

　和穂からは確かに和穂の気配がしている。

　二人とも本物だ。

　場ば違ちがいな哀かなしさを剣仙は唐とう突とつに感じた。

　かつて仲間とは言えなくとも、共に戦いその腕うで前まえを認めた龍華が、いつのまにこんなに甘い罠を仕掛けるようになったのか。

　楯の宝貝からは透とう明めいで細長い糸が伸のび、和穂の周囲に繭まゆのようなものを作り上げている。

　これは防御結界の一種で、糸の一本一本が結界であり、攻撃を防ぐための代しろ物ものであった。

　これで和穂を真犯人の攻撃から守ろうというのだ。

　自分自身の守りは、道どう服ふくに忍しのばせてある符で賄まかなう考えなのだろう。発動前の符は流石さすがの碧眼でも見み破やぶるわけにはいかないが、仙人ならば常識的に防御の符ぐらいは忍ばせているものであった。

　和穂は楯で守り、自分は符術で真犯人のとっさの攻撃を防ぎ、その後は通常の戦闘に持ち込む算さん段だんだと剣仙は判断し、軽い失しつ望ぼうを覚えた。龍華の勘かんは鈍にぶっている。

　考えるまでもなく、剣仙は次の一手を弾はじき出した。

　楯から伸びる防御結界はあまりに脆ぜい弱じやくだ。

　楯そのものの強度で守るのならば話は別だが、この防御結界は一昔前の代物だ。

　邪じや仙せんと蔑さげすまれる連中は、ある意味、常に実戦の中に身を委ゆだねている。末まつ端たんの技術は常に練れん磨まされているのだ。

　もし、真犯人が私ではなく他ほかの邪仙であってもこんな結界は容易たやすく分断出来るであろうと剣仙は考えた。

　防御結界が無意味である時点で、龍華の敗北は確定したようなものだ。

　最善の攻撃手順を剣仙は組み上げてみた。

　まず、袖に忍ばせた刀を実体化させつつ、和穂に斬ざん撃げきを加える。宝貝の防御結界が意味をなさないと知った龍華は、和穂に向かい符術を使う。

　龍華と和穂の両方を守れるぐらいの大きさの符術は使えない。そんなに大きい符が展開するより先に斬撃は和穂を捉とらえるからだ。

　龍華は刃そのものを無効化する符を使うだろう。刃にまつわりつき、刃を包み、刃を空間に固定する符ならば和穂を守れる。

　剣仙の斬撃と龍華の符術は速度的に互ご角かくだった。龍華本人に対する斬撃ならば、全すべて符術で防げるだろう。

　だが符術の対象は和穂だ。自分に対する符術に比べ、どうしても致ち命めい的てきな隙すきが出来る。

　一枚目の符は打てても、二枚目には僅わずかな隙、実戦では致命的な巨きよ大だいな隙が生まれる。

　刀は両方の袖に忍ばせてある。和穂を狙う刃は止められても、もう一つの刀がある。龍華が自分の身を守るための符は間に合わない。

　そして勝負はつく。

　なんと呆あつ気けない幕まく切ぎれか。

　剣仙は心の中で溜ため息いきを吐つく。

　龍華に気け取どられないだけの微かすかな時間で、剣仙はここまで読んだ。

　後は実行するだけだった。当然、剣仙には何の躊ちゆう躇ちよもなかった。
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　その刀もまた符術の一種であった。袖口に仕込まれた一枚の符は、斬撃の動きに合わせて刀へと姿を変えていった。

　剣仙の手刀にも似た動きが和穂に向けて放たれた。ただ、その掌てのひらは存在しない柄つかを握るように曲げられている。袖口の符は奇妙な蛇へびのように袖口から這はい出し、素す早ばやく剣仙の手にからまる。

　稲いな妻ずまのように符は尖とがり、刃を形作る頃ころにはもう和穂の首筋まであと僅わずかだった。

　驚きの表情の準備段階の表情をしながら龍華の腕が動く。腕の動きに合わせて、龍華の袖口から一枚の符がするりと飛び出、指先に絡からまる。

　符は布のように伸のび、刃に向かい走る。

　和穂の寸前で、龍華の符は剣仙の刃を捉えた。そして、そのまま刃をグルグル巻まきに押さえ込こんでいった。

　その時にはもう、剣仙のもう片方の腕は動きはじめていた。龍華はもたつきながら、もう一枚の符を取り出そうとしている。

　全まつたく間に合わない。

　龍華の符が袖口からまだ姿すがたを現しきっていない段階で、剣仙の刀は龍華の首に到とう達たつしようとしていた。

　龍華とて仙人であるから、首を落とされた程度では死にはしない。が、絶ぜつ望ぼう的てきなまでに無力化されるのは確実だった。

　そのまま仙せん骨こつを切きり刻きざまれて致命的な死に至るか、もしくは簡単に封ふう印いんされてしまうだろう。

　刃やいばが龍華の首に触ふれようとした刹せつ那な、まさに言葉通り紙かみ一ひと重えの隙すき間まに符が潜もぐり込んだ。

　和穂を刃から守ったのと同じ種類の符だった。

　何が起きた？

　剣仙は混こん乱らんした。龍華はまだもたついている。当然、仙術で腕を増やしている暇ひまなどもないから、龍華の腕は二本しかない。

　部屋の中には、自分と龍華と和穂しかいない。和穂？　剣仙は視線を走らせた。

　龍華を仕留める筈はずだった刃に絡まる符は和穂の手から伸のびていた。恐ろしく遠近感が狂う、嫌な感覚が和穂を見ていると起きた。

「！　赤ん坊じゃない!?」

　龍華は答えた。

「そうさ。不老不死の仙人様には、どうしようもない思考の隙がある。剣仙よ。お前が和穂の事を知ったのはいつだ？」

　剣仙は息を飲む。

「三年前！」

「まあ、仙界の広さからすれば速い情報だろう。それでもおかしいな。三年前に赤ん坊ぼうを拾ひろって、どうして現在も赤ん坊なんだ。

　正確には私が和穂を拾ったのは五年前、もう私に弟で子し入りして、今じゃ立派な道士様ってわけだ。自分が不老不死だから、うっかり子供の成長を見み逃のがすんだ」

　もはや和穂の姿を見ても、遠近感の狂いは感じられなかった。

　赤ん坊の和穂の姿はそこにはなく、代わりにもう少し成長した五歳さいの和穂がそこにいた。小さいながらもちゃんとした道服を身につけ、柔やわらかそうな髪はお下げに切り揃そろえられている。太めの眉まゆ毛げの下の黒い瞳は、緊きん張ちようのせいでまん丸く見開かれていた。

　剣仙は首筋に冷たいものを感じた。

　龍華の二枚目の符は刃封じの物ではなかった。剣仙が使ったのと同じような、刀の符だった。龍華の刀は剣仙の首筋にピタリと添そえられている。

「どうだ剣仙。罠は二つあったんだ。

　あえて時代遅おくれの防御結界を宝貝に張らせて、油ゆ断だんを誘い攻撃を決断させる。

　もう一つは和穂を和穂に化けさせる。

　さすがに読み切れなかっただろ。

　だが、まさかお前が犯人だったとはな。

　和穂！　母屋おもやに行って四し海かい獄ごくを持ってきな。剣仙よ、とりあえず四海獄の中に入っていてもらおうか？　嫌とは言うまい」
















　龍華の不ふ敵てきな笑えみに負けじと、剣仙も笑った。

「甘くなったな龍華。こんな小こ細ざい工くに頼たよるとはな。昔のお前はこうじゃなかった。昔のお前なら、己おのれの技わざの誇ほこりにかけて真ま正しよう面めんからぶつかっていた」

「これでも私は和穂の師匠様なんだよ。たまにはこういう搦からめ手ての授業も必要なんでね。

　それにこれは和穂のための狩かりなんだ。お前は私に負けたんじゃない。道士の和穂に負けたんだよ」

　ふと、剣仙から緊きん張ちようの気け配はいが消えた。

「そうか。お前もいつしか弟子をとる身になったんだな。

　勝手な願いだが和穂が一人前の仙人になったなら、龍華よ。もう一度、昔のように私と手合わせしてくれないか。

　それと護玄は腰の瓢簞の中に封印している。出してやってくれ。奴には本当に悪いことをした」

　龍華は殺さつ気きのなくなった剣仙の鼻先に向かい、顔をずいと近づけた。

「剣仙様よ。勝負はついたんだ。悪あがきはやめてもらおうか。

　その瓢簞にはどんな仕し掛かけがしてあるんだい？　もしかして土ど壇たん場ばで旧きゆう友ゆう面づらしたら、私が油断するとでも思ったのかい？　剣仙様も甘くなったねえ」

　途端、銅ど鑼らの音のような殺気が剣仙から放たれた。

　龍華の言葉は図星だったのだ。

　凄すさまじい形ぎよう相そうで剣仙は龍華を睨み続けた。
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　剣仙の姿はもうなかった。代わりに瓢簞が工房の中にあった。瓢簞の名は四海獄、見た目は平へい凡ぼんな瓢簞だが、その内部には莫ばく大だいな空間が広がる宝貝である。

　剣仙は四海獄の中に封印されている。

　いまだ緊張がとれないのか、和穂の額ひたいには汗あせが流れていた。

　龍華が不ふ思し議ぎそうに言った。

「どうした、深しん刻こくな顔して？」

「だってあたしの符が間違えたり遅おそかったりしたら、どうなってたか」

「よせよせ、失敗したときの事を考えても何の得とくにもならんぞ」

　龍華は場ば馴なれていたが、和穂にとっては初めての実戦だった。普ふ通つうの仙人が弟子にいきなり命がけの実戦を仕し向むけるなど、通常は有あり得えなかったが、和穂はそんな事を知らない。ただ、仙人になるためにはこんな凄すさまじい修行も必要なのだと、一人で納なつ得とくしていた。

　龍華の機き嫌げんは上々だった。

　剣仙を捕まえた上に、少しばかり惨さん劇げきの予感がしないでもなかったが、どうにか宝貝の設計図まで完成しているではないか。

「どうだ、初めての狩りの感想は。その面じゃ、楽しむところまでは無理だったようだな。

　だが、初めての狩りにしては、なかなか上じよう物ものの獲え物ものが獲とれたな。最初の狩りの獲物が孫歳だったら、恥ずかしくて人前じゃ言えんからな」

　自分の手て柄がらなのだろうか？　和穂には実感がなかった。

「あたしはあんまり、何もしてません」

「馬鹿を言っちゃいけない。この罠の肝きもはお前だったんだ。

　もしも真犯人が剣仙ほどの腕前じゃなくて、私の強さに恐おそれをなすような相手であっても、和穂という偽にせ物ものの弱点に誘さそわれて、尻尾しつぽを出したはずだったからな。

　今回の件は全部お前の手て柄がらだよ」

　どちらにしろ、誰の手柄かどうかはあまり和穂には興味がなかった。少しばかり舌したったらずの声で和穂は言った。

「でも、これで護玄様は助かるんですね、よかったよかった。師匠が護玄様に力を貸してあげて嬉うれしかったです」

　微び妙みようにおかしい敬語を気にするような種類の師匠ではない。

　和穂の狩りという名目であったが、窮きゆう地ちの護玄を助けてやったことに違いはなかった。

「あんなのはついでだ。

　一応、借りらしきものもあったから、返してやったまでだ。

　それにだな和穂。護玄のような律りち義ぎな仙人に恩を売っておくと、あとあと得するぞ」

　それが照てれ隠かくしの言葉なのか、本気でそう言っているのかは、和穂に判断は出来なかった。恐らく両方なのかもしれない。

「今日の事件は勉強になりました」

　和穂の正直な感想だった。龍華の言葉だけでは今まで信じられなかったが、本当に悪い仙人というものは存在したのだ。

　真ま面じ目めな師匠の顔になり龍華は和穂に言った。

「今回の件から何か教きよう訓くんは学べたか？」

「はい、悪いことはしちゃいけない。って思いました」

　龍華は少しばかり額を搔かいた。

「いや、取り違えてはいかん。

　悪いことをするときにはもっと綿めん密みつな策さくを練ねりましょう、というのが今回の教訓だ」

　厳しいながらも、たまに無茶な冗じよう談だんを言う龍華師匠を和穂は大好きだった。
















封仙娘娘追宝録外伝

　　『雷いかずちたちの大だい饗きよう宴えん』







　　　　一




　殷いん雷らいは立ちすくみ、殷雷は跪ひざまずき、殷雷は空を見上げ、殷雷は地面を見つめ、殷雷は呆あつ気けに取られ、殷雷は鼻で笑い、殷雷は腕うで組ぐみしながら思し索さくし、殷雷は状じよう況きようを完かん璧ぺきに把は握あくし、殷雷は状況を全まつたく理り解かいしていなかった。

　和かず穂ほは無む邪じや気きに喜び、和穂は冷ひや汗あせを流し、和穂は首を傾かしげていた。

　和穂の行動は、殷雷ほど多た種しゆ多た様ようではなかったが、それでも善ぜん倒とうに比べれば気が遠くなる程ほどの多くの仕し草ぐさがあった。

　善倒はただ、不ふ敵てきに笑っていただけだったのだ。

　息が詰つまるように青く植物が茂しげるこの森の中で、無む数すうに存そん在ざいする和穂と殷雷たちを前にして、たった一人、善倒は笑っていた。

　我ながら会かい心しんの悪あがきだと、善倒は自分の咄とつ嗟さの思いつきに酔よいしれていた。




　　　　一ノ一




　宝ぱお貝ぺい。

　仙せん人にんの造つくりし神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。尋じん常じようならざる能力を持ったその道具たちは、本ほん来らい、人の世界には存在してはならないものである。

　が、あるとき一人の仙人の過あやまちによって無数の宝貝が地上にばらまかれてしまったのだ。

　仙人の手による回収は、さらなる混こん乱らんを巻まき起おこすだけだと仙界の長おさたちは判はん断だんした。超ちよう絶ぜつ的てきな能力を持つ宝貝を手に入れた人間が、返せと言われて素す直なおに宝貝を返すとは考えにくく、力ずくの回収はさらなる混乱を巻き起こすだけでしかないと考えたのだ。

　かくて仙せん界かいの長は仙人たちに、人間の世界への干かん渉しようを厳げん重じゆうに禁きん止ししたのである。

　だが、一人の仙人が宝貝の回収を申もうし出た。

　さらなる混乱の危き険けんがあるというならば、自みずからの仙術を全すべて封ふうじてくれていい。ただの人間としてでも宝貝の回収に向かいたいと仙人は訴うつたえた。

　仙界の長は仙人の望のぞみを聞き入れた。宝貝を全て回収するその日まで、仙術を全て封じ込まれ人間の世界に降おり立ったのだ。

　その仙人の名は和穂。彼女こそが地上に宝貝をばらまいてしまった仙人である。




　　　　＊




　和穂がばらまいた何百という宝貝は、全て彼女の師し匠しようである龍りゆう華か仙人の手によって造られたものであった。

　しかも、何らかの問題があるとして封ふう印いんされていた欠けつ陥かん宝貝たちだったのだ。和穂はその封印を壊してしまい、結けつ果かとして宝貝たちは人間界に逃とう走そうしたのである。

　彼女が宝貝回収にあたり、仙界の長から託たくされたのは、宝貝の在あり処かを調べる、耳みみ飾かざりの形けい状じようをした宝貝『索さく具ぐ輪りん』、回収した宝貝を封じ込める瓢ひよう簞たん形の宝貝『断だん縁えん獄ごく』だった。

　死し地ちに赴おもむこうとする弟で子しに龍華仙人は、護ご衛えいとして一つの宝貝を渡す。

　自らも欠陥宝貝の封印に閉とじ込こめられていながら、逃走しなかった唯ゆい一いつの宝貝、彼は和穂の失しつ敗ぱいにつけこんでの逃走をよしとしなかったのだ。その甘あまさが彼の欠陥であるとも言われている。

　人の姿にもなれる、その宝貝の名は殷いん雷らい刀とう……あるいは殷雷剣けん、もしかしたら殷雷杵しよであり、場合によっては殷雷槍そうで、下へ手たをしたら武ぶ器きですらない殷雷鏡きようであるか、それとも……




　　　　一ノ一ノ一




　青年の長く伸のびた髪かみは、燃もえ盛さかる炎ほのおのような深しん紅くの色をしていた。炎を思わせるのは髪の色だけではなく、その瞳ひとみも彼が羽は織おる袖そで付つきの外がい套とうも同じような赤色に染そまっていた。

　青年の名は殷いん雷らい炉ろという。

　殷雷炉は用よう心じん深ぶかく周しゆう囲いを見回した。

　互たがいに探さぐり合う鋭するどい視し線せんが飛び交かっていたが、特に今すぐ事を荒あら立だてるような気け配はいは誰からも感じられない。

　実際に視し界かいの中に居るのは数人であったが、これだけ鬱うつ蒼そうとした森の中である。少しばかり距きよ離りをとられ気配を消されたならば、存在は把は握あく出来まい。

　しかしながら、不ふ意いを打たれるような状況ではないと、殷雷炉は確かく信しんしていた。下手に攻こう撃げきを仕し掛かけて、この奇き妙みような均きん衡こう状態を崩くずすのは得とく策さくではない。

「ねえねえ、殷雷。これってなんなの？」

　えらく能のう天てん気きな娘の声が響ひびいたが、それでも流石さすがに場の緊きん張ちようは解とけない。

　この状況なら、娘の言葉を無む視しすれば殷雷炉は自分がこの娘と無む関かん係けいであると誤ご魔ま化かせるような気がしたが、そうもいかない。

「いいから黙だまってろ、このスットコドッコイ」

「黙っていろスットコドッコイ。なんて言われて黙る奴なんか居るわけないでしょ？」

「和穂。お前には今この目の前に広がってる状況が見えないのかよ！」

「見えてるから、訳わけが判わからないって言ってるのよ。あんまり神しん経けい質しつになって考えても仕方ないんじゃない？」

　無む神しん経けいとかガサツとかいう言葉では、殷雷炉は和穂を定てい義ぎ出で来きないと、嫌いやという程ほど、思い知らされていた。

　和穂のすらりと伸びた背は、殷雷の身長とさほど変わらない。柔やわらかく細い髪が襟えり足あしのところまで伸びていた。十五歳の歳としの割わりには大人おとなびた顔のつくりは、その屈くつ託たくのない笑え顔がおに隠かくれてあまり目立たなかった。白く袖そでの長い、いわゆる道どう服ふくを身にまとっている。黒こく曜よう石せきのような輝かがやきを持つ、黒い瞳の上には細めの眉まゆが乗のっていた。

　和穂はぐるりと周囲を見回す。

「どことなく、私の偽にせ物ものみたいなのが揃そろっているのは判わかる」

　周囲に居いるのは和穂によく似た娘たちと、殷雷炉に似た服ふく装そうをした青年たちであった。

　不ふ思し議ぎと言えば不思議な光景ではある。

「殷雷、あんた一人が浮ういてるよ。あんたがいなけりゃ、そっくりさんの集会って事で割と説せつ明めいがつくのに。ほら、私のそっくりさんの側そばに一人ずつついてる、兄ちゃん連中も皆みな似たような顔をしてるじゃない」

　殷雷炉は一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした。『あんた』呼ばわりされたことに怒おこるべきか、『そっくりさんの集会』ではなんの説明にもならないと異い議ぎを唱となえるべきなのか。

「だから、和穂よ。こいつらは一体何者かが問題なんだろ？」

　この場に居る、娘たちは娘たちで、青年たちは青年たちで、それぞれ顔がよく似ていた。

　和穂は殷雷炉が一人だけ浮いていると指し摘てきしたが、その言葉はあまり正せい確かくではない。殷雷炉も他ほかの青年たちと顔つきはよく似ていたのだ。ただ、他の青年は概おおむね黒い髪を後頭部で括くくったような髪型をし、殷雷炉と同じような袖つき外套を羽織っていた。

　ただ、違ちがうのは外套は殷雷炉のような赤色ではなく、だいたいが黒系統に染そめられていた。

　殷雷炉も野放しにしている長ちよう髪はつを括くくり、髪を黒く染め、外套も黒色系統のものに替かえれば、この集団の中に簡単に溶とけ込こんだだろう。

　他の連中にしても、似てはいるが全まつたく同じ恰かつ好こうというわけではない。

　髪の色や長さが微び妙みように違うし、外套の装そう飾しよくも細さい部ぶが違っている。鏡かがみに映うつしたような同じ顔が揃そろっていると言えなくもないが、もしそうならばその鏡はだいぶ歪ゆがんでいるだろう。

　和穂にしても、他の連中は殆ほとんどが和穂よりも長い髪をして、飾り布で髪の毛を束たばねていたのだ。さらに何な故ぜだか知らないが、他の連中の大部分が立派な眉まゆ毛げをしている。

　状況を判はん断だんしようと誰もが相手の出方を見守る、重い緊きん張ちよう感かんの中で和穂は一人だけ吞のん気きだった。

「一体、何者かが判らないって？　だったら聞けばいいじゃない。こんにちは、私は和穂と言うんだけど、あなたは誰？」

　あまりに剛ごう胆たんな和穂の問いかけに、殷雷炉は目め眩まいにも似た感覚に襲おそわれる。何な故ぜに、こいつはこんなに後あと先さき考えずに行動出来るのか？　龍華師匠の持つ一種危ういまでの繊せん細さいさがどうしてこの弟子には全く引き継つがれなかったのか、殷雷炉は不思議で仕方がなかった。

　いきなりの挨あい拶さつに釣つられたのか、側そばに居いた娘の一人が返へん事じをした。

「あ、はじめまして私も和穂です」

　その声からは素す直なおさが滲にじみ出ていた。相手の出方を見るために、あえて何かを仕し掛かけているような素そ振ぶりはみえない。

　屈くつ託たくのない笑え顔がおに軽い嫌いやみを滲にじませるという離はなれ業わざで殷雷炉に向かい和穂は言った。

「ほら、これであの子が誰かが判わかったでしょ。

　あの子は和穂。他ほかの娘たちもまず、和穂でしょうよ。何者かが判ったからと言って、どうなるっていうの？」

「うるせいな。どっちにしろわけが判らない状況に変わりはなかったな。

　でもよ。余あまりに意味がないだろ。これは何だ？　足あし留どめのつもりか？　逃にげるための時間稼かせぎなら、成せい功こうのようでも無意味だぞ。そりゃ、こいつらのせいで善倒を見失ったのは確たしかだが、索具輪があるんだ。逃げ切れるもんじゃない」
















　殷雷炉と和穂は善倒という男を追ってこの森の中に入ってきたのだ。当然、善倒が持っているはずの宝貝を追い求めてである。

「そうね。そう言えばあの善倒の小お父じ様の姿が見えないわね」

「うぉじぃさぁまぁねえ」

　殷雷は出来る限かぎり口を歪ゆがめ、和穂の言葉に異い議ぎを唱となえようとした。が、和穂は剛胆で細かいところにはこだわらないくせに、なかなか他た人にんの異議を認めない。

「あら、素す敵てきな小父様だったじゃないの。ああいう発はつ想そうの瞬しゆん発ぱつ力りよくがありそうな大人って恰かつ好こういいと思うわよ」

　発想の瞬発力というのも変な言葉ではあったが、実際に善倒の顔を見ている殷雷は和穂のいわんとするところが判らないではなかった。

　見た目は瘦やせこけたただの中年で、嫁よめの二、三人に逃にげられたような独どく特とくの貧ひん相そうさが滲み出ていた。ぼさっとした髪の中に一ひと筋すじの目立つ白髪があったが、あれはわざと染めているのか天てん然ねんなのかは殷雷炉の知ったところではなかった。

　才さい能のうはある種しゆの呪のろいでもある。

　酒場に居る善倒のすぐ側そばまで殷雷炉と和穂は迫せまったのだ。臭しゆう覚かくにも似た独どく自じの勘かんで善倒は殷雷炉たちが自分の持つ宝貝を狙ねらっていると判はん断だんした。

　別べつ段だん、善倒が武ぶ術じゆつの達たつ人じんで他人の気け配はいや殺さつ気きを読む能力に長たけているわけではない。

　善倒は生まれ持って、窮きゆう地ちを切きり抜ぬける才能を持っているのだと殷雷は考えていた。

　酒場からこの森に至いたるまでの追つい跡せき劇げきで殷雷炉は自分の考えが間ま違ちがっていないと確かく信しんした。

　まさに絶ぜつ妙みような逃とう走そう経けい路ろだった。

　最さい善ぜんの追跡経路は全て外し、二番手、三番手の逃げ道を駆かけ抜けていくのだ。殷雷炉にしてみれば、最善の追跡経路への対応をおざなりにするわけにはいかない。

　索具輪があるので、そう簡単に逃げ切られる心配はないのだが、下へ手たに時間を与あたえて何らかの策さくを練ねられるのは避さけねばならなかった。なにせ、能力が不明とはいえ善倒の手には宝貝があるのだ。

　殷雷炉は鼻で笑う。

　善倒には窮地を切り抜けるための性せい能のうがある。

　だが、それは呪のろいだ。性能があるが故ゆえに善倒は窮地と共に人生を歩あゆんでいる。

　窮地を切り抜けられる才能があるのだ。何故、窮地に至らないような努力をする必要がある？

「少しばかり甘あまく見ていたな。時間を与えないようにしていたつもりだが、思いつきで最善手を選びやがったかもしれぬ」

　目の前に居る、似たような顔をした集団、それが善倒の仕し掛かけであることに間違いはあるまい。

　が、それで何をしたいのだ？　やはりその部分は謎なぞだった。目の前の集団は牽けん制せいをしあっているが、とりたてて追跡の邪じや魔まをしようとしているようには見えない。

　互たがいの動向を気にしながら小声で喋しやべる青年と娘たちはそれぞれ、今の状況を相そう談だんしているようにしか見えない。

　和穂がポンと手を叩たたく。

「よし細かいところは気にしない」

「いや、幾いくら何でもこの状況を気にしないってのは無む茶ちやだろ」

「だからあんたは神経質なのよ。ともかく善倒を捕つかまえればすむ話じゃない」

「さすがは剛胆な和穂元仙人。神経質と無神経の中間ってものはないのかね？」

「考えるだけ無駄なときは考えないってのは立派な戦せん略りやくだからね」

「お前は考えるのが面めん倒どうくさいだけだろ」

　その話題は終わったとばかりに和穂は細い眉毛をひくつかせ、左の耳に着けられた質しつ素そな耳飾りに指を伸ばす。

　どこにでもあるような安物の耳飾りだ。真しん珠じゆに似ているが、そのざらりとした質しつ感かんは余よ程ほどの慌あわて者でなければ、真珠と間ま違ちがえる事はないだろう。

　この耳飾りこそが宝貝の在あり処かを調べる索具輪であった。和穂は目の前のややこしそうな連中は無む視しして、直接善倒の居場所を探さぐろうとしたのだ。ともかく善倒の宝貝さえ回収出来れば他の事じ件けんにはあまり興きよう味みはない。

　和穂が軽く目を閉とじると、彼女の瞼まぶたの裏に星のような光点が浮かび上がった。

　この光が宝貝の位置を示している。

　屈託のない笑え顔がおが滅めつ多たに消えない和穂の表情が僅わずかに曇くもる。

　そして、その場で軽く顔の向きを変えてみた。続いてピョンピョンと跳とび跳はねた。

　和穂が何をしているのか、殷雷炉には判らない。

「何をやっとるんだお前は」

　和穂は答えた。

「やられた。宝貝の反応がそこかしこにあってどれが善倒のおっさんの反応かは断だん定てい出来ない。

　というか、そこらへんに居る兄ちゃん連中もれっきとした宝貝だね。ちゃんと索具輪に反はん応のうしていやがるよ」

　和穂の動作は索具輪が正せい確かくに反応しているかどうかを確かめるためのものだった。自分の動きに合わせて光点が移動したのならば、索具輪の動作不良とは考えられない。

　殷雷炉とて欠陥宝貝として封ふう印いんされていた身だった。全員とはいわないまでも、ある程度特徴のある宝貝は噂うわさ話ばなしとしてでも、その存在を知っていたつもりだった。

　だが、こんなに複ふく数すうの似た宝貝の話など聞いた覚おぼえはない。

「どういう意味だ？」

　髭ひげなど生えてないのに、和穂は鬚ひげをこする仕草をした。

「なるほどねえ」

「噓うそをつけ。全然意味が判ってないだろ」

「いや、ここで取り乱したら善倒の思うつぼだから、はったりでもいいから余よ裕ゆうをかましておこう」

「そういうのは小声で言え。お前の地声のでかさはどうにかならんのか？」

　索具輪を指先でもてあそんでいた和穂がふいに黙だまった。

　冗じよう談だんなのか本気なのかは当然、殷雷炉には判らない。

「殷雷。何かが来る」

「どこからだ！」

「そこ」

　森の一部を指差すかと思えば和穂は殷雷炉の目の前を示した。

「冗談も大たい概がいにしやがれよ」

「本気と冗談の区別もつかないなんて意外と可愛かわいいじゃないの」

　そう言い、和穂は来るべきものとの間合いを外す。和穂が示した先には薄うすぼんやりとした影かげが浮うかび上がっていた。

　霧きりで作り上げた彫ちよう刻こくのような影は、すぐさま焦しよう点てんを合わしそのまま実体化した。

　現あらわれたのはやはり、和穂らしき人物と一人の青年だった。長い黒髪を後頭部でくくり、猛もう禽きん類るいを思わせる鋭するどい眼がん光こうを持った青年だ。

　途と端たん、爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。

　影から実体になった途端、その来らい訪ほう者しやは爆ばく煙えんに包まれる。

　爆煙を切り裂さきながら出しゆつ現げんした和穂は、片手に刀を持っていた。

　疾しつ走そうする狼おおかみのように刀の和穂は走り、気がつけば殷雷炉を羽は交がい締じめにして、その首に刃を押しつけていた。

　なんの言葉はなくとも、妙みような動きをすれば殷雷炉の命はないと宣せん言げんしているのと同じであった。

　周囲に殺気混まじりの緊張感が広がっても、眉毛の細い和穂に躊躇ためらいはない。

「多分、あなたも和穂なんでしょ？　生あい憎にくとそいつは人ひと質じちなんかにならないわよ。

　そう見えてもそいつは殷雷炉という宝貝だから、尋常の刃じゃ傷きず一つつかない」

　殷雷炉が少しばかり訂てい正せいした。

「あの、和穂さん。お忘れですか？　人間形態のときは幾いくら尋常の刃でも、刺さされるとやばいんですが」

「だったらさっさと原形に戻りなさいよ」

　刀の和穂が低い声で牽けん制せいした。

「妙な動きをするな。原形には戻るな」

　人質というのはあまり恰好の良いものではない。殷雷炉は少しばかり恰好をつけておくことにした。

「ふっ。原形への変へん換かんは瞬しゆん時じに行える。尋常な刃で俺に傷をつけることなど、事実上不ふ可か能のうなのだ」

　刀の和穂は舌した打うちをした。

　その舌打ちを聞き殷雷炉はいい気になってしまう。

「とんだ誤ご算さんだったな。判ったなら今すぐ解かい放ほうしてもらおうか？」

　刀の和穂は殷雷炉の耳元で答えた。

「二人の人影が一つになって、一つの影は刀を持っていた。ならば、自分の首に当てられてるのが、尋常の刃じゃなくて宝貝の刃であるとは考えられないのか？　普ふ通つうはそう考えるぞ」

　細い眉の和穂は名残なごり惜おしげに手を振ふった。

「とんだ誤算は殷雷の方だったようね」

　刀の和穂は殷雷炉の背せ中なかを軽く突き飛ばした。薄うす々うす事情を察さつしたのか、人質をとっても仕方ないと判断したようだった。

　そして、右手に持つ刀を空中に放り投げる。

　再び軽い爆発が起こり、そこには一人の青年が立っていた。鋭するどい目で殷雷炉を睨にらみつける。

　先せん刻こくまで刀を手にしていた和穂の瞳ひとみからは鋭するどさが消しよう滅めつしていた。

　細い眉毛の和穂は言った。

「あのさ。あんた誰よ？　私は和穂で、この赤いのは殷雷。いや、正確には殷雷炉」

　刀を手にしていた和穂が答えた。

「えぇと。私も和穂で、彼の名前は殷雷刀です」

　もはやたいした驚おどろきもなかった。刀を持っていた時と今の和穂の雰ふん囲い気きがあまりにも違っているが、それは武器の宝貝を使用した時の独自の現げん象しようだと、細い眉毛の和穂は知っていたからだ。

　そういう敵てきと幾いく度どか渡わたり合った経けい験けんがあった。武器を使っている最さい中ちゆうは、使い手の肉にく体たいは武器の宝貝自体が操あやつっていて、当とう然ぜんその眼光も使用者に宿やどるのだ。

　殷雷刀は周囲を見回し、そこにいる自分と和穂によく似てはいるが違う存在たちを確かく認にんした。殷雷刀は驚きもしない。何が起きているかが判ったからだ。

　殷雷刀は言った。

「くだらん」

　今まで静かに殷雷炉たちの言動を見守っていた、別の青年が静かに声を上げた。

　外見は殷雷刀に酷こく似じしているが、殷雷刀の中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの体格に比べ、威い圧あつ的てきにまで大きな体たい軀くをしている。

「俺は殷雷斧ふ。どうやらお前は何が起きているか判っているようだな。

　殷雷刀よ、そこの殷雷炉がさっきから騒さわいでくれたおかげで、大体の状況は俺にも推すい察さつ出来たが間違っていたら教えてくれ」

　じろりと殷雷刀は殷雷斧を見る。似たような眼光が宿るが、殷雷斧には自信に裏づけされたような落ち着きがあった。

「正解だ。お前が推察出来たと考えているなら、その推察に間違いはない」

　笑って殷雷斧はうなずき、小声で自分の隣となりに居る和穂に説明をはじめた。

　殷雷炉は納なつ得とくしない。

「まってくれ、俺にも教えてくれよ」

　面めん倒どうくさがり口を開かない殷雷刀に代わり隣の和穂が答えた。

「皆みなさんは多分、善倒さんの持つ宝貝を追ってこの森の中に入ってきたと思うんです。

　で、善倒さんはこのままでは宝貝を回収されると考えて、自分の持っていた宝貝甚じん来らい旗きを発動させて、別々の世界に居る私と殷雷をこの世界に呼び込んだんです」

　大きな胡坐あぐらをかき、殷雷斧はフムフムと首を縦たてに振った。

　だが、殷雷炉にはその説明の意味が判らなかった。

「善倒があんたたちを呼よび寄よせたんだな？　でもどうして？」

　細い眉の和穂が殷雷炉の袖を引っ張る。

「あんまり馬ば鹿かな事、言わないでよ。恰好悪いでしょ」

「何がだ？」

「いい？　呼び寄せられたのは私たちかもしれないでしょ」

　言われてみればそのとおりだった。もしかしたら、殷雷斧が追いかけていた善倒が、宝貝の能力で自分たちをこの世界に呼び込んだのかもしれない。

　それは理り解かい出来たが、いまいち殷雷炉は納得がいかない。それで何になるというのだ？

「『何が』起きてるかは判った。でも『何な故ぜ』だ？　それで善倒は何をしたい？」

　殷雷斧は面白そうに答えた。

「殺ころし合いさ」

「！」

「誰か一組がこの世界の住人で、それ以外は別世界の客だろ。問題なのは誰が住人で誰が客なのかが判らないってところだな。

　甚来旗は一つ。だが甚来旗を必ひつ要ようとしているのは俺たち全員ときたもんだ」

　やっとの事で殷雷刀は喋しやべりだした。

「生あい憎にく、俺おれと和穂はほとんど部外者だ。俺たちの世界で甚来旗の回収は済すんでいる」

　殷雷炉の隣で和穂は大きな地声で言った。

「じゃあ、あんたたちは、なんでここに来たの？」

「別に。甚来旗の欠けつ陥かんなんだよ。別世界から条件つきで召しよう喚かんを行うんだが、たまに条件から外れた奴も呼び寄せちまう。おかげで無む駄だな手て間まだ」

　そう言いつつも殷雷刀は嫌な予感に襲おそわれた。自分が今、とてつもなく不ふ吉きつな言葉を吐はいてしまったような居い心地ごこちの悪さがつきまとう。

　不吉さの正体が判らないまま、殷雷は適当な木を見つけ地面に座すわりもたれ掛かった。そして欠伸あくびをかみ殺しながら言った。

「ともかく早いとこ、けりをつけてくれ」

　どすん。岩と岩がぶつかるような音がした。それは殷雷斧が自分の両方の拳こぶしを胸の前で叩きつけた音だった。

　にっこり笑って殷雷斧は殷雷炉を見た。

「待て殷雷斧！　なんでいきなり俺を獲え物ものに決める！　他ほかにも色々居いるだろうが！」




　　　　＊




「もう、仕し掛かけに気づいている者たちがほとんどだろうが、一応説明しておく。

　お前たちは全員本物だ。お前たちは全員が本物の和穂と殷雷に間違いはない。まあ、殷雷は殷雷でも殷雷槍や殷雷剣の違ちがいはあるだろうがな。

　つまり甚来旗には別の世界から、指し定ていしたものを呼び寄せる能力があるのだ。

　俺は甚来旗を使い、『俺を追ってこの森に侵しん入にゆうした和穂と殷雷』を呼び寄せた。

　全すべてを元に戻したいのなら話は簡単だ。俺の甚来旗を破は壊かいすればいい。そうすれば、全てはあるべき世界へと還かえることになる。

　ただし、甚来旗は甚来旗を破壊したものと同じ世界へと流れ着く事になる。

　判わかったな？

　万が一、俺と違う世界の和穂と殷雷が、甚来旗を破壊したのなら、この世界から甚来旗は消しよう滅めつし、破壊者の世界には甚来旗が二つ存在するようになる。

　俺と同じ世界に居た和穂と殷雷には宝ぱお貝ぺいの完全回かい収しゆうが不可能となるのだ」

　善ぜん倒とうの言葉にどよめきが走った。

　寸前で窮きゆう地ちを切り抜ける喜びを胸に善倒はさらに付け加えた。

「ちなみに、『無ぶ事じに状況を打開出来る能力を持った和穂と殷雷の召しよう喚かんは禁止』という条件をつけた。呼び寄せる条件については甚来旗には欠けつ陥かんがあるが、禁止条件については動作に問題はない。

　既すでに自分の世界で甚来旗を回収した和穂と殷雷は呼び寄せてしまうかもしれない。が、『無事に状況を打開出来る能力』すなわち、俺と同じ世界に居た和穂と殷雷はどいつなのかを見み極きわめる能力や、それに類るい似じした能力を持った者は、間違っても召喚されていないってわけだ。

　ここに居いるのは事件を解決出来ない間ま抜ぬけな殷雷と和穂だけなのさ。まあ、誰だれが甚来旗を破は壊かいするか話し合いなり殺し合いなりで決めるという手はあえて残してあるがね」

　どよめきは殺さつ気きによって打ち消された。

　殷雷炉は殷雷斧によってブン回されている最中で、どよめきにも殺気にも加わっていなかった。殷雷斧と共に旅をしている和穂は、殷雷炉を助けようと必死になっていたが、当の眉まゆの細い和穂は殷雷炉について気にもしていない。

　殷雷炉は置おいておき、木にもたれる殷雷刀の側そばに近ちか寄よる。

「自分には関係ないから部外者を決めこもうっての？」

「ありていに言えばそうだな。お前も俺と同じ状じよう況きように置かれればそうするだろ？」

　確かに自分たちは部外者といえたが、だからといって静せい観かんしていていいのか刀の和穂は疑ぎ問もんだった。

「ねえ、殷雷」

　うるさいうるさいと殷雷刀は手を振ふった。

「深刻になるなよ馬鹿らしい。殷雷斧はふざけて殷雷炉を振り回してるだけで、別べつ段だんどうこうしようとしてない。そっちの和穂も判わかってるんだろ？」

　細い眉の和穂はにっこりと微笑ほほえむ。

「さすが、武器の宝貝は読みが鋭するどい。回収済ずみのあんたたちが居るって事は、どうやって回収したかの知識があるんだ。

　だったら騒さわぐ必要なんかない。善倒がいかに巧こう妙みように仕し掛かけたところで、正せい解かいを知っている奴がいるんだからね」

　珍めずらしく他人に感心した素そ振ぶりを見せて、殷雷刀は答えた。

「ほお。和穂、見てみろ血の巡めぐりのいい和穂ってのも居るんだな。……やっぱり名前が一いつ緒しよだと呼びにくいな。お前の名前はこの間と同じように『刀の和穂』でいくぞ。そっちの和穂は……」

「一緒に旅をしてるのは、殷雷炉」

「よし、じゃあ『細ほそい方の和穂』でどうだ？」

　刀の和穂が異い議ぎを唱となえる。

「細い方って何よ、細い方って！」

　細い方の和穂は刀の和穂を慰なぐさめる振ふりをしてさらに追い込む。

「ほんと。体重は私の方が少しばかりありそうなのにね」

　細い方の和穂の読み通り、その言葉を受け、殷雷刀がキッチリと説明する。

「体重じゃない。眉毛が『細い方』って意味だ。別に『炉ろの和穂』と『眉毛の太い方の和穂』でもいいが？」

　基本的に眉毛の太い和穂が和穂の集団の大たい勢せいを占しめているのだ。その呼び名では色々不ふ都つ合ごうがあるのは確かだが、真ま面じ目めにこれ以上騒さわぐとどんな呼び名をつけられるか判ったものではないので、刀の和穂は渋々と引いた。

「刀の和穂と細い方の和穂でいいよ」

　細い方の和穂は刀の和穂の頭を撫なでた。

「まあ、素す直なおで可愛い娘ね」

　いつの間にか殷雷斧の手から逃のがれた殷雷炉がつぶやく。

「よくもまあ、ぬけぬけと。お前と同じ和穂だろうが」

　殷雷刀はちょっとした感想を述のべる。

「しかし、似たような連中が集まっているが性格は意外と違うもんだな。刀の和穂と細い方の和穂なんざ全く別人だ」

　殷雷斧から自分を助けてくれた斧おのの和穂や、刀の和穂の様子を見て、殷雷炉は和穂は基本的に優やさしいのだと知った。どうやら自分のところだけは例れい外がいらしい。

　殷雷炉は言った。

「いや。この和穂も昔はこんな性格ではなかったのだ。ある宝貝との戦せん闘とうで後こう遺い症しようを負おってその結果として、このようなお気の毒どくな性格になってしまったんだよ」

「待て、それはどんな宝貝だ！　その宝貝についての情報を教えろ！」

　必死に殷雷炉を揺ゆさぶる殷雷刀の後頭部を細い方の和穂は力任せにぶん殴なぐる。

「冗じよう談だんに決まってるでしょうが！　それに私も太い方の和穂も違うのは髪かみ型がたぐらいでしょ」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる森の中で、ここだけはまるで異い次じ元げんのような吞のん気きな空気に包まれていた。刀の和穂には何ど処こから話に加わっていいのか判らない。真面目な話が通用するのだろうか。

「あの、ちょっといいですか？」

　自分の意見を言うのに周りの許きよ可かを得えようとする刀の和穂の姿に、殷雷炉は言いようのない感動を覚えた。

「ああ、もうなんでも言ってちょうだい。こいつらが聞いてなくても俺だけはちゃんと聞いてあげるから」

「ありがとうございます。さっきの善倒さんの言葉がちょっと気になりました。

　私たちの回収のときは、『ある人』のおかげで、無事に誰が善倒さんと同じ世界の私かが判ったんですけど、ここの世界の善倒さんの召しよう喚かん禁きん止し条じよう件けんだとその人はここに現れないと思うんです」

　言われてみればそうだと、殷雷刀も考えを巡めぐらす。殷雷刀が回収をしたときの善倒の召喚禁止条件は、もっと緩やかだった。『無ぶ事じに状況を打開出来る能力を持った殷雷及および和穂の召喚禁止』のような問答無用な条件づけはなかったはずだ。

「確かにそうだ。こんな条件だったら『あいつ』はやって来られないな。こりゃ、ここの世界の善倒には、してやられたかもしれん。

　俺たちの経験じゃ何の解かい決けつにもならないぞ」

　洒落しやれと冗じよう談だんが渦巻くこの周囲で、何が真実であるかを見み極きわめるのかは正直、難しかったが、刀の和穂の言葉にだけは、いかなるひっかけもないだろうと、殷雷炉は思う。

　ならば状況はとてつもなくやばいのではないか。

「それじゃ俺たちは一体どうなる？」

　殷雷斧は何も言わずに殷雷炉たちの会話に耳を傾かたむけていた。殷雷刀には解決策に至いたる知識がないと聞きき、斧おのの眼まな差ざしは少しばかり鋭するどくなる。

　殷雷炉は慌あわてる。

「いかん、斧が本気になってるぞ！　互いに潰つぶしあう事になったらどうする！　殷雷刀、力を貸かしてくれるな？」

「やだね。俺は中立。どうしても誰かに協力しなけりゃならんなら、斧につくね。あいつは強いぞ」

　この言葉が冗談だったらどれだけ嬉うれしいかと殷雷炉は思うが、そうそう自分たちの都合よく殷雷刀が動くとは考えられない。

　細い方の和穂はそれでも吞のん気きに笑っている。

「か、和穂！　どうするよ？」

　細い方の和穂は不敵に笑う。

「どうもしない。思い出してよ殷雷、私たちは今までに何度も窮きゆう地ちを乗りきってきたじゃないの」

「いや今回はまずいって。なんの策さくも思いつかんぞ」

「奇遇ね。私も思いつかないっ」

「じゃあ、どうしてそんなに落ち着いている？」

「判わからない？　これだけ和穂と殷雷がいるのよ、私たちが思いつかなくても誰だれか一人ぐらい状況を打開する方法を考えつくんじゃない」

「馬鹿かお前は！　状況を打開出来る能力を持った奴やつは召喚されてないんだぞ！」

「いちいちうるさいわね。どっしりと構かまえてたら、どうにでもなるって！　善倒みたいに中ちゆう途と半はん端ぱに利り口こうな奴は己おのれの策さくにはまって身動きがとれなくなるって相場は決まっているのよ」

　確かに威い風ふう堂どう々どうと細い方の和穂は構えていた。策を巡めぐらせ結果を待つ身でもないのに、ここまで落ち着けるのはある種しゆの才さい能のうを思わせた。

　心配になり殷雷刀は殷雷炉に尋たずねた。

「……本当にあいつの性格は昔からああなんだな？　本当に何かの宝貝のせいでああなったんじゃないんだな？」
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　善倒は愕がく然ぜんとしていた。

　細い方の和穂の言葉に間違いはなかったのだ。

　殷雷と和穂たちの人ごみの中に、一ひと筋すじの道が出来ていた。道の終しゆう端たんには跪ひざまずき呆ぼう然ぜんとする善倒が、甚来旗に寄りかかっている。

　そんな善倒の周囲には四人の和穂と殷雷が立っていた。

　その和穂たちが、善倒と同じ世界に居た殷雷と和穂が誰だれであるかを言い当てたのだ。

　そんな能力のある和穂は召喚されないはずであった。

　和穂たちにその能力はない。だが、四人の和穂たちは、その能力を持つ宝貝を所持していたのだった。

　道の向こうから殷雷炉と細い方の和穂が歩み進んできた。善倒と同じ世界に居たのは殷雷炉たちだったのだ。

　何な故ぜだか勝かち誇ほこった表情で殷雷炉たちは歩き、ついに善倒の下もとに辿たどりつく。

　和穂はゆっくりと甚来旗に手を伸のばし、旗はたを持ちあげる。善倒には旗を摑つかむ気力もほとんど残っていなかった。

　高々と旗を掲げ、周囲に一礼をしたのち、和穂は甚来旗を折おった。殷雷と和穂の中で比ひ較かく的てき吞のん気きな連中が拍はく手しゆと歓かん声せいを送っている。

　歓声の中、さながら麩ふ菓が子しのように呆あつ気けなく甚来旗は折られ、周囲の殷雷と和穂たちの姿はだんだんと薄うすぼんやりとした影かげへと還かえっていく。

　殷雷刀は言った。

「よくもまあ、こんな下らない回かい収しゆう劇げきがあったもんだ」
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「でも、結局良かったじゃない。無事に回収出来たんだからさ」

　和穂の言葉に素す直なおに頷うなずく殷雷刀ではない。それに不吉な予感は消えたわけではなかったのだ。

　未知の何かが近寄る不吉さではなかった。致ち命めい的てきな見逃しを行ったような不吉さだった。前提条件は全すべて示されているのに問題を把は握あく出来ていないもどかしさに近い。

　殷雷の不ふ機き嫌げんさの理由が和穂には判わからなかった。幾いくら和穂が話しかけても、殷雷は気のない返事しか返さず、二人は森の中を歩み続けた。

　ふと、殷雷の足が止まる。

「！　何か来るぞ！」

　言葉が消えると共に殷雷の姿は爆ばく煙えんに包まれ、和穂は慌てて刀の姿に戻もどった殷雷刀を手に取る。

　途端、和穂の瞳ひとみには猛もう禽きん類るいを思わせる殷雷の眼光が宿やどる。

　殷雷の知覚能力を和穂は共有し、側そばに居る何かの気け配はいを知った。

　ぼんやりとした気配だったが、気配は余りにも唐とう突とつに出現したのだ。似たような感覚を和穂は覚えていた。当然、殷雷も覚えていたが中ちゆう途と半はん端ぱに記憶に引きずられ、行動を躊躇ためらいはしなかった。

　気配の前後を確かめ、気配の死角に回り込こみ、一気に羽は交がい締じめにする。

　鷹たかが獲え物ものを仕し留とめる速さで、殷雷刀の刃は羽交い締めにしたモノの首に添そえられていた。

　和穂のうなじがざわめく。奇妙な気配はこれ一つではない。無数の気配がだんだんと質しつ感かんを持って現れてくる。

　何が起きているか、和穂は完全に理解した。

　殷雷は自分が何にたいして不吉感を覚えていたのかを知った。

　羽交い締めにされ、殷雷炉は呻うめいた。

「いい加か減げんにしろよ！　これだから武器の宝貝は嫌きらいなんだ！」

　ほう。と細い方の和穂は軽く頷うなずいた。事の異常さを理解したのだ。

　自分たちがはまった泥どろ沼ぬまを細い方の和穂はすぐに気がついた。しばし間を置き、刀の和穂も気がつく。一人殷雷炉だけはまだ、自分が陥おちいった窮きゆう地ちに気がついてない。

　げほげほと殷雷炉は咳せきをした。殷雷刀は既すでに人間の姿へと変わっていた。

　三人の深刻そうな顔を見ても、それが冗じよう談だんであるような気が殷雷炉にはしていた。刀の和穂も二人に騙だまされているのかもしれない。

「何やってんだよ。お前らはお前らの世界に還ったんだろ？　今さら何しに来やがった」

　緑に萌もえる森の中、どこか遠くで声がした。

　よく通る、若い女の声だった。

「そろそろ気がついたと思うけどね。ここに居るのは全員本物よ。よく似た偽物を使ってどうこうしようというんじゃない。噓だと思うんなら索さく具ぐ輪りんでもなんでも使ってみるがいい。

　私の宝貝、甚じん来らい旗きは別々の世界からの召喚を可か能のうとするのよ。この私『善倒を追ってこの森に入った殷雷と和穂を召喚する』という条件で、異世界の和穂と殷雷を招待したってわけ……」

　じんわりと殷雷炉にも事情が飲のみ込こめた。

「つまり、今回は俺たちは召喚されたってわけだな。そっちの刀は三回目か？」

　刀の和穂は首を縦に振った。

　今はまだ三回目だ。だが、これが何千回何万回、いや永遠に続く可能性があった。

　世界は無数にあり、無数の世界に存在する別々の和穂と殷雷を甚来旗は呼よび寄よせる。

　それはすなわち、無数に存在する世界の無数の善倒により、和穂と殷雷が無む限げんに呼び出される事を意味しているのだ。甚来旗を回収しているか否いなかは問題ではない。

　甚来旗は呼び寄せる能力に関しては、いまいち条件が甘いのだ。

　森の中には緊きん張ちよう感かんが広がっていた。

　だが、四人の周りには異い質しつの緊張感が広がっている。

　細い方の和穂は言った。不幸中の幸いにも目の前には武器の宝貝が居る。戦闘力以上に細い方の和穂は武器の宝貝の分ぶん析せき能のう力りよくが頼たよりになると知っていた。

「殷雷刀。対たい応おう策さくは？」

　いかに武器の宝貝とはいえ、無む限げんに対抗する術をすぐには思いつかない。

「駄目だ。思いつかん。相手は無限に存在する善倒だ。俺たちは有限だ。有限がどうやって無限に対抗しろというのだ！」

　個こ別べつへの対応ならば可能だろう。この世界の善倒と渡り合い、善倒を倒す事ならば出来るだろう。だが、それでどうなるというのだ？　この一件が解決し元の世界に戻ったところで、また新あらたな召喚を受ける。

　そして、それが永遠に繰くり返かえされるのだ。

「私たちはここから抜ぬけ出せない」

　細い方の和穂が声を絞り出したとき、遠くで歓声が聞こえた。

　この世界の和穂と殷雷が、めでたく甚来旗を折ったのだろう。殷雷炉たちの姿すがたが影となり消えた。
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「あはははは。ついぞ見まみえるはずのない、殷雷と和穂たちの饗きよう宴えんさ。せいぜい楽しんでくれたまえ。どのみち饗宴は血でもって締しめくくられるんだろうがね！　この善倒の……」

「ついぞ見えるはずがないだとよ。俺おれたちがこうして雁がん首くびを付き合わせてるのは何回目だったっけ」

　殷雷炉の問い掛けに誰だれも答えない。殷雷刀は正確な答えを知っていた。七十三回目だ。だが、間ま違ちがっても答えるつもりはない。

「いいからお前も真面目に考えろ。どうやったらここから抜け出せる！」

　軽く拗すねた声で殷雷炉は答えた。

「武器の宝ぱお貝ぺい様が必死になって考えても判わからないのに、私のごとき日用雑貨の宝貝に何が出来るんでげすかね？」

　細い方の和穂は事も無なげに言った。

「それもそうね」

　殷雷炉はぐうの音も出ない。

　刀の和穂は言った。

「やっぱりここは、他ほかの私や殷雷たちと協力した方がいい。皆で力を合わせれば、きっとどうにかなるよ」

「寝ぼけたことが言いたいなら、そこで寝てていいわよ」

　やはり細い方の和穂の言葉に容よう赦しやはない。

　殷雷刀は声を引き絞った。

「駄だ目めだ。ここにあるのは無限の停てい滞たいでしかない」

　この意見に対してだけは細い方の和穂からの容赦のない言葉はなかった。彼女もそう感じていたからだ。

　実際には、最初の召喚からまだ半日も経過してはいない。だが、殷雷の精神的な焦あせりはただものではない。他の宝貝と同じように殷雷刀自身は、無限に近い時の流れにも耐たえうるように設計はされている。問題は和穂だった。

　この無限の停滞を前に僅わずか百年の行いき詰づまりでさえ、和穂の身には致ち命めい的てきだろう。

　それ以前にこの繰くり返しが数万回繰り返されれば神経に異常を来きたしても不思議ではない。

　答を見つけようと焦れば焦るほど、神経はすり減へっていく。

　いまいち緊張感に欠けているのは殷雷炉だけであった。

　が、このまま馬鹿にされたままというのも彼の自じ尊そん心しんが許しはしない。

　殷雷炉はゆるりと立ち上がり、両の手を広げた。

「ふん。この呪のろわれた森から出られないというのなら、この森を偽ぎ炎えんで焼やき尽つくすのみ！」

　途端、殷雷炉の掌てのひらから白い炎が迸ほとばしった。

　周囲の和穂たちは驚おどろいたが、殷雷たちは炎を避さけもしない。偽物の炎の名は伊だ達てではない。意思の力一つで燃焼を拒きよ絶ぜつできる、仙せん術じゆつ的てきな炎だった。

　さすがに植物には効果があるので、言葉通りに森を焼き尽くすのは可能かもしれない。

　殷雷は狂くるったように笑った。

「ぶはは。いかにも日用雑貨らしい後あと先さきのことを考えない、つまらない行動だな。

　そんな事をして何になる？　でもよ、殷雷炉。いいところに気がついたな。

　いいから炎を消せ、そんな大だい道どう芸げいなんざしてる暇ひまはないぞ」

　殷雷刀は殷雷炉を呼よび寄よせ、珍めずらしく彼を誉ほめた。

「いいぞ、殷雷炉。結局はお前の言葉にしか活かつ路ろはない」

　誉められた本人には誉められた理由が判っていない。

「？」

「いいか？　鍵かぎは召しよう喚かん条件だ。善倒は『自分を追ってこの森に入った和穂と殷雷』を召喚している。つまり、鍵は『森』だ。

　この森から抜ぬけ出だせば、俺たちは召喚条件から除じよ外がいされる。つまり、ここから逃にげられるってわけだ。いやあ、お前の間ま抜ぬけな行動がなければ後あと、半はん刻こくは判わからなかったぞ」

　だいたい殷雷刀の性せい格かくを理解しはじめていた殷雷炉は、それが殷雷刀の最上級の誉め言葉だと理解した。

　細い方の和穂は慎しん重ちようだった。

「それほどいい手とは思えない。森の中心部に私たちは居るんだからね。そう簡かん単たんに外に出られる？」

「召喚と召喚の間にどれだけの間かん隔かくが空あくかによる。しかも召喚のたびに位置が森の中心に向けてずれてるようだからな。

　正直確実な方法とは言えないかもしれないが、可能性はある。賭かけるだけの価値はあるぞ」

「博ばく打ちは貧乏人のやる事よ。ま、今回は仕方ないけどね」

　殷雷は刀へと姿を変えた。殷雷炉と細い方の和穂も走る準備に入る。刀の和穂と殷雷炉たちは互いに背せ中なかを向けていた。

　細い方の和穂は言った。

「同じ方向に走ってもいいけど、万が一私たちだけが脱だつ出しゆつしそこねたら、そっちの和穂は立ち止まって助けようとするでしょ。悪いけどそういうのは嫌きらいなんでね」

　遠くから喜びのどよめきが聞こえた。そろそろ召しよう喚かんが終わりを告げるだろう。

「では、これでさよならになればいいんですが、殷雷炉さんに……細い方の和穂さん」

　声を出さずに細い方の和穂は笑い、歓かん声せいが起き、世界は一瞬ぼやける。

　背中に気配が消えたのを感じ、殷雷たちは走りはじめた。
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　心を通し、殷雷刀は和穂に話しかけた。

『いいか。負けることを考えて手を打つような真ま似ねはしたくない。

　だが、忠ちゆう告こくしておくぞ。一回で森から脱出出来なくとも諦あきらめるな。腹は立つが脱出の機会は無む限げんにある。そのうち一回でも成功すればいいんだからな』

『うん、判ってる』

　殷雷刀を片手に和穂は森を駆かけていた。疾しつ走そうする豹ひようのごとく体たい勢せいを低くし、風を斬きる音に己おのれの吐と息いきを流し、緑の森を残像と化しながら。

　森は深い。

　制せい限げんされている時間が具体的に判っているのならば、焦あせりはなかっただろう。単純に脱出が可能か不可能かが判るからだ。

　和穂には無限の機会があると言ったが、和穂の体力にも限界はある。

　焦りに包まれながら殷雷刀は和穂の体を駆った。

　あまりの速度のために歪ゆがむ視し界かいの中、ぼんやりと光の筋すじが見えた。それは森の外を流れる川の姿だった。川の手前、河原にまで走り込めば脱出は成功だ。焦り、焦り、焦りながらも和穂は駆けた。静かに誰かが自分を引き寄せるような感覚が和穂の身に近寄る。極きよく限げんにまで薄うすい絹きぬで造つくられた透とう明めいな手が擦すり寄よるような感覚が迫せまる。

　だが、引き寄せる透明な手に捕つかまれる寸前、和穂は森の外に出た。

　靴くつを通して感じる小石の感覚に、和穂の速度は落ちていった。

『脱出出来た！』

　もはや森は背はい後ごに存在している。

　殷雷刀は人の姿をとった。

「さてと。とりあえずはめでたしめでたしだな」

　和穂はそう簡単に納なつ得とく出来ない。

「でも殷雷炉たちは大丈夫だったのかな？」

　殷雷刀の力を借りて、半なかばギリギリだったのだ。殷雷炉たちが脱出出来たのかどうかはかなり怪あやしかった。

　殷雷の眉み間けんに皺しわが寄る。

「あいつらが脱出しようがしまいが、俺たちには関係がない」

「でも」

「冷つめたい言い方かもしれんが、奴らが脱出に失敗したからといって俺たちには何も手を貸してやる事は出来ん」

　和穂は森を見つめ、動こうとはしなかった。和穂の気持ちを思えば、殷雷は怒ど鳴なる気にもなれない。

「行くぞ。もしも、あいつらの役に立てるような宝貝が見つかったら、またここに戻ろう。それで納得しろ」

　回収すべき宝貝はまだ沢たく山さんあるのだ。後ろ髪を引かれる思いで、和穂は歩きだした。
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「……召喚条件はこうさ、この私『善ぜん倒とうを追いかけてこの廃はい村そんに入った和穂と殷雷を召喚する』すなわち、きみたちは全員が本物ってわけだ。本当だ。噓だと思うなら調べてみるがいいさ。そして絶望に打うち震ふるえろ！　この善倒が……」

　殷雷刀と和穂は目を丸くして立ちすくんでいた。街道を挟むようにして、廃村があった。ただそれだけの話だった。

　和穂と殷雷はその街道を歩いていただけだったのだ。あの森を出てすぐの話だ。

「だ、駄だ目めだ。相手を甘く見ていた。善倒は無む限げんに存在する。森だろうが平原だろうが、廃村だろうが、そんな物は関係ない。

　ありとあらゆる場所で善倒は俺たちに追いかけられ、ありとあらゆる場所で悪あがきの召しよう喚かんを行っている！」

　和穂は殷雷刀に言った。

「殷雷。森に戻ろう。殷雷炉たちが森からの脱出に必死になっていたら可哀かわい想そうだよ。

　そんな脱出は無意味だって、教えてあげよう」
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　汗あせだくになりぜいぜいと息を吐きながら、殷雷炉と細い方の和穂はへたばっていた。

　殷雷刀と刀の和穂の口によって、脱出が無意味だと知らされて意い外がいな事に二人は喜んでいた。

「こ、これでもう走らなくていいんだな！」

　抱きついて喜んでいるところをみると、二人の中は他人が見るほど悪いものではないようだった。

　殷雷刀は腕を組み渋しぶい表情で言った。

「俺が甘かった。謝あやまる」

「殷雷……」

「こんな日用雑貨の思いつきに乗せられて、軽はずみな手をうってしまった。予想されて然しかるべきだったのに」

　怒る以前に自分の息を整ととのえるのに殷雷炉は必死だった。

「今は走らなくていいという幸せに包まれてるんだ。何を言われても怒らないぜ」

　だが、呼こ吸きゆうが整うと共に言いようのない絶望感が殷雷炉を襲おそう。

「森から出ても意味はない。何ど処こに居ようと善倒に召喚されてしまうんだな？」

　刀の和穂は静かに頷うなずく。

「はい。善倒の居る世界も無限に存在するわけです。森で追い込まれた善倒も無限なら、それ以外の場所で追い込まれた善倒も無限に居るんです。その善倒の手には無限の甚来旗があって、無限に召喚が行われているのは確かく実じつです」

　手を扇おうぎ代わりにパタパタしながら、細い方の和穂は言った。

「ありていに言えば、万ばん事じ休きゆうすってところか。いや、それ以上だね。これは宝貝回収に失敗したっていう次元の問題以上に厄やつ介かいだ。

　私たちはここから出られない。どの和穂もこの場所で野の垂たれ死じぬ運命から逃のがれられないんだ」

　言いつつも細い方の和穂はさばさばしていた。絶ぜつ望ぼうに打ち震えるような素そ振ぶりは微み塵じんも見せていない。大きな地声で和穂は続けた。

「だけど何故だか、あまり深しん刻こくな気分になれないのは何故だろう？　深刻どころか、どうしようもない馬鹿馬鹿しさを感じてきた」

　それはお前が無神経だからだという、殷雷炉の言葉を和穂は無視した。

　ふと、和穂が疑問を口にした。

「そう言や、殷雷斧の姿が全然見えないのは何故なんでしょうか？」

「和穂。そりゃその刀が頼たよりにならないからといって、斧おのに頼ろうという態度は感心しないね。私なんかこんな宝貝と一いつ緒しよに、文句の一つも言わずに回収を進めてるんだよ？」

　殷雷刀も不思議に感じた。

「確かに奴は、一度会ったきり、それ以降は森の中に来ていないぞ。奴の気け配はいは全くしていない」

　日用雑貨は的まと外はずれな分ぶん析せきをした。

「！　そうか、本当の敵は善倒じゃなくて殷雷斧だったんだ！」

　思いつきで喋しやべっているだけの殷雷炉を、殷雷刀と細い方の和穂はボカスカ殴なぐった。殴ることにより精神を静めようとしている部分もあった。

　刀の和穂は言った。

「ごめんなさい。私だけかもしれないけど、状況がややこしくて何か見落としているかもしれない。

　召喚条件は、

『善倒を追ってこの森に入った、殷雷と和穂』

　で、

『ただし、この状況を無事に打開出来る能力を持った殷雷と和穂』の召喚は禁止。

　なんだよね？　召喚条件の方は少しばかりいい加か減げんで、既すでに甚来旗を回かい収しゆうしている私たちも召喚されたりしてるけど、召喚禁止条件は確かく実じつに守まもられてる。で、いいんだね？」

　殷雷炉はぼそりと言った。

「そうか。甚来旗の欠けつ陥かんは、召喚条件を厳げん密みつに守れない事なんだ。もし、その欠陥を修しゆう正せいしてやる事が出来れば、俺たちは召喚されずに済すむ。これか！」

　殷雷刀と細い方の和穂は殷雷炉を優やさしく手て招まねきした。自分の手柄を誉めてもらえるのかと思い、殷雷炉はぬけぬけと二人に近寄った。

　だが、待っていたのは拳こぶしの乱らん打だだった。

「どあほうが！　どうやって欠陥宝貝の修正をこの場で行う！　万が一そんな事が出来たとしても意味はないだろ！　欠陥を持った無む限げんの甚来旗が、俺たちを召喚し続けるんだぞ！　この場の甚来旗をどうこうしても仕方あるまい！」

　拳の乱打で調子が出てきたのか、殷雷刀の表情が急にふっ切れたものに変わった。

「あ、そうか。くだらん」

　次の瞬間、殷雷刀の姿は消しよう滅めつした。

　あまりの唐とう突とつさに三人は言葉を失うしなう。今回の召喚も甚来旗の破は壊かいによって解かい決けつされ、またしても元の世界に戻ったのかと、一いつ瞬しゆん考えたが、姿が消えたのは殷雷刀のみで刀の和穂はその場に残っている。

「殷雷！」

　何が起きたのか？　殷雷炉は言った。

「まさか、多た重じゆう召しよう喚かん？　召喚の最中に召喚されて……」
















　細い方の和穂は否定した。

「いや、それはないでしょ。そんなのが起きるのなら、とっくに起きてるはず。だと思うけど？」

　あまり確信のなさそうな言葉だった。もう少しばかり説得力のある説明を細い方の和穂は考えようとした。

「だからさ、『あ、そうか。くだらん』という言葉に意味があるんじゃないの。殷雷刀は何かを思いつきそれが『あ、そうか。くだらん』って言葉の意味で」

　説明しながら答えを探さぐる態たい度どに殷雷炉はいらいらした。

「消えた理由にはなってないぞ。なんで消えたんだ？　奴にそんな能力があるんじゃないだろ」

「私に言われたってね。消えた理由か。殷雷斧は一度しか呼び寄せられなかったって言ってたよね」

「それがどうした？」

「おかしいじゃない。この無む限げんの牢ろう獄ごくってのは二つに一つしかないのよ。善倒を打うち倒たおす能力を持つ者は、一切、この無限召喚には囚とらわれない。能力のない者は全て無限召喚に囚われる。殷雷斧はどうして、一度きりの召喚で済んでるの？　あいつには善倒を打ち倒す能力があるんだかないんだか……」

　細い方の和穂の言葉が止まった。

　何かを摑んだ。一番肝かん要ようで一番馬鹿らしい部分に自分の手が触ふれたような感かん覚かくがしたのだ。沈ちん黙もくの後、最後に出たのは次の一言だけだった。

「あ、本当だ。つまらない」

　その言葉を残して、細い方の和穂の姿も消え去った。

「げ！　何がどうした？」

　殷雷刀と細い方の和穂の姿は消えてしまった。なんの余よ韻いんもなく元からそこには何も居なかったような静寂しじまだけを残して。

　残された二人は慌てた。

「和穂！　俺にはさっぱり判らないぞ」

　慌てても仕方がない。焦あせっても仕方がない。心の中では判っていても、刀の和穂は焦り慌あわてた。

「大丈夫です。きっと何か理由があるはずですよ」

　消え去るなんていうのは尋じん常じようではない。その理由はなんだ？　今の状況で考えられる理由はなんだろうか？

「消えた理由は……あ、そうか！」

「とか言ってる最中にお前まで消えるんじゃないだろうな！」

　和穂は考えた。消えた理由は何か？　一番自然な考えは甚来旗が殷雷たちを元の世界に返したからだろう。でも、なぜ甚来旗はそんな事をしたのだ？　殷雷や細い方の和穂も取り立てて何か行動を行った様子すらない。

　和穂はもう一度、考えた。

　一度だけしか召喚されなかった、殷雷斧と斧の和穂。唐とう突とつに姿を消した殷雷刀と細い方の和穂。

　彼らには何らかの共通点があるはずだ。この世界には居てはいけない理由があるから、彼らはここには居ない。その理由とは？

　思い当たるのは召喚禁止条件しかない。

『この状況を打だ開かい出来る能力を持った殷雷と和穂は召喚禁止』

　判わからない。そんな能力を突然身につける事など可能なのだろうか。だが、殷雷たちが消えた理由はそこにあるとしか考えられない。

「消えた理由は、召喚禁止条件に触ふれたからだと思います……」

　刀の和穂の口調が妙みようだと殷雷炉は思った。自分の考えをまとめながら喋しやべるようなその口調は、細い方の和穂が消えたときと全く同じだ。

「消えるなよ！　お願いだから消えるなよ」

　殷雷炉の言葉は和穂の耳には届いていなかった。

　ただ、手て探さぐりながらもゆっくりと真実に向かい和穂の思考は進む。

　能力を持つ？　能力とは何か？　一度だけ召喚された殷雷斧。召喚条件。召喚禁止条件。つまらない。くだらない。殷雷たちによる潰つぶしあいを画かく策さくした善倒。和穂に能力はなくとも、和穂の持つ宝貝の能力によって崩ほう壊かいした善倒の策。召喚条件、召喚禁止条件に使われている言葉。言葉。状況を打だ開かい出来る能力があればこの無限召喚の外に出られる。そんな簡単に能力の取しゆ得とくが出来るのか。結局、和穂により同じ世界の和穂と殷雷を言い当てられてしまう善倒。甚来旗を折おる、細い方の和穂。麩ふ菓が子しのようにもろく崩れる甚来旗。折れる甚来旗。殷雷たちによる、潰しあい、何故なら甚来旗は破は壊かいしたものが居た世界へと流れ着くから。麩菓子。甚来旗。善倒。

　刀の和穂は叫ぶ。

「あ！　そんなんでいいんだ」

　虚こ空くうを摑つかむ殷雷炉の手の前で、刀の和穂の姿は消えてなくなった。

「……とうとう、俺一人になってしまったのか」

　周囲に広がるのは殷雷と和穂たちによって作られる雑ざつ踏とうの喧けん騒そうだった。




　　　　二




　和穂は生あくびを力の限りかみ殺していた。

　森の中には和穂の姿しかなかった。

　和穂は待った。どれだけの時間が過ぎたのだろうか、唐突に殷雷炉の姿すがたが現れた。心しん労ろうが重かさなったせいか、だいぶ窶やつれてみえる。

　和穂は面白そうに言った。

「どう、判った？　それともまだ判っていない？」

「うるせい。ちゃんと判ったよ。ちゃんと判って甚来旗に弾はじき飛とばされた」

　待ちくたびれたせいか和穂は大きく伸びをした。

「なかなか面おも白しろい回かい収しゆうだったね」

　無む限げん召しよう喚かんという極限状態を面白がる和穂の神経が殷雷炉には理解出来ない。

「面白くもなんともない。腰こし砕くだけの下らん回収だ。大体、あんな力ずくってのは趣しゆ味みじゃない。いや、別に力ずくってわけでもないのか」

　善倒の仕掛けた状況を打開出来る能力を殷雷炉は身につけていた。それはあまりに単純で力ずくな方法だった。だが、その方法は実行する必要すらないので、力に頼たよらない力ずくの方法であると言えた。




　力ずくで構かまわない、無む理り矢や理り善ぜん倒とうの腕うででもなんでも摑んで、その手で甚来旗を破は壊かいさせる。




　それが答えだった。その答えに気がついた者は『状況を打開出来る能力を身につけた』事になる。善倒は甚来旗と共に善倒の居た世界に、殷雷と和穂は甚来旗が破壊されたので元に居た世界へと帰り着く。かくて状況は打開されるのだ。

　それに気がつけば、その行動を実際に起こす必要すらなかった。

　殷雷炉の肩かたに顎あごをのせ、和穂は意地悪く質問した。

「一番は殷雷刀で、二番は私。で、ちょっとばかしトロそうだった、あの和穂とあんたのどっちが先に正解に辿たどり着いたの？」

　無限の世界に存在する無限の和穂。殷雷斧に振り回される俺を助けてくれた斧の和穂や、刀の和穂の誰もが優やさしかった。無限に存在する和穂のほとんどは優しいのだろう。

　が、なんでこの和穂だけが例外的にこんな性格をしているのか、殷雷炉は泣けてきた。
















封仙娘娘追宝録外伝

　　『最さい後ごの宝ぱお貝ぺい』







　　　　一




　和かず穂ほの声は震ふるえていた。

「……これで宝ぱお貝ぺいが全部揃そろったのね。七百二十六個の宝貝が全すべて回収出来たんだね」

　歳としの頃ころなら十五、六、いつもは柔にゆう和わな笑え顔がおを絶たやさない和穂の顔だったが、今は極きよく度どの緊きん張ちようで泣き出す寸前の表情にも見えた。

　声だけでなく、小こ刻きざみに肩も震えている。

　宝貝の完全回収という、この瞬しゆん間かんに到とう達たつ出来る事を固く信じながら続けた長い長い旅たび路じもついに終わるときが来たのだ。

　和穂の言葉を聞いても殷いん雷らいの表ひよう情じようはいつもと変わりがないように見えた。

　中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの体に羽は織おる黒い袖そでつきの外がい套とう、長い髪を後頭部で無む造ぞう作さに留とめたその青年の姿からは殷雷の正体を推おし量はかるのは不可能であった。

　さり気ない所しよ作さに表れる、しなやかな動き、猛もう禽きん類るいを思わせる鋭するどい眼がん光こうから、殷雷が一いつ介かいの武人であるところまでは注意深く観察すれば判わかったであろう。だがそれは彼の一面ではあるが本質ではない。

　彼は人ではない。

　彼の名前は殷雷刀とう。彼の正体は刀の宝貝であった。

　殷雷は力強く腕を組み、射いすくめるような眼光で和穂をにらみつけながらも、首を縦たてに振った。

「ああ。今、このとき、全すべての宝貝の回収は完かん了りようした。

　ふん。これでやっとお前の子こ守もりから解かい放ほうされるってわけだ」




　　　　＊




　宝貝。

　仙人が造つくりし神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。

　あまたの民話や神話にその片へん鱗りんを見せる宝貝には、尋じん常じようならざる能力が秘ひめられていた。

　仙人の住む仙せん界かいにおいてすら、騒そう乱らんの元げん凶きようになりうる宝貝は当然、人間の世界には存在してはならない存在であった。

　だがあるとき、七百二十六個の宝貝が仙界から地上に撒まき散ちらされてしまう事件が起きたのだ。

　しかもその七百二十六の宝貝は只ただの宝貝ではなかった。その機能に問題があるとして封印されていた欠けつ陥かん宝貝だったのだ。

　一人の仙人の過あやまちにより封印は破やぶられ、宝貝たちは仙界から人間の世界へと逃とう亡ぼうを果たした。

　当然、仙人による宝貝回収が行われても不ふ思し議ぎではなかったが、仙界の長おさたちは宝貝の回収を行わないという判断を下くだしたのだ。

　宝貝を持つ人間と仙人が戦えば、今以上の混乱が地上に広がるというのがその理由であった。




　全てはもはや手て遅おくれなのだ。




　だが、長たちの決定に一人の仙人が異いを唱となえた。仙人による回収がさらなる混乱を巻き起こすというのならば、自みずからの仙せん術じゆつを封印し一人の人間として宝貝の回収を行いたい。

　そう願い出たのは、封印を破り宝貝を地上にばらまいてしまった仙人だった。

　その仙人の名は和穂。




　　　　二




　無口そうなその男は、べらべらとよく喋しやべった。

「そう。俺は孤こ独どくな復ふく讐しゆう者しやなのさ。殺された姉の仇あだをとるという重大な決意を誰だれにも語らず、流る浪ろうの旅を続ける男なのだ」

　そう言われて瑪め維いは言葉に詰つまった。

　ご大たい層そうな決意の噓うそ臭くささ、微び妙みように矛む盾じゆんしているその言葉、どこから聞き返せばいいのか？

　判わかりにくい洒落しやれや冗じよう談だんの一種かと思わないでもなかったが、当の本人は至いたって真ま顔がおで巫ふ山ざ戯けている様子もない。

　だから余計に厄やつ介かいであった。

　歳としの頃ころなら二は十た歳ちぐらいだろうか、冗談のようにどこにでも居いそうな青年ではある。眼光鋭するどいとは間違っても言えないが、瞳ひとみの輝きからは真しん剣けんさが滲にじみ出でていた。

　だから余計に厄介なのだ。

　やむなく瑪維は、どこにでもありそうな猫ねこの話をした。

「その昔、ある人が猫を飼っていたのよ。

　どこから見ても普ふ通つうの猫で、普段も奇妙な素そ振ぶりなんて全まつたく見せなかった。

　で、飼い主が庭をぼんやり見ていると、その猫が木の実をついばんでる小鳥を獲とろうと狙ねらっていたわけ。

　よっぽど必死だったんだろうね、飼い主が見ているなんてちっとも気がついてない。

　小鳥の動きに細心の注意を払はらい、足音を殺して忍しのび寄り、一気に獲え物ものに飛び掛かった。

　でも、小鳥は素す早ばやく猫の動きを察さつして逃げちゃった。

　猫は途と轍てつもなくくやしかったのか、

『しくじったか』と、つぶやいた。

　ハッと猫が後ろを見ると、飼い主がこっちを見ているじゃないか。

　見られてはいけない物を見られてしまって青ざめた猫の表情に、飼い主は少しばかり可哀かわい想そうになったのね。

　そして飼い主は猫に言ったの。

『何も聞こえなかったよ』と。あいさ、べんべん」

　自じ称しよう、流浪の旅を続ける孤独な復讐者は瑪維に問い返した。

「そうか。口封じのために飼い主を食い殺した、その化け猫を俺に退治してくれと言いたいのだな」

「壊かい滅めつ的てきに違います」

　勝手に怪かい談だんにするんじゃないよ、『俺は仇あだ討うちという重大な決意を誰にも語らず胸に秘めている』なんて事を世間話替がわりにベラベラ喋しやべる矛盾を指し摘てきしてるんだと瑪維は言いたかったのだ。だが、この男はあまり口こう論ろんしたい種類の男ではなかった。

「遠慮は要いらないぞ瑪維。我わが相棒、塊かい邪じや星せいはいかなる邪よこしまなる存そん在ざいも打ち払う、秘めたる能力がある」

　だから秘めたる能力をベラベラ喋るんじゃないよ。と、さっきから遠回しに瑪維は指摘しているのだ。

　が、それとても自分の言いたいことから大分ずれていると瑪維は考えた。

　どう考えても復讐やら邪なる存在を打ち払うカイジャセイなんて物を信じる気にはなれないのだ。

　自分だけじゃない、こんな話を信じる奴やつは一人も居ないはずだと瑪維は信じたかったがそうではなかった。

　たった一人、この話を信じた人間が居たのだ。

　それがよりにもよって、瑪維が居い候そうろうを決めこんでいた、村の長ちよう者じやだったのが運のつきであった。

　長者は長者の呼び名に恥じぬ大金持ちだったが、地味に金を溜ため込こむ種類の金持ちではなかった。

　一体どういうこの世の仕組みになっているか瑪維には想像もつかなかったが、長者は金をドンドン使っていた。

　普通の金持ちがやるような、無む駄だづかいにくわえて、食しよつ客かくとは名ばかりの、旅芸人やら素す性じようの怪あやしい人間を屋や敷しきに住まわせ、食事の世話をするという道どう楽らくを長者は好んだ。

　この世には善ぜん人にんばかりではない。お人ひと好よしな長者は絶好のカモに見えただろう。

　が、長者は詐さ欺ぎの類たぐいには全くひっかからなかった。詐欺師にとって致ち命めい的てきなまでに長者には欲がなかったのだ。

　盗人ぬすつとにとっても格かつ好こうの的であるはずだった。

　が、食客たちが邪魔になった。

　瑪維が気づいただけでも食客たちの中には盗人がかなりの数まぎれ込んでいたのは確かだった。

　だからどの盗人も思うように動けない。

　丸々と太った美う味まそうなカモが居て、それを狙う盗人が山のように居るのだ。

　盗人たちは牽けん制せいしあって身動きが取れない状じよう況きようにあり、妙みような平和が作られていた。

　瑪維の本職は旅たび芸げい人にんであった。曲芸の類いの芸ではなく、琵び琶わを片手に各地を周り講こう談だんや歌を披ひ露ろうする芸人であった。

　職業のためか瑪維は見み栄ばえの良い顔をしていた。目鼻立ちがはっきりしているが、それは化け粧しようのせいであり、いまいち素顔が想像しにくい顔である。化粧のせいで大人おとなびて見えるが、年齢は復讐に生きる男とさほど変わりはない。

　瑪維は景気の加減で少しばかり食うに困り、長ちよう者じやの屋敷でしばらく居候をしていたのだ。

　講談を生業なりわいにしている割には、先せん刻こくの猫の話に味も素っ気もないのは、当然、金を貰もらった仕事ではないからだった。

　瑪維は男に尋たずねた。

「そう言えば、あんたの名前は？」

「天てん鷹おうだ」

　瑪維も、その名前は知っている。

「そうじゃなくて本名よ」

「偽ぎ名めいなど使うか。天鷹が本名だ」

　噓うそ臭くさいまでに恰好のいい名前だ。あまりに恰好良過ぎて、講談でよく使われる名前だった。

　あまりに恰好良く、あまりによく使われる名前なので講談の中では平へい凡ぼんな名前と言っても差さし支つかえなかった。

　それを本名だと言い切るのだ。

　まあ、講談好きの親が子供に名づけるぐらいならばありえるかと瑪維は考えたが、その恰好の良い名前で、しかも復讐に生きているというのは尋常ではない。

　復讐に生きる男でも腹が減るらしく、天鷹は長者の屋敷に転がり込み、長者は天鷹の旅の目的を知った。

　誰にも語らない、復讐という重大な決意に長者はいたく感動して、彼に手を貸すようにと瑪維に頼たのみ込こんだ。

　助すけっ人と役ならば瑪維以上に腕うでの立つ食客はゴロゴロ居たが、丁ちよう度どその場所に居合わせたのが瑪維だったのだ。

　偶然と言うより、腕の立つ食客は、敏びん感かんに天鷹から滲み出る厄やつ介かい事ごとの匂においに感づいて姿をくらませていたせいであった。

　講談と歌を生業なりわいにしている娘むすめを助っ人に世話されたのだ。瑪維本人は天鷹が丁てい重ちようにお断りしてくれると信じていたが、何を思ったのか瑪維の助っ人を承しよう諾だくしたのだ。

　瑪維にとっては迷惑この上ない話だったが、長者の世話になっている以上、嫌いやがるわけにもいかなかった。

　虎こ視し眈たん々たんと『偶然に天鷹とはぐれる』機会を探さぐる瑪維であったが、その隙すきを天鷹はなかなか見せない。

「で、天鷹さん。どこに向かってるの？　あてもなく仇を捜さがしてるんじゃないでしょうね」

　あてもなく捜している可能性が高い気もしないではなかったが、瑪維は一応牽制してみた。

「もし、手がかりがないんだったら、二ふた手てに分かれて聞き込みをやりましょう、そう、きっとそれがいい！」

　当然、そのまま天鷹とはぐれようという、瑪維の作戦だった。

　天鷹は足を止めた。

「邪じや気きだ。邪気の匂いがする。塊かい邪じや星せいが奴やつらの匂いを嗅かぎつけ、武者震いしている」

　瑪維は目を輝かがやかせた。はぐれるには絶好の機会だ。

「へぇ。そりゃ大変だ。私はどこか遠くに離れた場所に避難してるんで」

「駄目だ。俺おれの近くに居ろ。油ゆ断だんすると邪気に巻かれてしまうぞ。塊邪星の力で邪気を振り払ってくれる」

　塊邪星、塊邪星とさっきから言ってる割には天鷹が武器らしい武器を持っていないのが瑪維には不思議だった。

　どうせその塊邪星とやらは、ご大たい層そうな剣か刀に決まっているのだろう。復讐に生きる天鷹さんがお使いになる邪気を払う武器が、まさかハタキなんかじゃあるまいなと、瑪維はかすかに笑った。

　瑪維の笑いには興味を示さず、天鷹は己おのれの懐ふところに手を入れた。

　短刀の類いを取り出すのかという瑪維の予想は大きく外れた。

　懐から取り出されたのはホウキだった。

　見た目は庭にわ掃そう除じや枯れ葉集めに使う、普通のホウキだ。

　大きさも普通のホウキと大差ない。すなわち常識的にどう考えても懐には入るはずもないホウキだった。
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　宝貝回収にあたり、和穂には幾いくつかの宝貝が与あたえられていた。

　小刻みに震える和穂の手に、しっかりと握にぎられた瓢ひよう簞たんもそんな宝貝の一つである。

　瓢簞の名は断だん縁えん獄ごく。見た目は普通の瓢簞であるがその内部には莫ばく大だいな空間が広がっていた。回収した宝貝は、全てその中に閉とじ込こめられているのであった。

　そして、ついに全ての宝貝は断縁獄の中に回収されたのだ。

　少し落ち着いたのか、和穂の声はいつもの調子を取り戻した。そして、意い志しの強さを表す少しばかり太い眉まゆ毛げが動く。

　眉毛が作り上げたのは疑問の表情だった。

「えぇと。この後はどうなるの？」

　間抜けと言えば間抜けな質問であった。宝貝回収という、限りなく不可能に近い仕事をやりとげた後には相応ふさわしくない。

　だが、さすがの殷雷も間の抜ぬけた質問に怒りを現したりはしなかった。それだけ途と轍てつもないことを和穂はやり遂げたのだ。

「俺に聞かれても知るか！……とはいえ、回収が済んじまったんだから、お前の封ふう印いんされてた仙術が元に戻るとか、仙界のお偉えらいさんたちが迎むかえに来るぐらいあるだろうよ、いくらなんでも」

　唐とう突とつに和穂の目から涙なみだが溢あふれた。

　回収をやり遂げたという感動の涙ではなかった、回収を完了して仙人に戻れるという喜びの涙でもない。

　ただ、自分の師し匠しようである龍りゆう華か仙せん人にんと再び会えるという涙だった。

　殷雷は堪たまらなく嫌そうに言った。

「頼むから泣くな。あの馬ば鹿か仙人に会えるからといって何が嬉うれしいんだか」

　和穂が自分の涙の意味を知るよりも早く、殷雷は和穂の涙の理由を悟さとっていた。

　ばつが悪いのか殷雷は手に持った銀色の棍こんを使って伸のびをした。棍をゆっくりと振り回しながら生なま欠伸あくびをかみ殺す。

　和穂は自分の涙を抑えた。今はまだ泣くときじゃない。泣くのは師匠にあってからでも遅くはない。

「宝貝が全部回収されたって、すぐに仙せん界かいに伝わるかどうか判わからないもんね」

　いや、それぐらい判るだろう。と、殷雷は思ったが、そんな言い争いをしても仕方がないだろう。

　自分の与あずかり知る話ではないが、仙界は仙界の都合で動いているのだと殷雷は考えた。
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「近い、近いぞ！　この世ならぬ存在がすぐ近くに居る！」

　瑪維は塊邪星を手に草原を駆かけていた。

　少し遅れ、慌てながら天鷹が後に続く。

「瑪維！　一体、何がどうなっている？」

　天鷹には何が何やらさっぱり判らない。

　あのホウキの名前が塊邪星だというのは判った。だが、あのホウキは一体なんなのだ？

　この世に存在してはならぬ物を打うち払はらうとか瑪維は言っていたが、天鷹にはその言葉の意味が判らない。

　確かに、あのホウキが尋常のホウキではないらしいのは、天鷹も認めないではなかった。

　あのホウキは変幻自在に大きさを変える。もっとも小さい方に姿を変えることはあっても、巨大化をしたりはしないようだが、その一点だけでも普通のホウキでないのは確かだった。

　変幻自在に大きさを変える事に比べたら、かなり小さい事ではあるが、もう一つ奇き妙みような事があった。

　あのホウキで、特に何もない場所を掃はくと緑色に光る小さな塊かたまりがそのホウキの中に搦からめ取とられる事があった。

　瑪維の説明によれば、それは邪気の塊で、この世にあってはならない存在らしい。

　問題なのはその説明の意味が判らないというところだった。

　瑪維の言葉だけでは只ただの血ち迷まよい事ごとにしか過ぎなかったが、実じつ際さいにホウキが掃いた後では掃かれた場所の様子が確かに違っていた。

　掃かれた事により、その場所の空気が軽くなったような気がするのを天鷹は肌はだで感じていた。

　確かに何かが掃かれている。

　かといって適当に好きな所を掃いたところで、その場所の空気が格段に軽くなる様子はなかった。

　邪気を払うのだから、邪気のない場所を掃いても何の変化もないのは当然なのかもしれない。

　瑪維は言った。

「私だって詳くわしくは判らない。だけどあんただって塊邪星が掃はき清きよめた場所がどれだけすっきりしたかは感じたでしょ？」

　わけは判らないとしても、天鷹はうなずくしかない。

「そりゃまあそうだけど」

　瑪維はホウキのせいで一種の潔けつ癖ぺき性しようになっているのだと天鷹は直感した。

　邪気だかなんだか知らないが、あの淀よどみに鈍どん感かんな内は全く気にはならないとしても、淀みを一掃出来るとなったなら、淀みが目について仕方がないのだろう。

「私には判るのよ、この世ならざる尋常じゃない気の存在が！　全部払ってやる！」

　軽く狂きよう気きじみている。さながらホウキに操あやつられていると言ったところだろうか？

「そりゃ気持ちは判るぜ、瑪維姉ねえちゃん。邪気だかなんだか知らないが、今まではっきり見えなかったゴミの存在が判るようになって、それを掃く事も出来るんだ。

　掃き清めたくなるのは道理ってもんだ」

　かといってホウキ片手に村中を駆けずり回る姉の姿を見るのは、弟としていい気分ではない。

　やるにしても、もう少し落ち着けと天鷹は言いたかった。

「あらかた村中の邪気は払った。村の中は奇き麗れいなもんよ。

　でも、何か奇妙な気が近づいて来てるのよ。

　せっかく奇麗にしたのに、汚されちゃ堪たまらないでしょ」

　故にその奇妙な気が村に入る前に打ち払おうという瑪維の考えだった。

「？　待てよ瑪維。邪気が向こうから歩いて来るっていうのか？」

　水の淀みや吹ふき溜だまりの感覚で気が淀み、邪気になるというのなら、まだ天鷹は納なつ得とくした。が、邪気が向こうからやって来るとはどういう意味なのか。

　呆あきれたように姉は言った。

「だから慌ててるんじゃないの！　どんな化け物が来るかは知らないけど、それに打ち勝てるのは塊邪星だけなんだから！」
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「いきなり出て来て人をゴミ扱いか！」

　殷雷は力なく怒ど鳴なった。

　ホウキを持った娘むすめと、その隣に男が一人、どことなく顔の造ぞう作さくが似にているので姉弟か親しん戚せきか何かだろうと殷雷は考えた。

　瑪維は隙すきなくホウキを構かまえた。

「あんたの気は尋常じゃない。そっちの小娘も少しばかり奇妙だけど、あんたに比べれば可愛かわいいもんよ。

　まさか邪気の塊が人間の姿をしてたとは思わなかったけどね！」

　殷雷とて宝貝である。尋常ならざる気を出していて当然といえば当然であった。

　かといって尋常ならざる気を無む神しん経けいに撒まき散らすという真ま似ねをしているのではない。

　微かすかな気、そしてその気の性質まで鋭く見み抜ぬくのは塊邪星の能力であった。

　殷雷は肩に担かついだ棍を軽かるく振り回す。棍の動きに合わせ、殷雷の関節がぽきぽきと音をたてた。

「誰が邪気の塊じゃい！　無ぶ礼れい千せん万ばんな奴やつめ。まあいい、そのホウキは宝貝だな。さっさと返して貰もらおうか。回収せねばならん宝貝はまだ何百もあるんだ。ホウキごときに時間をかけてられるかよ」

　殷雷に負けじと瑪維もホウキを振り回す。

「お黙だまりなさい。この塊邪星で掃き清めてやる！」

　和穂は首を傾かしげた。

「幾いくら師匠でも、ホウキの宝貝に戦せん闘とう能のう力りよくなんてつけてないよね？」

　本気でそう思っているのならば、確かく認にんをする必要はない。

　和穂の師匠である龍華製せい作さくによる宝貝には、一般常識が通用しない事が多た々たあったのだ。

　万が一、ホウキに戦闘能力があったところで和穂は驚おどろかなかっただろう。それはすなわち万が一が全然万が一になってない事を示していた。

　馬鹿馬鹿しかったが、殷雷は嫌いやみたっぷりに答えた。

「戦闘能力は『ほとんど』ない。ホウキの宝貝に『ほとんど』戦闘能力をつけなかった、お前の馬鹿師匠の良りよう識しきには感かん服ぷくするな」

　もっともな嫌みだけに、和穂はなかなか上う手まく言い返せない。

「そこはそれ、いざってときのためだよきっと」

　掃除の最中にどんな『いざ』があるのか殷雷は問い詰めたかったが、さすがにそれだけの隙はなかった。ほとんどないとはいえ、塊邪星には一応戦闘能力はあるのだ。

　殷雷は軽く棍を構えた。

　少しばかり目め端はしが利きいたのか、天鷹は殷雷の構えの隙のなさに驚く。

「無む茶ちやだ姉ちゃん！」

　咄とつ嗟さに天鷹は瑪維を止めにかかった。

　瑪維はホウキを上段に構え、殷雷の脳のう天てんに向けて振り下ろそうとしている。

　鳩尾みぞおちを突つく、ホウキを打うち払はらう、ホウキを握にぎる腕を打つ。幾つかの選択肢があったが、殷雷はホウキの一撃を棍で受ける事にした。

　瑪維にしてみれば、力任せにホウキで岩を叩たたくのとたいして変わらない。しかも瑪維が想そう定ていしている打撃点を殷雷は少し外していた。

　攻撃を受けられた衝撃で指が痺しびれるのは確実だった。

　天鷹は姉を助けようと、殷雷と瑪維の間に入ろうとしていたが、間に合わない。振り下ろされたホウキを殷雷は軽々と棍で受けた。

　ガン。

　鈍にぶい音がした。衝撃で瑪維は塊邪星を手から離す。

　ここまでは殷雷の筋書き通りだった。が、少しばかり筋書きからはずれていた。

　激突の衝撃でホウキからホタルのように邪気が撒き散らされたのだ。

　邪気の保ほ持じ能のう力りよくが弱い。それが塊邪星の欠陥だと殷雷は気がついた。
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　しばしの時が流れた。少しばかり時間がたち過ぎている。

　幾ら何でも、仙界の反応が遅おそ過すぎる。

　翠すい嵐らん吹ふきすさぶ、山中の田でん園えんで二人揃っていつまで立ち尽くしていなければならないのだ？

　いらいらを隠かくしもせず、殷雷は軽く和穂を怒ど鳴なる。

「和穂。お前、まさか宝貝の数を間違えちゃあるまいな。よく見たら七百二十五個でした！　なんてことはないだろうな」

　異い議ぎを唱となえる和穂の手から殷雷はひったくるように断縁獄を取り上げた。

　瓢ひよう簞たんのどこかに標しるしがあるのでもない。

　だが、使用者の意思に反応して回収済みの宝貝の数を断縁獄は知らせた。

　心の表ひよう層そうを駆ける僅わずかな細さざ波なみのような信号だった。視し覚かくか聴ちよう覚かくか定さだかではない、どちらかといえば、思い出された記き憶おくに近いような感かん触しよくで数字が伝わる。




　七百二十六。




　間違いない。断縁獄の中には七百二十六の宝貝が入っている。ついでに言えば三十八日分の食料と百二十五日分の水も入っている。意外にも殷雷は酒を待ち歩かない主義なので、酒は一いつ切さい入っていない。回収したつもりだが、回収出来ていない宝貝があるわけではない。

「ほら、ちゃんと七百二十六個でしょ？」

　自分の言いがかりを素す直なおに謝あやまるような性格を殷雷はしていない。

「だったらどうして何も起こらない！」

　夏が終わり秋も近い。

　少しばかり冷たい風が稲穂を揺ゆらし、殷雷と和穂の風も揺らす。

「あ！」

　と、ほぼ同時に二人は声を上げた。

「そうか、欠陥宝貝の数は七百二十七個なんだ。殷雷も欠陥宝貝だ！」

　和穂には当然、殷雷に対してこれっぽっちの悪意もなかった。

　が、面と向かって欠陥宝貝呼ばわりされて殷雷は腹が立った。

　和穂の頰ほおをひねりあげ、和穂が充じゆう分ぶん承知している事をわざわざ再度説明した。

　説明の間は頰をひねり続けるつもりであろう。

「そうか。お前の馬鹿師匠が俺をお前の護ご衛えいとした時の話だな。あの封ふう印いんの中に居たのは俺を含ふくめて確かに七百二十七個の宝貝だったな。が、俺は封印を破やぶられても逃とう亡ぼうしなかった。人間界に逃げたのは七百二十六個の宝貝だった」

　和穂の失敗に付け込こみ、他の宝貝のように逃亡するのを殷雷はよしとしなかった。

　それはまた武器の宝貝としての甘さに通じるものであり、それこそが殷雷の欠陥と呼ばれているものであった。

　人間界にばらまかれた宝貝を回収するのに、仙人の介かい入にゆうを禁止したぐらいである。和穂が仙界から人間界に持ち込める宝貝が制せい限げんされるであろうことは、和穂の師匠である龍華や、龍華の友人である護ご玄げん仙人にとって当然予測は出来ていた。

　そこで龍華は、人間界に逃亡したのは七百二十七個の宝貝だと偽いつわりの報告を行い、殷雷に和穂の護衛を頼み込んだのだ。仙術を封じ込められた和穂は殷雷刀を隠し持つようにして人間界に降おり立たったのである。

　殷雷は大きく頷うなずく。

「俺も断縁獄の中に入って、初めて回収が完かん了りようというわけだ」

　やっとのことで和穂は頰ほおを離はなされた。ヒリヒリとする痛みで軽く涙なみだぐむ。

「判わかったんなら和穂。さっさと俺も断縁獄の中に入れてしまえ」

　和穂はコクリと頷うなずき、瓢簞の蓋ふたを外した。そしてゆっくりと瓢簞の口を殷雷に向ける。

　後は殷雷の名前を呼ぶだけで、殷雷刀は断縁獄の中に吸すい込こまれるはずであった。

　断縁獄はその中に大たい概がいの物を吸い込む事が出来たが、吸い込まれる事に抵てい抗こうの意思を示すものは吸い込めない。

　厳げん密みつには名前を呼ぶ必要すらないのだ。和穂が吸い込む意思を示し、吸い込まれる相手がそれを承しよう諾だくしているのなら、それだけで吸きゆう引いんが出来る。

　和穂の体が強こわばっている事を殷雷は知った。

「何やってんだ和穂。早くしろ！」

「……もしも殷雷を断縁獄の中に入れたらどうなるの？」

「どういう意味だ？　俺が入って、めでたく七百二十七個の宝貝の完全回収だ。お前は元の仙人に戻もどって仙界に帰れる。そして、あの馬鹿師匠と涙のご対たい面めんか？」

　ブンブンと和穂は首を横に振った。

「そうじゃない。殷雷はどうなるの？

　七百二十七個の欠陥宝貝は私の師匠が造つくったものだけど、そのまま師匠に返されると思う？

　これだけの混乱が巻まき起こったんだもん、多分今度は神しん農のう様の手によってもっと厳げん重じゆうな封ふう印いんを施ほどこされるかもしれない」

　神農。仙界の長おさである仙人の一人の名前である。断縁獄は神農が造りあげた宝貝であった。

　和穂の言葉はもっともであった。宝貝が龍華師匠の下もとに返されるのであれば、何の問題もない。だが、それは考えにくくもあった。

　殷雷は敵てきにさえ滅めつ多たに見せないような鋭するどい眼光を和穂に向けた。

「余よ計けいな事を考えるな。何でもいいから俺を断縁獄の中に入れるんだ」

「でも！」

　ずい、と殷雷は和穂の前に立ちふさがった。

「ここまで来て、寝ぼけたことをほざいてんじゃねえぞ。俺を回収しなければ、お前の旅は終わらない」

　さらに口を開こうとする和穂の頰に殷雷の平ひら手てが飛ぶ。

　和穂は衝撃によろめき、手に持った断縁獄を落とした。

　自分の頰の痛いたみなんかはどうでも良かった。和穂は急いで断縁獄を拾ひろおうとしたが、彼女よりも先に殷雷が断縁獄を拾い上げていた。

「殷雷！」

　殷雷は断縁獄の口を自分に向けた。

　そして和穂に向かい笑った。

「じゃあな和穂」

　途と端たん、一いち陣じんの風が起おき殷雷刀は断縁獄の中へと吸い込まれていった。

　殷雷の姿は消え、断縁獄は地面に落ちる。

　和穂は叫んだ。

「殷雷！　殷雷！　殷雷！」
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　何かが妙みようだった。尋常ならざる事じ態たいが起きているのには間違いはなかった。

　本来ならばこの異い常じよう事じの原因を探さぐるべきだったのであろうが、今は妙にばつの悪い空気が消え去ってくれるのを待つだけであった。

　殷雷は言った。

「そのつまりなんだ。何か馬鹿みたいに盛り上がっていた気がしないでもないが、結局どうなったというんだ」

　殷雷の姿を見られて和穂は嬉うれしかった。

　嬉しくはあったが、事じ態たいが異い様ような展開を見せようとしているのに間違いはなかった。

「うん。殷雷が断縁獄に入って、七百二十七個の欠か、ごほん。宝貝が全部回収されたはずなのに」

　分ぶん析せき能のう力りよくに長たける武器の宝貝たる殷雷は、わざわざ和穂に説明されるまでもなく、おおよその事は判っていた。

　だが、今は和穂に喋しやべらせる事にした。

「回収されたはずなのに、やっぱり何も起こらなかったの」

　風が吹ふき、稲いな穂ほが揺れた。
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「邪じや気きに巻まかれるって何よ？　せいぜい肩かたこりが酷ひどくなるとかそんなんでしょ？」

　邪気という物が、今一つ瑪維にははっきりしなかった。

　知識としてあるのは、鍼はりの先生が肩こりとは肩に邪気が溜たまるから発生する、みたいな話をしていた記き憶おくだけだった。

「ああ、そうだ」

　適当な知識を適当にぶつけただけなのだ。それを肯こう定ていされて瑪維は驚おどろいた。

「肩こりぐらいなら我が慢まんする！　戦いの邪魔になると申し訳ないんで私は遠くで隠かくれておくね」

　逃げようとする瑪維の首くび根ねっこを天鷹は摑つかんだ。

「邪気に肉体が抵てい抗こうして肩こりが起きるだけならまだいいさ。だが、邪気の量が多過ぎて最悪の場合」

　瑪維は生つばをのんだ。

「死んじゃうの？」

　天鷹は首を横に振った。

「死にはしない。ただ、惑わく乱らんが起きる」

「惑乱って何？」

「惑乱は惑乱さ」

　混こん乱らんや錯さく乱らんのことを天鷹は言っているのだろうか？

「わけが判わからなくなるの？」

　珍めずらしく天鷹は少し困こまった顔をした。

「訳は判っている。反応も通常と同じ。だけど惑乱してるんだ」

「……夢ゆめを見てるような感じ？」

「近いと言えば近いが、やはり少し違う。規き模ぼの大きい思い違いが起きるのさ。

　事実ではないものを事実と信じる。……いやこれも違うな。信じる信じないの話じゃなくて、事実でないものを何の疑うたがいもなく事実として受け取ってしまうんだ」

　天鷹の説明で瑪維は判ったような判らないような妙な気分になった。

「それってつまり夢じゃないの」

　天鷹はやはり首を横に振った。

「夢じゃないんだよ。まあ無理して理解する必要はない。理解したところで、巻かれてしまえば何も出来ないからな。でも心配は無用だ。こっちには塊かい邪じや星せいがある」

　天鷹の周囲には強きよう烈れつな邪気が立ちこめていた。ここまで強烈な邪気を見た記憶は天鷹にはなかった。

　何かが妙である事は瑪維にも判った。肩こりでもなんでもいい、不快感が起こって然しかるべきなのに、対象が強烈過ぎて抵抗反応さえ起きてこないような恐ろしさがあった。

　が、それとて天鷹の今までの話があったから気づいたのかもしれない。

　言われていなければ、この奇き妙みような空気に何の疑問も覚えなかっただろう。

　天鷹はくるりと塊邪星を振ふり回まわし、足あし下もとを掃いた。

　ざっざっ。

　何を掃いているのか？　何も見えなかったがホウキには確かに何かの手て応ごたえが見て取れた。

　ざっざっ。

「ホタル？」

　ホウキに緑色の小さな光が巻き込まれていった。

　ざっざっ。

　唐突に風の匂においが変わった。

　周囲にあった草原は消きえ果はて、そこには田でん園えん風景が広がっていた。

「！」

　瑪維は意味が理解出来ずに驚おどろき、天鷹は意味を理解して驚いた。

「ほお。これは凄すごい。土地まで邪気に巻かれていたのか」

「そんな事って！」

「だから言ったろ。夢とは違うと。ま、土地だって夢ぐらい見るのかもしれないがな」

　瑪維は場違いな疑問を覚えた。

　そう言えば、私の商売道具である琵び琶わは一体どこにあるんだろう？
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「何が足りないというのだ！」

　七百二十七個の宝貝は全て断縁獄の中に回収した。それなのに何な故ぜ、何も起きないのだ？　殷雷は考えを巡めぐらすが、理由は一向に判らない。

　和穂もきょとんとしながらも、頭を絞しぼって考えていた。

「まさか破は片へんとかそういう物が足りない？」

「ありえない話じゃあるまいが、それならば断縁獄が数として勘かん定じようしていないはずだ。

　それに、断縁獄に吸収するときに微び細さいな破片も一緒に吸収されているはずだぞ」

　宝貝を回収しても宝貝の残ざん骸がいが人間界に残ったままならば、少しばかり厄やつ介かいな事になる可能性はあった。

　幾いくつかの宝貝は回収に際さいして、破は壊かいされている。破壊された宝貝を断縁獄に吸収する時には、ほんの微かすかな破片も同じように回収されているのを殷雷はその目で見ていた。

　破片が広範囲に散らばっているせいで、回収の勘定に入っていない宝貝があるとも考えられない。もしそうなら断縁獄が七百二十六という数字を弾はじき出ださないはずである。

「もしかして断縁獄の調子がおかしいのかな？　間違った数を教えているのかも？」

　無む意い味みな仮か説せつだった。

　当の殷雷も回かい収しゆうした宝貝の名前は全て記憶しているのだ。その数は七百二十六で間違いはなかった。

「そんな筈はずはない。奴が七百二十六個目の宝貝だった」

「ふっ。ついに見つけたぞ、この世ならざる邪気の塊かたまりめ！」

　殷雷は少しばかり驚おどろいた。

　男と女の二人連れが、背後から声をかけてきたのだ。今までそんな気け配はいは全くなかったのにだ。

　奇妙であるが殷雷はさほど興味を持てなかった。宝貝は全て回収しているのだ。

　今さら少しばかり変なのが出てきても慌あわてる必要がない。

　それでも、男の手にあるホウキが妙みように殷雷の癪しやくに障さわった。

「我が名は天鷹、そしてこのホウキが塊邪星。こっちにいる娘さんは瑪維だ」

　ご丁てい寧ねいに名前の紹介をしている時点で、この二人は脅きよう威いになりそうにない。

　そう殷雷は判断し、自分の判断に妙に苛いらついた。

　和穂は隣となりでペコリと二人に挨あい拶さつをした。
















「何か御ご用ようでしょうか？」

「ふっふっふ。お嬢じようさん、今助けて上げるから、安心しなさい」

　瑪維の眉み間けんに皺しわが寄よる。

　邪気を払い、邪気に巻かれて自分が草原だと思っていた畦あぜ道みちを正気に戻した現場を目もく撃げきしているとはいえ、やはりホウキを片手に見み得えを切る姿は恰かつ好こうがいいとは思えない。

　道服姿の娘はともかく、銀色の棍こんを手に持つ男の冷たい視し線せんが痛かった。

「では参まいるぞ！　覚かく悟ごしろ！」

　天鷹は弾はじけるように跳ちよう躍やくした。

　なかなか素す早ばやくいい動きだが、並みの人間に不可能な動きではないと殷雷は判断し、殷雷はやはり自分の判断に苛いらつきを感じた。

　宝貝は回収してあるのだ、男の持つホウキは宝貝の筈がない。

　どんなに宝貝のように見えても、宝貝である筈がない。

　本気で天鷹と打ち合うことは、天鷹のホウキが宝貝であると認めてしまう事になる。

　殷雷は和穂の襟えり首くびを摑つかみ、天鷹の進行方向から体を逸そらした。

　天鷹は交こう錯さくする視線の中で、ニィと笑った。

　ホウキが振り回されたが、それは間合いの外の話であった。ホウキは殷雷や和穂に触ふれる事は出来ない。

「そこまでだ」

　ホウキの斬ざん撃げきが和穂と殷雷の側そばをかすめた。

　当たってはいないが、ホウキに何かの手て応ごたえがあるのを殷雷は見て取った。

　今の斬撃は命中したのか？

　ホウキは緑色の光の塊を搦からめ取っていた。

　途端、和穂と殷雷は惑乱から目を覚ました。
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　和穂は呆あつ気けに取られていた。

「！　勘かん違ちがいだったの？　宝貝を全て集めたというのは……」

　天鷹は不ふ敵てきに笑った。

「お嬢さんたちは邪気に巻かれていたのさ。事実でないものを事実と認識して、その誤ご謬びゆうの中に囚とらわれていた。

　だが、我が塊邪星の手により邪気は打ち払われたのだ！」

　殷雷はばつが悪そうに言った。

「判ってしまえば、どうしようもなく下らん話だ。邪気のせいでちょっとした混乱状態に落とされていただけなのか」

　なんたる不覚をとってしまったのかと殷雷は不機嫌になった。

　邪気は邪気だ。それ自身になんら意思はない。たまたま偶ぐう然ぜん、状況としてあり得えそうな惑乱を起こしたに過ぎない。

　それは一時の幻げん惑わくであったはずだ。天鷹が現れなくても、殷雷は宝貝回収は真実ではないという結論に辿たどりつけただろう。

　しかし、邪気に巻かれた事実が殷雷には腹立たしかった。

　天鷹は勝かち誇ほこっていた。

「ふむ。礼には及およばない。我が塊邪星の力の前では」

　無口そうな表情で饒じよう舌ぜつに己の置おかれた状況や復讐という使命について、天鷹は語り続けていた。

　一心に語り続けていたせいで、殷雷が刀の姿に戻り、和穂が殷雷刀を構えて自分に近寄って来ている事にすら気がつかない。

　抜き身の刀を手に歩み寄って来ているのだ。少しばかり気おくれして瑪維は後ずさったが、間合いは詰つめられるばかりだった。

　殷雷刀を片手にした和穂から漂ただようのは、背を向けて逃げ出せるような甘い気き迫はくではなかった。

　間近に迫る和穂を見て、慌てて天鷹は塊邪星を構えた。

「どうした？　邪気は払ったはずだぞ！」

　天鷹と瑪維は刀の間合いに囚われていた。

　間合いの中に居いるから生かされている、間合いから出ようとすれば、即そく座ざに斬きり伏ふせられるような気合いが、二人を包つつむ。

　そして、殷雷刀の斬ざん撃げきが走った。

　何ど処こを斬られたのか、天鷹には判らなかった。恐おそらく、脅おどかすだけ脅して塊邪星を切せつ断だんしたのだろうと考えたが、そうではなかった。

　でも、確かに刀は何かを斬っている。

　何かを斬り伏せた音が届いていたのだ。

　ぞくりとした寒気を胸に、天鷹は瑪維の居る場所に視線を走らせた。

　そこには天鷹と同じように、背せ筋すじを凍こおらせた表情の瑪維が居た。

　天鷹が見る限り、どこも斬られた様子はない。が、次の瞬間にパッと真っ二つになるのではないかという恐怖が付きまとう。

　掠かすれる声で天鷹はどうにか瑪維に声をかけた。

「だ、大丈夫か姉ねえちゃん」

　姉ちゃん？　姉は死んだのではなかったか、姉の復ふく讐しゆうを誓ちかい俺は旅を続けていたのではなかったのだろうか、いや本当はどうだったのだろうか？

　とっくの昔に殷雷刀は再び人間の姿に形を変えていた。

　さっきまでの、殷雷の不機嫌な表情は少しばかり晴れていた。

「ふむ。これで借りは返したぞ」

　天鷹と瑪維の隣では、切り払われた邪気が周囲の光の中に埋うもれ薄うすまりはじめていた。
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　和穂から断縁獄を受け取り、殷雷は塊邪星を断縁獄に入れた。

　天鷹と瑪維の姉弟は塊邪星を手放すことに難色を示しはしなかった。

　実際自分たちが邪気に巻かれた事により、塊邪星の危険を身に染しみて知ったからだ。

　些さ細さいな邪気を払っている分には、何の問題もない。が、塊邪星は邪気を消しよう滅めつさせているのではないのだ。

　己の中に邪気が蓄ちく積せきされ、その蓄積された邪気が何かの弾はずみで撒まき散ちらされれば、また邪気に巻かれるかもしれない。手放して当然と言えば当然だった。天鷹たちに近づいていた和穂たちも、そうやって撒き散らされた邪気に捕とらわれてしまったのだろう。

　断縁獄からは、現在その中に回収されている宝貝の数が殷雷へと伝わった。

　目め眩まいがする程ほど、先は長そうだった。

　殷雷は和穂に断縁獄を渡わたし、歩き始めた。

　歩きながらチラリと横目で和穂の表情を見た。

　塊邪星その物は邪気によってどんな惑乱を起こすか制せい御ぎよする能力はない。あの惑乱は偶然起きただけに過ぎないのだ。

　だが、それにしても残ざん酷こくと言えば残酷な惑乱だと殷雷は思った。

　宝貝が全て揃そろったと喜んだのに、それは一種の錯さつ覚かくに過ぎなかったからだ。

　さぞや和穂は落ち込んでいるだろうと思ったが、いつもの笑顔に変わりはない。

「拍ひよう子し抜ぬけしたな。もう少しがっかりするなり落ち込むなりしろよ。そんなにお前は能天気な奴だったか？」

　落ち込んだ姿を見せないために、無む理り矢や理り笑顔を作っているのかと考えたが、どうもそういうわけでもないらしい。

「あれぐらいのこと、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「嫌だ嫌だ。お前も人間の世界に長く居過ぎたせいで図ず太ぶとくなってしまったのか。まあ、もとより繊せん細さいってわけでもなかったが」

　殷雷の言葉に和穂は怒おこったりしなかった。

「宝貝が回収出来たと思ったときは、そりゃ嬉うれしかったよ。

　でも、その後、殷雷と離はなれ離ばなれになるかもしれないってなったとき、とても哀かなしかったの。だからかな？　全すべてが本当じゃないって判わかったとき、なんだか少しホッとしたの」

　絶望的な旅のもっとも望のぞましい結末。それとても殷雷との永遠の別れである可能性があるのだ。

　だが、和穂は前に進むしかない。

「ふん。俺は清せい々せいとしてたんだがな」

　精せい一いつ杯ぱいの嫌みを言ったつもりだったが、殷雷の表情はひきつっていた。
















封仙娘娘仙界編

　　『きつね狩がり』
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「狸たぬきじゃないか」

「うむ。狸だな」

「でも、狸じゃないんだろ」

「ああ、狸じゃないんだろうな」

　護ご玄げんの言葉は要よう領りようを得えない。

　護玄から手て渡わたされた宝ほう珠じゆを龍りゆう華かはもう一度覗のぞきこんだ。宝珠の中に刻きざみこまれた映えい像ぞうの記録は焦しよう点てんがぼやけていた。

　奇き妙みような記録である。

　一いつ瞬しゆんの出来事を辛かろうじて記録したのならば、この程てい度どのぼやけは起こりうるだろう。

　が、映像は一瞬ではない。かなり長い間ぼやけた映像が続いていたのだ。

　ぼやけながらも、そこに映うつっているのは狸の姿に他ほかならなかった。

「まさか、狸っぽい毛け並なみの丸顔の狐きつねじゃあるまいな？」

　龍華の疑ぎ問もんに護玄は答えない。問題の焦点はこの映像が狸か狐であるかには、あまり関係していなかったからだ。

　わざわざ護玄自みずから、九きゆう遥よう洞どうの宝ぱお貝ぺい工こう房ぼうにまで出向くからには、少しは面おも白しろい話を持ってきたのかと思っていた龍華は急速に興きよう味みを失った。

　ぽいと宝珠を放ほうり投げ、龍華は工房の大おお机づくえに向かった。

　工房の主にしか理解出で来きない秩ちつ序じよで、工房の中には色々な物が散さん乱らんしている。どこまでが工具でどこまでが材料か。どこまでが試し作さく品ひんでどこまでが部品なのか、さすがの護玄にも見当はつかない。

　放り出された宝珠を受け取り、護玄も大机の前の椅い子すに座すわった。

　客人の護玄に茶を出す者もいない。

「目もく撃げき者しやの話じゃ、確たしかに狸だったそうだ。少しばかり毛け皮がわのツヤが尋じん常じようでない美しさだったらしいが」

　護玄の話を聞いているのかいないのか、龍華は机の上の部品を神しん妙みような面おも持もちで吟ぎん味みしている。

「さっさと要点を言いなよ。どうせ厄やつ介かい事ごとなんだろ？」

　龍華と同じような神妙な表情で護玄は言った。

「この狸が仙せん人にんを狩かっている」

　消えかけた興味が少しばかり元に戻りかけたのか、龍華の視線が捩ねじくれた鉄板から護玄の顔に移うつる。

「おやおや。丸顔の狐疑惑を持つ狸の手によって仙人殲せん滅めつ、仙界消しよう滅めつの危き機きってことかい。そいつは大変だな」

　もしそれが本当なら、今ごろはもっと大おお騒さわぎになっているだろう。龍華の耳にはそんな話は伝わっていない。

「正確には返り討うちなんだがな。ちょいと珍めずらしい狸だから、仙人連中が捕つかまえようとちょっかいを出したんだが返り討ちにあって、狸には逃げられてるって寸すん法ぽうさ」

　机の上の部品を幾いくつか組み上げ、龍華は煙管キセルを造つくりあげた。今造り上げられたばかりのはずの煙管には何な故ぜか火が点ともっていた。

「仙せん獣じゆうか。博はく学がく泰たい斗とな護玄先生のその態たい度どからして、新種だな？」

「うむ。狸にちょっかい出して、返り討ちにあったなんて話をわざわざ誰だれも口にしなかったんだが、噂うわさってのはどこからともなく流れるからなあ。

　今じゃ知る人ぞ知る狸ってわけさ」

　返り討ちにあったのは恥はずかしいが、そのままうやむやにしておくのも悔くやしい。そこでさり気なく探さぐりを入れていくうち、噂が立ち上った程度の話であろう。

「返り討ちといったところで、たかが知れているんだろ？」

　生きるか死ぬかの重じゆう傷しようを負ったならば、もっと話は広まっているだろう。その素そ振ぶりは全くない。

「そうだな。共通しているのは全身ズタズタに切り刻まれて、身動きがとれなくなり、その隙すきに狸は逃亡という流れさ」

「仙人様が全身バラバラとは情けないねえ。仙人じゃなきゃ死んでた。ってとこかい」

　面おも白しろそうに龍華は笑う。

　なんの事はない、護玄は与よ太た話ばなしをしにきただけなのだ。元が真ま面じ目めで表情も真面目なものだから、妙みように勘かん繰ぐってしまっていたのだと龍華は考えた。

「龍りゆうや虎とらの大型獣ならまだしも、そんな小動物に後れを取るとは、ふぬけた連中も多いもんだな」

　護玄はもう一度、宝珠を龍華に渡した。

　何の気なしに龍華は宝珠に目を落とす。今度は狸の映像ではなく、ただの名めい簿ぼだった。

「なんじゃい、これ？」

「自じ己こ申しん告こくってわけじゃないんだが、周辺の調ちよう査さで明らかになった、狸に返り討ちにあった仙人の名簿さ」

　冷たい微笑ほほえみで龍華は名簿を見た。

「ほほお。名前が挙あがって当とう然ぜんの、おっちょこちょい連中に交ざって、面白い名前もあるじゃないか」

　龍華の例を取るまでもなく、仙人とて聖せい人じん君くん子しの集まりではない。利り害がい、怨えん恨こんにより対立関係にある仙人たちも当然存そん在ざいする。

　龍華の場合、対立関係にある仙人が通つう常じようの仙人と比べて少しばかり数が多かった。

　名簿の中には、そんな仙人の名前も交ざっていたのだ。

「一門から邪じや仙せんを出して、それを私に討とう伐ばつされたからといって私に逆さか恨うらみしている愉ゆ快かいな連中が交ざってるな。そんなんだから狸に後おくれをとるんだよ」

「うむ」

「聖人護玄先生にしちゃ、私好ごのみの面白い情報を持って来てくれたじゃないか。いやはや珍めずらしく礼を言うぞ」

　護玄の眉み間けんに皺しわが寄る。

「で、その一門がごねてるんだよ」

「？」

「あの狸は仙獣じゃなくて宝貝なんじゃないかってな」

「へぇ」

「確かに仙獣にしちゃ怪あやしい点も幾いくつかあるんだ。新種にしちゃ、そんな辺へん境きようで見つかったわけじゃない。私もあれが、仙獣か宝貝かの判断は出来ていない」

「ほぉ。で？」

　ずいと護玄は身を乗り出し龍華の前に顔を出す。

「あの狸って、お前が造った宝貝じゃあるまいな？」




　　　　＊




「失礼な！　だいたい仙人に手て傷きずを負わせるような、危険な宝貝を野に放つなどという、非常識極きわまりない事を私がするというのか！」

　鼻はな白じらむ表情で護玄は言った。

「そうだね」

　怒ど鳴なっている本人は、別に護玄に向かって口こう泡ほうを飛ばしているわけではなかった。

　必死に宝珠を覗のぞきこみ、ぼやけた狸の姿と自分の記憶を参さん照しようしている。

「神しん農のうの舌にかけて誓ちかってやるぞ！　あんな宝貝を造った記憶はない」

「『造ってはいない』じゃなくて『造った記憶はない』か。造ったのを忘れてた場合は、今の誓いにひっかかるのかい？」

　答えず龍華は咳せき払ばらいした。

「で、なにかい？　護玄先生は私を疑って調査に来たって事なのか。まあ、普ふ段だんの素そ行こうがちょっとアレなのは自覚してないわけでもないので、怒おこりはしないさ。嫌けん疑ぎが晴れたんならさっさと帰りな」

　どこらへんの嫌疑が晴れたのか、護玄には理解しがたかった。もとより、誰かの勅ちよく命めいで龍華の調査に来ていたわけでもない。

「上の指示で動いてここに来たわけじゃないよ。なんにしろ、そろそろ本ほん格かく的てきに狸狩りが始まると思われる。

　それ以前にちょっと面白い獲え物ものだから仙人連中の中にも、本気で狩りを仕し掛かける奴やつも出て来る頃ころ合あいだと思う。

　新種の仙獣にしろ、廃はい棄きか逃とう亡ぼう宝貝だったにしろ結論を出さずに済ます道理もないからな」

　何かに思い当たったのか、龍華は不ふ敵てきに笑った。

「なるほど。万が一、あいつら一門が狸を狩ったなら、証しよう拠こを偽ぎ造ぞうして私が造った宝貝だって事にしかねないな。厄やつ介かい事ごとになる前に、こっちで捕まえようって肝きもだな護玄？」

「まあ、大おお筋すじでそうだ」

　適てき当とうに護玄は話を合わす。

　そうそう証拠の偽造など出来る話ではないと護玄は知っていた。その可能性よりも、龍華が本当に狸の製作者であった可能性を危き惧ぐしているのだ。自分で回かい収しゆうしたのならば、まだ申し開きがたつであろう。

「でも意外だな、龍華。自分の身の安全を守るために手間をかけるとは正しよう直じき期待していなかったぞ」

　不敵な笑みはまだ消えていない。

「保ほ身しんなんていう、卑ひ俗ぞくな話なんてどうでもよい。

　それよりも、あいつらが一いつ杯ぱい食くらわせられた狸を私が軽かる々がると狩ったら、あいつらの面めん目ぼく丸まる潰つぶれじゃないか」

「そういうのは、卑俗な目的とは言わないのかよ」

　いちいち気にする龍華ではない。

　護玄は口調を改あらためた。

「これで話がついたな。

　さて、狩りの方法はどうする？　虚きよを衝つかれたのかどうか知らないが、たとえ本気じゃない仙人とはいえ、返り討ちにした狸だ。こっちも用心してかからないと、他ほかの連中と同じ目に遭あわされるやもしれん。

　こういう狩りの類たぐいは正直、私は苦手でな。

　龍華よ、お前の方が手て慣なれているだろ」

　流石さすがの龍華も少しばかり思し案あんした。

「おう。狩りは慣れている。で、その狸って神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのかい？」

「いや、厭えん湿しつの大たい湖こから動こうとはしていない」

「無水の大湖か。なるほど、仙獣の線を捨て切れんわけだ」

　厭湿の大湖。水の禁地に存在する、水のない湖である。独どく自じの生せい態たい系けいが存在してはいるが基本的には只ただの窪くぼ地ちに過ぎない。

　が、隠おん伏ぶくの術じゆつが効こう果かを発はつ揮き出来ないという特とく徴ちようがある。自生の植物に流れる樹じゆ液えきが水に近い性質を持つので各種の動物の住すみ処かとなっている。

　趣しゆ味みで仙獣を狩り、乗じよ騎うきとする仙人は多い。

　そのため、多くの仙獣は隠伏の術が効かないこの地に生せい息そくしている。

「確かく実じつ性せいを増すために、対狸用の宝貝でも造った方が良いよな？　どんな宝貝が有用なのか私には判らないんだが」

　護玄の話を聞ききながら、既すでに龍華は机の上に紙を置き、図面を引き始めていた。

「了りよう解かいだ。狩りに使う道具は私が造る」

「うむ。任まかせたぞ。製作日程を考えて、一ヶ月後ぐらいに狩りを決行するか？　急せかすようで悪いが、他の仙人が動きだす可能性があるからな。適当に仕事を分ぶん担たんしてくれれば、私も協力する」

「いや、明後日あさつてには出来てるんじゃないか」

　いつもながらの軽い脱だつ力りよく感かんと憤いきどおりに似にた絶ぜつ望ぼう感かんを護玄は味わう。龍華と会話をする時にはよく現あらわれる感かん覚かくだ。

　事件がややこしくなる前ぜん兆ちようは、いつも龍華の態たい度どに現れている。

「明後日ってなんだ！　そんな時間じゃ基本設計も出来ないだろう」

　さらさらと龍華は図面の上で筆を走らせている。既に完成品の輪りん郭かくとおぼしき物が見えてきている。

「対狸用に投とう入にゆうした宝貝が、狸以上の厄介事を巻き起こすなんてオチはやめてくれよ」

　気さくな冗じよう談だんと思ったのか、龍華は笑った。

「そんな間抜けな不ふ始し末まつする仙人が何ど処こに居いるってんだい」

　ぼやく護玄をなだめる手間すら龍華はかけていない。

　護玄にしても狩りに関して具体的な提てい案あんが出来ないだけに口調が重い。

「護玄、そんなに心配なんだったら狩りは一人でやるよ」

「心配だから首を突っ込んでるんじゃないか！」

　やれやれと龍華は首を振る。

「損そんな性格だな。悪い性格はさっさと治なおすに限るよ」

「私か？　私なのか？　事件をさらなる混こん迷めいに導みちびいた責任者は？」

「心しん配ぱい性しようだな。どうせたいした事にはなりはしないさ」

「……五日後に来る。その間に、せめて宝貝の動作確認だけはしっかり頼む。それと私が来るまで、絶対に狩りには行かないでくれよ」

　機き嫌げんがいいのか、図面を描えがきつつ空いた左手を振り、龍華は護玄に別れの挨あい拶さつをした。




　　　　二




　ごろりと笑しよう飆ひようは大地に身を投げ出した。

　見る者が見れば、またとない奇き景けいなのだそうだが笑飆には実感がない。この辺りの大地を覆おおう植物はたった一つの株かぶから生えているそうだ。しかも、その植物の根はここより遥はるかに離はなれた場所に存在するという。

　草原を形作る無数の草も視し界かいの所ところ々どころに見える巨きよ木ぼくや森も、同じ種類どころか全まつたく同一の植物だというのだ。本来なら砂さ漠ばく以上に生命とは無む縁えんの厭湿の大湖だが、この気まぐれな植物のおかげで生命に満ちあふれていた。

　笑飆は仙人である。

　だが、外見は仙人じみてはいない。

　歳の頃は二は十た歳ち程度の青年で若く見える。もっとも仙人の外見年ねん齢れいはあてにはならない。

　短めの髪に少々瘦やせ気ぎ味みであったが、それは精せい悍かんさという印象しか与えていない。眼がん光こうは鋭するどかったが殺さつ気きに満ちあふれている様子ではない。

　ざわざわと風が草を揺らす。

　水が存在しない世界の風は、確かに通常の風と匂においが違っていた。

　笑飆が身にまとっているのは道どう服ふくではなかった。狩人かりゆうどが身にまとうような質しつ素そではあるが動き易やすそうな服であった。

　柔やわらかくはあるが、風ではためく部位はなかった。

　内側に湾わん曲きよくした世界の底で笑飆は寝ね転ころがっていた。

　この地では隠おん伏ぶくの仙術は意味をなさない。

　だが、身を隠す事は出来る。

　消えてなくなる事は出来なくとも、その地に存在するものと一体化するのは可能であった。

　別段と難むずかしい話でもなかった。この地で過ごし、この地に慣なれていけば、存在の質はやがて同化していく。手間はかかるが仙術に頼たよる必要はない。

　うつ伏ぶせになりながら、笑飆は彼方かなたにある森の中を見た。

　厭えん湿しつの大たい湖この中に存そん在ざいするその森の中に例の狸たぬきはいる。

　落ち着き、狸の動きを分ぶん析せきする事が、狩かりにとっての重大事の一つであった。

　視線を感じたのか、一瞬狸の動きが止まった。

　こうやって、この地に同化し、狸の観かん察さつを始めて何日が過ぎただろうか。

　分析はかなり進み、狸の挙きよ動どうも大分理解出来てきた。だが、絶対の自信を得るところまでは来ていない。恐おそらく、絶対の自信を得るのは不可能なのであろう。

　極きよく限げんにまで切り詰つめれば、追い詰められた狸の行動は三、四種類に限定される。問題はそのたった三つか四つの行動のどれをとるかが判らないのだ。

　違いと言っても微び妙みような差さ異いで、しかしその差異が狩りにとっては重要であった。

「理りで詰めるのにも限界があるか。後は咄とつ嗟さの判断、直感頼りしかあるまい」

　てこずりながらも笑飆の声は楽しげであった。焦あせりを抑えるのも狩りの楽しみの一つであったからだ。




　　　　三




「狸狩りですか？」

　恵けい潤じゆんは龍華に渡された宝ほう珠じゆを覗のぞきこんでいた。そこに映うつっている妙みようなぼけ方をした映像は確かに狸めいて見えた。

「不服かい？」

「創そう造ぞう主しゆたる龍華仙人直じき々じきの勅ちよく命めいとあらば、この恵潤刀、命に代えても任にん務む遂すい行こうにあたります。とかなんとか言えばいいんですか？」

　やめろやめろとばかりに、龍華は手を顔の前で振った。

　工房の中、龍華の前に一人の娘が立っていた。流れるような長い髪かみに、あどけなさと鋭するどさが混じり合った奇妙な眼光を持った少女であった。

　袖そで付つきの外がい套とうをまとっているその少女は仙人ではなかった。彼女の名は恵潤刀。その正体は龍華が、この一件が起きる少しばかり前に造った刀かたなの宝ぱお貝ぺいである。

「もしかして御ご機き嫌げん斜ななめなのかい、お嬢じようちゃん」

「はい」

「そうかい、それは残念。でもそんなのはどうでもいいから本題に入るとしよう」

「私は、任務のより好みで怒おこったりはしません。狸狩りとは別の話です」

「その狸ってのは」

「納なつ得とくがいかないのは私の能力についてで」

「普通の狸とは訳わけが違ちがって」

「私の索さく敵てき手しゆ法ほうが殷雷たちと違うのは何な故ぜなんですか？」

　工房の机をバンと叩たたき龍華は怒ど鳴なる。

「お嬢ちゃんは人の話は聞きかない、その上、頑がん固こときたもんだ、か。

　あぁあぁ、その件に関して私も似たようなもんだ、とかなんとか言って皮ひ肉にくをかまそうとしたな？　な？　どうだ、お前の考えそうな悪あく態たいなんざお見通しなんだよ」

　驚おどろきながら恵潤は言った。

「自じ覚かくしてたんですか？」

「何がだ？」

「龍華仙人ご自身が人の話を聞かない頑固者だってことをです」

「誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようなんてのは、事じ実じつ無む根こんで根こん拠きよがないから成り立つんじゃないか」

「つまり私が、人の話を聞かない頑固者じゃないとお認めになられるのですね」

　しゅっと澄すんだ瞳ひとみで、正せい論ろんで畳たたみ掛かける宝貝の取り扱あつかいに龍華は躊ちゆう躇ちよした。

　基本的に適当な性格の龍華である。護玄のような種類の真ま面じ目めな性格には強いが、恵潤のような性格は苦手であると、今初めて自じ覚かくした。

「しょうがない。造られてたいして日にちも経たってない実戦経験もない、ひよっこ宝貝相手だ。少しばかり私の度ど量りようの広いところを披ひ露ろうしてやろうじゃないか」

「龍華大仙人ともあろう方が自らの心しん血けつを注そそいで造りあげられた、ひよっこ宝貝如ごときの御機嫌をわざわざ取って頂いて感謝します」

「何か？　お前は元々そういう性格なのかい。それとも機嫌が悪いからそういう態度なのかい？」

「御機嫌斜めだから、こんな態度なんですよ」

　何やら知らぬが分ぶが悪い。龍華はさっさと降こう参さんする事にした。

「何が気に入らない？」

「索さく敵てきの方法ですよ。なんで私のはこんな二度手間なんですか。殷いん雷らいたちみたいに普ふ遍へん的てきに存在する気を感かん知ちするような手法の方が効こう率りつ的てきです」

　大おお袈げ裟さにかつ適当に龍華は言った。

「何を言い出す。それが個性という物じゃないか。画かく一いつ的てきに同じ能力を持った宝貝だけじゃつまらないだろ。個性万ばん歳ざいだ」

　適当な部分が恵潤の標ひよう的てきになる。

「無意味な個性など個性の意味がありません」

「手て厳きびしいですな。ひよっこのくせして」

　澄んだ瞳で恵潤は龍華を睨にらみつける。

「だって造っちゃったもん仕し方かたないじゃないか。今さらどうこう言われても変えられるもんじゃないしさ」

　恵潤の瞳は雄ゆう弁べんだった。龍華の言葉を聞き、己おのれの愚ぐを悟さとった悲しみの色に瞳ひとみが染そまっていく。自分の索敵能力に大した意味はなかったのだ。この仙人の適当な思いつき、気まぐれで決められた能力に過ぎなかったのだ。

　そして自分は一生、この適当に与えられた能力を背負って生きていかねばならないのである。一ひと筋すじの涙が恵潤の頰ほおを伝う。

　龍華は嫌いやそうな顔をした。

「盛り上がってるみたいで悪いが、流石さすがに面おも白しろ半分や勢いきおいだけで適当に宝貝を造ったりは滅めつ多たにしないぞ」

　滅多にはない。正直さが美び徳とくになりえない事を若い宝貝は初めて知った。
















　龍華は説明する。

「無意味な二度手間なんかじゃないよ。一応、使いみちを考えてお前の能力は与えてある。索敵としちゃいまいちなのは認めるが、それ以外の使いみちがある」

「……それを実戦経験を積つみながら、自分の手で発見するのが、宝貝として成長するという事なんですね！」

「無む駄だに盛り上げるなと言うておる。そんな面めん倒どうな手間はかけずともよろしい。使い方は教えるから」

　恵潤は小さな顎あごを動かし、こくりと頷うなずく。

「お前さんの索敵方法ってのは、わざわざ自みずからが『場』を広げて『場』の中の気け配はいを探さぐるって種類だ。殷雷たちに比べて索敵範はん囲いは狭せまいし、『場』の中に入ったものはすぐにそれと気がつく。索敵してるのがみえみえでしかも範囲が狭いってんだからこれは笑えるよな。

　だが、お前は少しばかり『場』を支配できる。本当に些さ細さいな力だが、この力を使えば相手の索敵能力を少し殺す事も出来る」

「？」

「たとえて説明するなら、殷雷は周囲の雷気の乱れによって索敵するな。雷気は普遍的に存在する物だが、『場』の中の雷気を抑え込めば殷雷の索敵能力は減げんずるって寸すん法ぽうさ。別に雷気に限った話じゃない。正しよう直じきに言うが『場』の支配で出来る事はたかが知れている。

　だが、そのわずかな能力の重要さは説明せずとも判るな？」

　実戦経験のない恵潤にとって、具体的な方ほう策さくまでは考えつかなかった。だが、そこにある可能性の存在は手て応ごたえとして実感出来た。

　恵潤は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。声に響ひびくはしゃぐ気配を隠かくしもしない。

「はい！　判りました。で、実戦はいつ開始なんですか？　狸捕ほ獲かく用の宝貝を造るのが先なんですよね。しばらく時間がかかるようだったら、訓くん練れんで自分の能力の使いみちを色々と考えたいです」

　龍華は首を振った。

「狸捕獲用の道具はとっくに出来てるよ。ほら、これだ」

　場違いと言えば場違いな道具が工房の机の上に置いてあった。

「……龍華仙人。捕まえるのって狸なんでしょ？」

　龍華が指し示したのは鳥とり籠かごだった。

「おう。狸を閉じ込められるように大きめに造っておいたぞ。造るのに半日かかったよ」

　半日で造りあげるのは、勢いきおいだけで造ったのとは違うのだろうか？

「龍華仙人。頻ひん度どの高い行動を『滅多』にと言うのは間違っていると思います」




　　　　四




　ゆるりと吹く風と同じ速さで走り、仙せん獣じゆうと同じ足音をたて、吐と息いきはせせらぐ草の音と同じとなった。

　笑飆は周囲に同化した。

　見つめられている事にすら狸は感づいていない。周囲の安全を確認した狸は、木の実を齧かじり虫を食くらっている。

　笑飆は焦あせらない。これで準備が済んだに過ぎないのだ。狩かりはこれからが本番なのだ。

　待つ事が狩りの本質だった。絶対の一いつ瞬しゆんに全すべてをかける。裏を返せば、その瞬間まで待ち続ける気力が狩人かりゆうどとしての度ど量りようを決めるのであった。

　狸の動きがピタリと止まる。虎とらに似た肉食の仙獣の気配を読んだのだ。途と端たん、疾しつ風ぷうのような影かげが舞まい、狸の姿が消える。

　影は怒いかりに荒あれ狂くるい、そして虎の姿に戻る。

「木の上に逃げたと見せかけて、地面に掘ほっておいた穴ぐらに逃げる。と、見せかけて走って逃げる」

　樹上に飛び掛かろうとした素振りから、不ふ意いに仙獣は草に隠かくされた穴ぐらに狂きよう暴ぼうな爪つめを一気に差し込んだ。

　しかし、そこには何もいない。

　笑飆の読み通りに狸は一いち目もく散さんに走って逃げていた。

　狸の行動を裏打ちする知識を、笑飆は自分の意識に上る前に分析していた。いつしか直観の完成度で狸の動きの先読みが可能となっていた。

　狩りの準備は完全に整ととのった。




　後は獲え物ものが現れるのを待つだけだった。




　　　　五




「天下の大だい仙せん人にん二人がかりで、ひよっこ宝ぱお貝ぺいの御ご機き嫌げん取りってのもおつなもんだな、護玄よ」

　恵潤は大岩に腰こしかけプイと横を向いていた。

　護玄は軽く困こまっていた。

「そりゃ、初仕事が狸狩りじゃ刀かたなの宝貝としての誇ほこりに傷がつくかもしれないが、ここは我が慢まんしてもらえないだろうか？」

　二人がかりだと龍華は言ったが、説得に回っているのは護玄一人だけだった。言うことを聞かない宝貝を相手にして、先せん刻こくまで恵潤に負けず劣おとらず龍華も不機嫌であった。

　が、今は恵潤を説得する護玄の態度を面おも白しろがって見物している。

　恵潤は言った。

「別に狸狩りが不服なわけじゃありません。どうしてよりにもよってこんな場所に私を連れて来たのですか？」

「そう言われても、狸が居いるのはここなわけだし」

　厭えん湿しつの大たい湖こに二人の仙人と宝貝は居た。

　既すでに狩りの現場に到とう着ちやくしているのだ。

「困ったな。龍華、恵潤刀が居ないと狩りは無む理りなんだろ？」

　冗談めいた思し案あん顔がおをして龍華は言った。

「うむ。手持ちの宝貝の中でこいつしか、今回の狩りには使えるのはないな。任にん務むのより好みなんか宝貝どころか仙人でも出来ないんだ。たるんだ根こん性じようを叩たたき直すためにひっぱたいちゃえよ護玄先生」

　そう言いながら本人は手て荒あらな真ま似ねをする素振りすら見せない。質たちの悪い冗じよう談だんであった。

　只ただのわがままで駄だ々だを捏こねていると思われるのは恵潤にとっても心外であった。

「いいですか護玄仙人。私の能力は水すい遁とんの流れを汲くんでいるんです」

「仙人相手に仙術の講こう義ぎときたぜ、護玄先生」

　護玄は龍華を諫いさめる。

　恵潤は続けた。

「そんな宝貝をよりによって厭湿の地に連れてきてどうするんですか。ここって水の禁地なんですよ！　能力は三割方落ちるわ、髪かみはぱさつくわでいい加か減げんにして欲しいです」

「髪は関係ないとして」

　連れてきた龍華本人がからかう。

「酷ひどい物言いだね。女心が判わかっちゃいない」

　少し落ち着かせようと護玄は話題を変えた。

「で、龍華。それが半日で造った宝貝なんだな？」

　龍華の手には大きな鳥とり籠かごが握にぎられていた。

　どんな仕し掛かけがあるのか護玄は知らない。逆に短時間で仕上げられた代しろ物ものなら、暴ぼう走そうしても被害は少ないだろうと護玄は無む理り矢や理り納なつ得とくしていた。

　龍華は面おも白しろそうに笑い、護玄の質問をまともにとりあわない。

　護玄は溜ため息いきを吐つく。

「龍華。本気なんだか巫ふ山ざ戯けているのか、どっちなんだよ」

　水の禁地に恵潤を連れてくるぐらいだから巫山戯ているようでもある。だが、その格かつ好こうは普段と違っていた。

　いつもからは想像もつかない質素な道服に、髪かみ飾かざりを始めとした一いつ切さいの装そう飾しよく品ひんを今日は身につけていないようだ。動きやすいように髪も珍めずらしくきっちりと編んでいる。

　恰好だけを見ればやる気に満ち満ちているといえた。

「失礼な。私はいつだって本気だよ」

「だいたい、どうして恵潤を連れてきたんだよ」

「おや。こんなひよっこ宝貝は仕事の邪じや魔まだってよ、お嬢ちゃん」

「頼たのむから余よ計けいに話を混乱させるな。誰もそんな事を言ってるんじゃない」

「あのう。よろしいでしょうか？」

　声の主に誰も聞き覚えがなかった。振り向けばそこに一人の童どう子じが立っていた。

　歳としの頃なら十歳さいぐらいで人間の男の子の姿をしていたが、その年齢素す性じようは見た目通りではあるまい。

　子供に向ける物とも思えない鋭するどい眼まな差ざしで龍華は童子を睨にらみつけた。

「仙せん府ふからの使いか。どっちだ？」

　龍華と護玄。どちらに対しての伝令であるかと龍華は訝いぶかった。

　ぺこりと頭を下げ、童子は言った。

「護玄仙人に対しての勅ちよく命めいが下くだっております」

　懐ふところから折り畳たたんだ青い紙を取り出し、それを礼れい儀ぎ正しく童子は護玄に渡した。

「ご苦労様。確かに受け取った。しかし、よりによって今、勅命とは困ったな」

「何だって？　青紙だから詰つまらない用事だろ」

「そういう物言いだから、色々と敵を作るんだよ龍華」

　護玄は青紙に目を走らす。元より龍華の言葉のように、重大な勅命ならば青紙で来るはずもない。

「私が管理している書物の閲えつ覧らん願いか。参まいったな急を要するみたいだ」

「緊きん急きゆうじゃないんだろ？」

「まあ、それはそうだが。狩りにはどれぐらい時間が掛かる？」

「早けりゃ半はん刻こく以下。遅おそけりゃ十日以上。いいよ、行ってくるがいい」

　一応管かん理り責せき任にん者しやである。閲覧中に席を外すわけにもいかず、かといって閲覧を急せかすわけにもいかない。

「狩りの間に戻ってこられるか判らないぞ」

「心配いらない。狩りの手て柄がらは独ひとり占じめにしといてやるから。元から、お前の力を期待してない」

　こくりと護玄は頷うなずいた。

「判った。すまないが行ってくる。童子、待たせたな」

　一いち陣じんの風が吹き、童子と護玄の姿は搔かき消えた。

　笑いながら凄すごみ、龍華は恵潤を睨みつけた。が、流石さすがは刀の宝貝、龍華の気き迫はくに怯ひるみもしない。

「さて。狩りの手て順じゆんを説明する。とりあえず、『場』を展てん開かいしろ」

　そっぽを向きながらも恵潤は指示に従った。自分がここに居るのは間違った用兵としか思えなかったが、それは龍華の愚おろかさに過ぎないと開き直ったからだ。

　すう。

　突然の驟しゆう雨うのように『場』が広がる。

　途と端たん、恵潤の眉み間けんに皺しわが寄る。

　気配以前に、言いようのない悪意、敵意が感じられた。

　利り害がいの絡からむ敵意のような表ひよう層そう的てきなものでなく、もっと根こん源げん的てきな敵意だった。

「……龍華仙人。ここは嫌いやです。物もの凄すごい、大きい、巨きよ大だいな敵意が。何かが私たちを狙ねらっています」

「人聞きの悪い事を言うな。その敵意はお前さんにだけ向けられてるんだ。長閑のどかでいい場所だよここは。それは水の禁地としてのこの土地の意思だ」

「どうすれば？」

「黙もく殺さつしとけ。小こ細ざい工くでどうにかなるもんじゃない。気配にだけ集中するんだ」

　冷ひや汗あせを流しながら恵潤は気配を探さぐった。

　ざわざわ。

　蠢うごめいている。平安の地がたった今、脅おびやかされたざわめきが広がり始めていた。

　承しよう知ちの事だったのか龍華が説明した。

「気配を読まれていると仙獣たちが気がついたんだ。狩人の存在を知り、怒りや恐怖が広がっているんだよ」

「龍華仙人。この間のアレ、やってみていいですか？　相手の気配察さつ知ち能力を抑おさえ込こむというやつ。そのために私を連れてきたんでしょ？」

「やってみな」

　恵潤は意識を込めた。だが、この地の意思が恵潤の意識を拒こばむ。

「！」

「やったところで、ほとんど気配察知能力は殺せまい。なんせ、全てがお前を嫌きらっている」

「……じゃあ、どうして私がここに居るんですか」

　龍華は答えない。

「狸の居場所が判るか」

　恵潤は気配を精せい査さした。

　ぼやけていたとは言え、狸の映像を知っているのだ。絞しぼり込みは出来る。

「痛いた！」

　恵潤は目の奥に痛みを感じた。龍華が質問の前に答えた。

「あまり感度を上げるな。おおよその位置が判ればいい」

　指示を出し、龍華は腕うでを曲げ、膝ひざを曲げゆっくりと屈くつ伸しんを始めた。

　視界の中で龍華の動きを見つつも、恵潤は狸捜そう索さくを続ける。

　ぼんやりとした気配が恵潤の神経に触さわった。

「あれです」

「見せてみな」

　龍華は恵潤の『場』の中に居る。恵潤が感知したものを受け取るのは造ぞう作さなかった。

　ぼんやりとしているが特とく徴ちようは似ている。

「うむ。あれだな。遅ち延えんはどの程度だ？」

「三さん拍ぱく程度です。こんな場所じゃなければ二拍切りますが」

　恵潤が見せた物をほぼ同時に龍華は見ている。ほぼ同時、すなわち同時ではない。

　龍華は伸びをし、背せ骨ぼねがバキバキと音をたてた。

「恵潤。今回の一件のオチは見えたな」

　何故、資料映像はボヤけ続け、気配を探ろうとしたら目が痛くなり、龍華は鳥籠を半日で作れ、そして今目の前で体をほぐしているか。

「あの狸。対仙術用の特性を持っていますね」

「御ご名めい答とう。攻撃にしろ捕ほ獲かくにしろ、あいつに向かって放はなたれた仙術、恐らくあいつの周囲に近づけば、術の性質とは無関係に仙術的な力は仙せん気きに還かん元げんされ、術者本人に返ってくる。それだけの話さ」

「その鳥籠って、対狸用の鳥籠なんですね」

「そうさ。対狸用宝貝ってわけじゃない。ただのでかい鳥籠だ」

「狸は仙獣なんでしょうか、宝貝なんでしょうか？」

「どっちでもいいよ。軽いだろ？」

　恵潤は首を縦たてに振った。

　気配には多くの情報が含まれる。大きさの大小だけでは判別出来ない。底の深さを垣かい間ま見みる事も出来た。

　狸の気配は軽い。仙獣だろうが宝貝だろうが、出来る事の範はん囲い、種類は極きよく端たんに少ない筈はずだった。

「でも、あれがそのまま……」

　言葉の途と中ちゆうで恵潤は答えに辿たどりつく。気配を軽く見せている危険さを考えたのだが、ここは埋まい伏ふくの術が効かない水の禁地である。

　狸の気配に裏はないだろう。

　恵潤は言った。

「で、仙術に頼たよらず自じ力りきで狸を捕まえるって作戦ですか？」

「そうだよ。下らないだろ。で、恵潤。お前にはもう一つやってもらいたい事がある」

　龍華は人差し指を恵潤の眉み間けんに当てた。

　言葉にならない意思が恵潤に伝わっていく。

　途端、恵潤は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「龍華仙人。そんなにまで私を信用してくれているんですか」

　無む邪じや気きに笑い。龍華は言った。

「だから失敗するなよ」




　　　　六




　二人を相手にしては勝てない。幸運に頼たよるという無ぶ様ざまな手を使ってすら、逃げ切るところまでは不可能だ。

　運良く龍華を仕し留とめても、逃とう走そうは護玄にはばまれる。

　だが、笑飆の狩りに護玄の処しよ理りは対たい応おう済ずみだった。

　視界の中から護玄と童どう子じは消え去った。

　勅ちよく命めい自体は本物である。気まぐれな性格の多い仙人だ。唐とう突とつな閲えつ覧らん請せい求きゆうに不ふ自し然ぜんな点は少ない。

　それでも護玄がこの場に留とどまったのならば、その時は狩りが中止になるだけの話だ。

　ほぼ確かく定ていと確定の間に横たわる溝みぞの大きさを笑飆は知っていた。護玄とて勘かんの鈍にぶい仙人ではない。胸むな騒さわぎを感じ、舞まい戻もどる可能性はある。

　その場合もやはり中止だ。が、舞い戻り気配を消して様子を探る事もまた不可能なのだ。

　中止と続行の判断は確実に決められる。

　さわ。

　周囲に『場』が広がり笑飆の体も『場』に包まれる。

　だが、それだけの話だ。

　あの宝ぱお貝ぺいが幾いくら気配を読もうとしても自分の気配は読めない。いや、読めても理解出来ない。

　隠しもしてない仙人の重い気配である。

　いつ活動するか判らない、火山や地じ震しんの活かつ性せい点てんの一つとして宝貝には認にん識しきされているはずだ。この仙界にそんな活動点など無数に存在する。この地に同化した今、宝貝どころか龍華にすら見分けがついていないはずだ。

　狩りの時間が近づいてきている。

　問題は笑飆の術が発動し、龍華に到とう達たつするまでの時間だった。

　笑飆は宝貝から龍華への伝でん達たつは二拍と読んだ。距離から換かん算さんして笑飆の術が発動するのに半拍、到達に半拍かかる。つまり一拍だ。

　計算上問題はない。そして、狩人としての直観も問題はなしとしていた。

　龍華を死に致いたらしめる矢は確実に命中する。

　狸たぬきを捕まえるには防ぼう御ぎよ仙術を含ふくめて全ての仙術を停止する必要があった。

　完全に無む防ぼう備びになるのだ。龍華も警けい戒かいしているだろう。

　仙人の勘を笑飆は甘く見ない。宝貝に気配感知をさせているのは用心程度だ。相手は実戦に長たけた龍華だ。仙術を使わずとも異い変へんを察さつ知ちし防御仙術を張はりかねない。

　笑飆は迷う。

　そして、ゆっくりと狸の視し覚かくを共きよう有ゆうしてみた。狸の正体は宝貝であった。

　だが、笑飆は狸を操あやつってはいなかった。狸の精神は自じ律りつしている。笑飆にすら狸の動きは制せい御ぎよ出来ない。また、制御された動きならば龍華に勘かんづかれる。故ゆえに笑飆でさえ、時間をかけて狸の挙動を観察し学ぶ必要があった。

　せいぜい狸にすら気づかれずに、狸の五感を共有するのが限界だった。

　狸の視界に遠えん方ぽうの龍華の姿は映っていた。それは狸の視し力りよくをも超こえている眺ちよう望ぼうだった。

「？」

　何かがおかしかった。その違い和わ感かんの正体を笑飆はすぐに知った。

　狸から見える龍華たちの姿と笑飆から見る龍華たちの姿に差さ異いがあった。

　龍華を挟はさむようにして一直線上に狸と笑飆は居る。狸は龍華の正面を見、笑飆は龍華の背後を見ている形になる。

　狸との視界の時間差によるズレかと笑飆は判断しかけたが狩人の直観がそれを許さなかった。

『あの宝貝、光をずらしているな』

　場を展てん開かいする能力があるのだ。場の中をある程度は制御出来るのだろう。ほんの僅わずかだが光を動かし、実体の位置をずらしている。

　途と端たん、笑飆の全身を冷や汗が流れた。

『龍華にばれている！』

　僅かな差異、僅かなズレ。そして致ち命めい傷しようとなるはずの攻撃が無意味と化す。

『用心か？　罠わなを張っているのか？』

　笑飆の精神力は冷や汗を押し止とどめた。

『どちらにしても同じか』

　己を餌えさにして返り討うちにするつもりだったとしても、その仕掛けは見抜かれているのだ。

　いや、あれは用心だ。

　笑飆は自分が考え過ぎていたと判断した。罠だと知っているのならば、龍華は周囲に攻撃を仕掛けるはずだ。狸を除のぞいての無差別攻撃、その後に狸狩りを始めてもおかしくない性格だ。

『だが、油ゆ断だんは出来まい』

　笑飆の考えは結局初期の物へと戻もどっていった。

　一瞬の虚きよを衝つき、龍華を仕し留とめる。

　狸を仕留めた時の一瞬の隙すきだ。

　狩人ならば必ず持つ、あの喜びの一瞬に全てを仕掛ける。




　　　　七




「仙術は使ってないはずよね」

　呆あきれながら恵潤はつぶやく。

「凄すごい身体能力だわ。仙人にとってなんの意味があるか理解出来ないけど」

　地を駆かけ、龍華は狸に挑いどみかかっていった。




　　　　＊




　何か得え体たいの知れないモノがやってくる。恐きよう怖ふにかられ狸は逃げる。鉛なまりのように重たい気配がいかなる仙獣よりも素す早ばやく狡こう猾かつな動きで狸を追い詰めていく。

　狸は戦せん慄りつした。あれは一体なんだ？

　ぎゅおん。

　異い様ような音を立てて銀色をした塊かたまりが狸の目前を通り過ぎって行った。

　狸は跳はね、木に飛び上がった。

　それは狸よりも高く飛び上がり、再び銀色の塊を振り回す。

　しゅおん。

　狸の鼓こ動どうは高まり息は荒あれ、動きが僅わずかにぶれる。

　しゅん。

　塊はやはり狸をかすめただけだ。わざと外はずしたのだ。

　狸は確信した。これは狩りを楽しんでいやがる。まるで質たちの悪い猟りよう犬けんだ。




　　　　八




『色々と無む茶ちやな仙人だと聞いていたがここまでとはな』

　呆あきれながらも笑飆は油ゆ断だんはしない。

　あいつの仙人になる前の素性は狼か何かじゃないかと笑飆は考えた。

　狸はとっくの昔に追い詰められている。

　だが龍華はなかなか狸を捕まえようとはしない。

　こちらの動向を探さぐっているかどうかの推すい察さつするのも馬鹿らしかった。龍華は狩かりを楽しんでいるようにしかみえない。

　どれ程時間が経けい過かしたのか、龍華の眼がん光こうが変わったのを笑飆は見み逃のがさなかった。

『来たか』

　しゃあん。

　まるで殴なぐりつけるかのように龍華の手の鳥とり籠かごが狸に向け振り下ろされた。反動で籠の扉とびらが開く。

　掬すくい取るように龍華は狸を捕獲するつもりだ。万ばん策さく尽つきた狸は硬こう直ちよくしている。

　狩りが成立する次の瞬間に全てが終わった。




　鳥籠は狸を掬い取り、反動で籠の扉は閉まっていく。

　むっくりと起き上がった笑飆は術を発動した。光が収しゆう束そくし、弓と矢が出現した。

　出現の動きと笑飆の弓を引く動作は完全に同調している。

　光が散り実体化した弓と矢が出現したときには、既すでに矢は放たれた。

　無む茶ちやな早はや撃うちであった。覚かく悟ごの上とはいえ笑飆の全身に痺しびれが走る。

　一瞬にも満たない間、恵潤は笑い、さらにそれよりも短い時間で笑顔は驚きよう愕がくに変わった。

　万が一のときのために光を動かすという作戦が上う手まい具合に働いたと思い、彼女は笑い、ずらした動きはきっちりと補ほ正せいされ、実体に向かい矢が飛ぶ事実を知り、彼女の顔は青ざめ始めた。

　龍華と笑飆の中間地点に恵潤は居た。

　恵潤の真横を矢が通り過ぎたときには、笑飆の体から痺れは消えていた。

　恵潤は髪を逆立て『場』を動かそうとした。だが矢の速度には追いつかない。

　矢を追いかけるように、煙けむりのような水すい蒸じよう気きが走る。地の怨えん嗟さの念に恵潤は軽く吹き飛ぶ。

　龍華は背中を向けたままだった。

　矢の存在には気がついていない。

　矢はそのまま龍華の心しん臓ぞうを目め指ざす。

　仙せん骨こつが働き、仙術的防御がある状態ならば心臓を射い貫ぬかれようが死には至いたらない。逆に非作動状態の仙骨を射貫かれても、死には至らないのだ。致ち命めい的てきに近い怪け我がを負い死亡するかもしれないが、耐たえきる可能性もあった。

　龍華は自みずからの心臓に刺さって初めて、矢の存在を知った。

「仕し留とめた！」

　よろめき地面に倒れかける龍華の姿が一いち陣じんの風となり躍やく動どうする。狸を閉じ込めた鳥籠が宙ちゆうを舞う。

　次の瞬間、龍華は笑飆の背後に立っていた。

　龍華の人差し指は笑飆の後頭部に触ふれている。

　少し間の抜けた時間の後に恵潤の報告が届とどいた。

『矢が！』

　龍華は静かな声で言った。

「仙人とて愚おろかなものね。理解出来ていてもそれが実じつ践せん出来ると限らないとは。

　獲え物ものを仕留めた瞬間に隙すきが出来るのは承しよう知ちしてたんでしょ。隙が出来るのを知っていてあなたは私という獲物を仕留めた瞬間に隙を作った。私を仕留めてすぐに逃げれば、たとえ結果として仕留めそこなっても捕まる事はなかった。護玄はきっちり追い払はらっていたんだから」

「どこでばれた？　護玄の勅ちよく命めいの時か？」

「ばれてはいなかった。強しいて言うなら矢が刺さった瞬間ね」

「噓うそだ。攻撃の瞬間を読んでいたから仙術で防ぼう御ぎよ出来たんだ」

「噓をつく必要なんてないでしょ」

「全てが罠わなだったんだな？　俺を仕留めるための！」

「そうじゃない。あなたが存在するかどうかに関係なく、私は今回の行動をとっていた。全てが罠だった時のための罠。罠の存在を確信してやっていたわけじゃない」

「なぜ、危き険けんな手をとった？　狸捕獲を断ことわれば全ては流れたはずじゃないか」

　龍華は素そっ気けなく言った。

「罠かどうか判わかってなかったし、罠なら犯人を捕まえたいじゃない」

　狩人としての格が自分と龍華では違うのか？

　それだけではすまない違和感を笑飆は感じ取る。

「つまり、獲え物ものを仕留めるあの一瞬の喜よろこびさえ放ほう棄きしていたんだな？　俺が居る居ないにかかわらず？」

「そうよ。狩りは嫌きらいなんだもの。得意だけどね。あんな狸の宝貝を用意したり、護玄を勅命で動かすなんて仕掛けが出来るんだから大物が絡からんでそうね」

　ぐりぐりと人差し指を龍華は笑飆の後頭部に突きつけた。

「判った。負けを認める。殺せ」

「誰だれの差さし金がねか生かしておいて口を割るわけはないか。いいわ。見み逃のがしてあげる」

「……甘あまいな」

「甘くはないわよ。どうせ黒くろ幕まくから適てき当とうないいがかりをつけられて、あなたは邪じや仙せん認にん定ていされる。勅命を受けた仙人たちが次々とあなたの命を狙ねらうはず。
















　でも、面おも白しろいと思うわよ。仙人たちと渡り合うってのは、あなたの性格にあってる気がするしね」

　底が抜けたように笑飆は笑った。

「全てが罠だったときのために罠を張るんだな。罠の存在があろうとなかろうと」

　龍華も笑う。

「そう。その手でしばらくは生き延のびられるわよ」

「わかった。龍華よ。お前が俺の討伐に来る日を楽しみにしてるぞ」

　一陣の風となり笑飆の姿は消えた。

　狸の入った鳥籠を抱えながら恵潤は龍華の下もとに歩いてきた。

「鳥籠持ってきました」

「ご苦労。どうだ初仕事が無事成功した感想は？」

　結局、自分の機き能のう不ふ全ぜんと経験不足に期待されての任にん務むだったのだ。狩人からしては絶ぜつ好こうの隙に見えるための。

　恵潤は堂どう々どうと言った。

「つまんなかった」

　龍華は首を振った。

「まだまだ甘いねえ」

　ツンとした怒いかりの表情の中にも、まだあどけなさが抜けきっていない。生まれながらにして戦術戦略の類たぐいを刻きざみこまれてはいるが、それはまだ実戦を伴ともなった経験へと変化していないからだった。

　やれやれと思いつつも、この宝貝がどんな成長を遂とげるのか楽しみな龍華であった。







　　　あとがき







　本編九巻から三ヶ月後にこの奮闘編五巻の刊行ですよ。筆が速いのだけがとりえだからねえ。と、あんまり洒落しやれにならない冗じよう談だんを書きつつ近況報告など。奮闘編四巻からどれぐらい経たっているか気にしてはいけない。




『防ぼう爆ばくバールのような物』

　完かん全ぜん無む欠けつのゴールド免めん許きよ証しよう所持者であることから判るように、私はペーパードライバーなのでございます。

　教習所の教官の傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりに、『免許取ったら二度と運転なんかするものか！』とよく判わからない誓ちかいを立てて幾いく星せい霜そう、今やブレーキとクラッチの位置があやふやになる程ほどの立りつ派ぱなドライバーに成長した次し第だいでございますよ。誓ったくせに二度ばかり運転してるのは内ない緒しよダヨ。

　で、ペーパードライバーってのは基本的に車に興きよう味みがない人間で、私もタイヤが四本あるから車、二本だったらバイク、地じ獄ごくの七人の乗ってるバイクに関してはその限かぎりに在あらず。ぐらいの認識しかないのです。

　そんな私が大阪で開かれたナントカモーターショーに行ってまいりました。この手の文章でナントカとかカントカと書いてる場合、商標にかかったら面めん倒どうくさいや、ぐらいの感覚でわざとぼかしたりするのですが、今回に限って本気で正確な名前を忘れたというか、最初から認識していなかったりします。流石さすが二十年近いペーパードライバーは一ひと味あじちがいますな。

　ニュースでやってたでしょ？　球形っぽい運転席がグルグル回って車庫入れがしやすい！　って車が展示されてたやつでございます。

　車に興味のない奴がモーターショーに行って何が嬉うれしいのか？　キャンギャル目当てか？　と疑問に思われる方もおいででしょう。何のことはない友人に誘さそわれて行っただけだったりします。

　とはいえ付き合いで行くだけで済すますわけもなく、本目的とは関係ないどうでも良さそうな物をしっかりと見てきたわけですよ。

　なんでキャンギャルのお姉ちゃんは舞ぶ台たいの上でパラパラを踊おどるのか？　モーターショーなのに何な故ぜジュース屋のブースがあるのか？　何故、車を撮影しているお兄さんたちのカメラより、キャンギャルを撮影しているお兄さんたちのカメラの方が遥はるかに高級品なのか？　デジカメなり携帯電話についてるカメラが全盛の時代に、使い捨てカメラを必ひつ死しに売ろうとしている売り子の運命や如い何かに？　食い物屋の屋台の場所代から推すい理りする、ベトナム料理の屋台の売上は幾らぐらいか？

　各種、あらゆる謎なぞに馬鹿な解答をでっちあげつつ会場を回ったわけです。あまりの馬鹿解答ぶりに抗こう議ぎが来そうでここには書けないぐらいの馬鹿っぷりです。

　そんな見物の中で一番心惹ひかれたのはタイトルにも書いてある『防爆』グッズでございました。

　防爆。

　なんと心躍る言葉ではありませんか。いかなる爆ばく発はつの中での作さ業ぎようにも耐たえられる対高熱対圧力処しよ置ちを施ほどこされた黄おう金ごん色に輝かがやく神しん秘ぴの工こう具ぐ、防爆レンチ、防爆スパナ、防爆ピンセットが、展示どころか販売までしているじゃありませんか！

　と、思ったら同行の友人が『防爆工具ってのは石せき油ゆ施し設せつとかで使う、火ひ花ばなが起きないような処置がしてある道具じゃい』と教えてくれました。




　さらば浪漫ロマン。




　とはいいつつ黄金色に輝く一メートルのスパナに心惹かれて、もう少しで買うところでございました。インテリアによいですよ、これ。




『作品解説』

　奮闘編五巻は今までの奮闘編とは、ちょいと毛色が変わっております。今までの四巻とは違って本当の意味での外伝作品的な造つくりになっております。

　何のことはない、今までの奮闘編と違って掲けい載さい誌しが違うんで変わったことをやろうとした結果、こうなった次第です。




「龍りゆう華か陶とう芸げいに凝こり、またしても護ご玄げん心しん労ろうす」

　仙界の話を書こうというのは、昔から考えていて丁ちよう度どタイミングも良かったので書いてみた一編。

　壮そう大だいなんだかよく判らないが、今まで張はり巡めぐらされた湯ゆ吞のみの宝ぱお貝ぺいの謎がここに明らかになったりならなかったりしてますな。




「秋しゆう雷らい鬼き憚たん」

　壮大なんだかよく判らないが、張り巡らされた氷の和かず穂ほの謎が、別に明らかになっているわけじゃない一編。

　本編の構こう成せい上じよう、再登場が無理な宝貝なり人物なりを外伝風味にして登場させるっていうのは、やはり書いてて面おも白しろいのですよ、たまにやるぶんには。

　既出の宝貝が無名で出てますが、幾つ判るかな？　っぽい読み方も暇ひまつぶしにどうぞ。




「仙せん客きやく万ばん来らい」

　仙人が沢たく山さん出てくる話を書こう。と思って出来た一編。

　まともな仙人は、ほとんど居いないじゃないか、とか言ってはいけない。

　こういう工房でグダグダしてる話というのは個人的に好きですな。




「雷いかずちたちの大だい饗きよう宴えん」

　雷たちの饗宴の続編。

　雷たちの饗宴を書いてしばらくしてから、あの話が完結してない事に気がついたのです。

　構成が前編と同じだから、書くのが楽ちんで大おお儲もうけ！　てなわけにはいかず七しち転てん八ばつ倒とうしながら書きましたな。

　同じネタ振りで解決策を数種類用意しようってんだから、正しよう気きの沙さ汰たじゃありませんですよ。




「最さい後ごの宝ぱお貝ぺい」

　この話の辺あたりから、心身共に七転八倒の極致に達していた記憶があったりなかったりしますのう。

　ネタに詰つまった時には散歩に出て、ネタを考えるのですが、この話の時には片道三時間ぐらい歩きましたぜ。しかも雨の中。只ただのノイローゼじゃないか。

　四巻までの外伝と作りは同じなのに最後に宝貝解説がない辺りに、違和感というか鬼き気き迫せまるものを感じますな、本人としては。

　作品としての完成度が云うん々ぬん、なんて甘い話をするつもりじゃないのですよ。この話だけ完成度のベクトルが異質な場所に飛んでいってます。

　これを書いてた時の阿あ鼻び叫きよう喚かんっぷりが、今思えば面白いですな、本人としては。ある種の到達点に違いはない、ただし、何に到達したのか本人にも不明でございます。

　でも、第三者から見たら他の話とたいして変わってなかったりするんでしょうな。




「きつね狩がり」

　短編集御馴染みの書きおろしの一編。

　仙界編は結局、龍りゆう華か死し闘とう編になってますな。

　今回も仙界編御お馴な染じみ、仙人対仙人の仙術乱みだれ飛ぶ壮そう絶ぜつバトルですよ、たぶん。




　てなところで紙数も尽つきました。ではまた。
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